
マニュアルの購入方法

このマニュアル，および関連するマニュアルをご購入の際は，

巻末の「ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内」をご参
照ください。

uCosminexus Message Service Server 
Light for ebXML 
サーバ構築・運用ガイド

解説・手引・文法・操作書

3020-3-N34-30



■対象製品

P-2441-8N14  uCosminexus Message Service Server Light for ebXML  01-03（適用 OS：Windows 2000 
Server，Windows Server 2003）
P-9W41-8N14  uCosminexus Message Service Server Light for ebXML  01-03（適用 OS：Red Hat 
Enterprise Linux AS 4（AMD64 & Intel EM64T），Red Hat Enterprise Linux ES 4（AMD64 & Intel 
EM64T））

■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には，外国為替および外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご
確認の上，必要な手続きをお取りください。
なお，ご不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。

■商標類

Internet Explorerは，米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標または商標で
す。
Java 及びすべての Java関連の商標及びロゴは，米国及びその他の国における米国 Sun Microsystems, Inc.
の商標または登録商標です。
JDKは，米国 Sun Microsystems, Inc. の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
JEDICOSは，（財）流通システム開発センターの登録商標です。
Linuxは，Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。
Microsoftは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
Red Hatは，米国およびその他の国で Red Hat, Inc. の登録商標若しくは商標です。
SOAP（Simple Object Access Protocol）は，分散ネットワーク環境において XMLベースの情報を交換する
ための通信プロトコルの名称です。
UNIXは，X/Open Company Limited が独占的にライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標
です。
Windowsは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
Windows Serverは，米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標です。

■発行

2006年 7月 (第 1版 ) 3020-3-N34
2008年 11月 (第 4版 ) 3020-3-N34-30

■著作権

All Rights Reserved. Copyright (C) 2006, 2008, Hitachi, Ltd.



変更内容

変更内容（3020-3-N34-30） uCosminexus Message Service Server Light for ebXML 01-03

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

変更内容（3020-3-N34-20） uCosminexus Message Service Server Light for ebXML 01-01

追加・変更内容 変更個所

次の適用 OSを追加しました。
• Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise Edition 
• Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard Edition

－

JP1/AJS2を使って CMS Lightサーバのコマンド実行を自動化する場合の
説明を追加しました。

2.1.2，4.4

Windowsの場合に使用できるドキュメント形式に，SecondGenEDIを追
加しました。

3.2.4(1)，7.3，9.3

ドキュメント形式 SecondGenEDIに対応する次のドキュメント種別を追
加しました。
• Price Tag
• Fresh Order
• Fresh Shipment Notification
• Fresh Receiving Notification
• Fresh Return Notification
• Picking List

3.2.4(1)

Windowsの場合に，データベース接続をするときに使用するドライバとし
て HiRDB Type4 JDBC Driverを追加しました。

4.3.1，4.3.2，4.4，
4.5.3(2)，4.5.4，4.5.5(1)，
4.5.8，4.5.8(1)，4.5.8(2)，
4.5.9(2)，4.5.10，
8.2.9(1)，8.2.9(2)

ドキュメント形式，ドキュメント種別を指定した送信処理をサポートしま
した。
これに伴い，次のメッセージを変更しました。
KDSR10006-E，KDSR10010-E

10.3

追加・変更内容

適用 OSとして Linuxを追加しました。

UNIXの場合に使用できるドキュメント形式に，SecondGenEDIを追加しました。

UNIXの場合のサーバ共通定義ファイルのコマンド定義に，データベース接続に使用する JDBCドライ
バのクラス名を指定するキー（ebxml.mssl.cmd.db.jdbc.driver）を追加しました。

環境変数の設定方法を追加しました。

DB Connectorのプロパティ定義に，エンコード文字形態を追加しました。

次のメッセージの，UNIXの場合の対処方法についての説明を追加しました。
KDSR30006-E



変更内容（3020-3-N34-10） uCosminexus Message Service Server Light for ebXML 01-01

追加・変更内容

関連ソフトウェアを追加しました。

JP1イベント連携機能を追加しました。

HSRSRemoveMessageコマンドに，-forceオプションを追加しました。

メッセージを追加しました。
KDSR00011-E，KDSR00012-E，KDSR00014-E，KDSR00015-E，KDSR00016-E，KDSR01002-W，
KDSR10023-E，KDSR30048-E

メッセージを変更しました。
KDSR30038-E，KDSR32028-I



I

はじめに

このマニュアルは，プログラムプロダクト　P-2441-8N14　uCosminexus Message Service 
Server Light for ebXML，P-9W41-8N14 uCosminexus Message Service Server Light for 
ebXMLの概要，および uCosminexus Message Service Server Light for ebXMLを使用するシ
ステムの構築・運用方法を説明したものです。

■対象読者
uCosminexus Message Service Server Light for ebXMLを使用するシステムを構築・運用する
システム管理者を対象としています。
なお，次に示す知識をお持ちであることを前提とします。
• Windows，または UNIXでのシステム管理に関する知識
• J2EEおよび uCosminexus Application Serverに関する知識
• HiRDBを使用したデータベースの構築・運用に関する知識
• JEDICOS-XMLが定める XML-EDIメッセージおよびメッセージ交換手順に関する知識
• XMLに関する基本的な知識

JP1と連携させる場合は，次の知識もお持ちであることを前提とします。
• JP1を使用したシステムの運用・管理に関する知識

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

第 1章　概要
C-S型メッセージ交換手順に準拠した電子商取引の概要，および uCosminexus Message Service 
Server Light for ebXMLの概要について説明しています。

第 2章　システム構成
uCosminexus Message Service Server Light for ebXMLの前提ソフトウェア，システムに必要な
サーバ，およびシステム構成例について説明しています。

第 3章　システム導入の準備
uCosminexus Message Service Server Light for ebXMLのシステムを導入する前に検討，準備し
ておくことについて説明しています。

第 4章　システムの構築
uCosminexus Message Service Server Light for ebXMLのシステムを構築する手順について説明
しています。

第 5章　システムの運用
ビジネスメッセージを送信するために必要なユーザーの操作，データベースに格納されたビジネ
スメッセージの保守，および取引先であるクライアント企業の情報の管理方法について説明して
います。
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第 6章　障害対策
障害が発生したときのユーザーの手順や対処方法，およびログファイルの詳細について説明して
います。

第 7章　状況照会 GUI
状況照会 GUIの使用方法について，リファレンス形式で説明しています。

第 8章　定義ファイル
uCosminexus Message Service Server Light for ebXMLで使用する定義ファイルについて，リ
ファレンス形式で説明しています。

第 9章　コマンド
uCosminexus Message Service Server Light for ebXMLで使用するコマンドについて，リファレ
ンス形式で説明しています。

第 10章　メッセージ
uCosminexus Message Service Server Light for ebXMLが出力するメッセージについて説明して
います。

付録 A　ビジネスメッセージのファイル出力形式
ビジネスメッセージ受信時に uCosminexus Message Service Server Light for ebXMLが出力す
る，ドキュメントファイルの出力形式について説明しています。

付録 B　CSVファイルのダウンロード形式
状況照会 GUIで出力する CSVファイルのダウンロード形式について説明しています。

付録 C　JP1イベント連携
JP1と uCosminexus Message Service Server Light for ebXMLのシステムを連携させる場合に，
uCosminexus Message Service Server Light for ebXMLが発行する JP1イベントについて説明し
ています。

付録 D　用語解説
このマニュアルで使用している用語の意味について説明しています。

■関連マニュアル
関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。
Cosminexus Version 6を使用する場合にお読みください。
• Hitachi Web Server（3000-3-350）
• TPBroker ユーザーズガイド（3000-3-775）
• Cosminexus Version 6 システム構築ガイド（UNIX(R)用）（3000-3-985）
• Cosminexus Version 6 システム運用ガイド（UNIX(R)用）（3000-3-986）
• Cosminexus Version 6 リファレンス（UNIX(R)用）（3000-3-987）
• Cosminexus Version 6 解説（3020-3-E51）
• Cosminexus Version 6 システム設計ガイド（3020-3-E52）
• Cosminexus Version 6 システム構築ガイド（Windows(R)用）（3020-3-E53）
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• Cosminexus Version 6 システム運用ガイド（Windows(R)用）（3020-3-E54）
• Cosminexus Version 6 アプリケーション開発ガイド（3020-3-E55）
• Cosminexus Version 6 リファレンス（Windows(R)用）（3020-3-E56）
• Cosminexus Version 6 メッセージ（3020-3-E57）
• Cosminexus Version 6 運用管理操作ガイド（3020-3-E58）
• Cosminexus Version 6 アプリケーション設定操作ガイド（3020-3-E59）
• Cosminexus SOAPアプリケーション開発ガイド（3020-3-E32）
• Cosminexus Version 6 簡易構築・運用ガイド（3020-3-J31）

　
Cosminexus Version 7を使用する場合にお読みください。
• Cosminexus 概説（3020-3-M01）
• Cosminexus 機能解説（3020-3-M03）
• Cosminexus システム設計ガイド（3020-3-M04）
• Cosminexus 簡易構築・運用ガイド（3020-3-M05）
• Cosminexus システム構築ガイド（3020-3-M06）
• Cosminexus システム運用ガイド（3020-3-M07）
• Cosminexus アプリケーション設定操作ガイド（3020-3-M08）
• Cosminexus 運用管理操作ガイド（3020-3-M09）
• Cosminexus リファレンス コマンド編（3020-3-M10）
• Cosminexus リファレンス 定義編（3020-3-M11）
• Cosminexus メッセージ 1 KDJE編（3020-3-M12）
• Cosminexus メッセージ 2 KDSS／ KEOS／ KFCB編（3020-3-M13）
• Cosminexus メッセージ 3 KFCT／ KFDB／ KFDJ編（3020-3-M14）
• Hitachi Web Server（3020-3-M15）
• TPBroker ユーザーズガイド（3020-3-M16）
• Cosminexus メッセージ 1 KAWS／ KDAL／ KDJE編（3020-3-M20）
• Cosminexus メッセージ 2 KEOS／ KEUC／ KFCB編（3020-3-M21）
• Cosminexus メッセージ 3 KFCT／ KFDB／ KFDJ編（3020-3-M22）
• Cosminexus アプリケーション開発ガイド（3020-3-M41）
• Cosminexus リファレンス API編（3020-3-M42）
• Cosminexus SOAPアプリケーション開発ガイド（3020-3-M47）

　
スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7を使用する場合にお読みください。
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 解説（UNIX(R)用）（3000-6-271）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 システム導入・設計ガイド（UNIX(R)
用）（3000-6-272）

• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 システム定義（UNIX(R)用）
（3000-6-273）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 システム運用ガイド（UNIX(R)用）
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（3000-6-274）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 コマンドリファレンス（UNIX(R)用）
（3000-6-275）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 UAP開発ガイド（UNIX(R)/Windows(R)
用）（3000-6-276）

• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 SQLリファレンス（UNIX(R)/
Windows(R)用）（3000-6-277）

• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 メッセージ（UNIX(R)/Windows(R)用）
（3000-6-278）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 解説（Windows(R)用）（3020-6-271）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 システム導入・設計ガイド（Windows(R)
用）（3020-6-272）

• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 システム定義（Windows(R)用）
（3020-6-273）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 システム運用ガイド（Windows(R)用）
（3020-6-274）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 コマンドリファレンス（Windows(R)用）
（3020-6-275）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 UAP開発ガイド（Windows(R)用）
（3020-6-276）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 SQLリファレンス（Windows(R)用）
（3020-6-277）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 メッセージ（Windows(R)用）
（3020-6-278）

　
スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8を使用する場合にお読みください。
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 解説（UNIX(R)用）（3000-6-351）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 システム導入・設計ガイド（UNIX(R)
用）（3000-6-352）

• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 システム定義（UNIX(R)用）
（3000-6-353）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 システム運用ガイド（UNIX(R)用）
（3000-6-354）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 コマンドリファレンス（UNIX(R)用）
（3000-6-355）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 解説（Windows(R)用）（3020-6-351）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 システム導入・設計ガイド（Windows(R)
用）（3020-6-352）

• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 システム定義（Windows(R)用）
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（3020-6-353）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 システム運用ガイド（Windows(R)用）
（3020-6-354）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 コマンドリファレンス（Windows(R)用）
（3020-6-355）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 UAP 開発ガイド（3020-6-356）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 SQL リファレンス（3020-6-357）
• スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 メッセージ（3020-6-358）

　
運用管理ソフトウェア JP1を使用する場合にお読みください。
• JP1 Version 7i JP1/Base（3020-3-F04）
• JP1 Version 7i JP1/Automatic Job Management System 2 解説（3020-3-F06）
• JP1 Version 7i JP1/Automatic Job Management System 2 設計・運用ガイド（3020-3-F07）
• JP1 Version 7i JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド（3020-3-F08）
• JP1 Version 7i JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド（3020-3-F09）
• JP1 Version 7i JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス
（3020-3-F10）
• JP1 Version 7i JP1/Automatic Job Management System 2 関数（3020-3-F11）
• JP1 Version 7i JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド（3020-3-F12）
• JP1 Version 7i JP1/Automatic Job Management System 2 メッセージ（3020-3-F13）
• JP1 Version 8 JP1/Base 運用ガイド（3020-3-K06）
• JP1 Version 8 JP1/Base メッセージ（3020-3-K07）
• JP1 Version 8 JP1/Base 機能拡張（3020-3-K08）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 解説（3020-3-K21）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 設計・運用ガイド（3020-3-K22）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド（3020-3-K23）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド（3020-3-K24）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス
（3020-3-K25）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド（3020-3-K27）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 メッセージ（3020-3-K28）

なお，このマニュアルでは，次のマニュアルについて，対象 OSおよびバージョン番号を省略し
て表記しています。マニュアルの正式名称とこのマニュアルでの表記を次の表に示します。

このマニュアルでの表記 正式名称

Cosminexus アプリケーション設定操
作ガイド

Cosminexus アプリケーション設定操作ガイド

Cosminexus Version 6 アプリケーション設定操作ガイド

Cosminexus システム運用ガイド Cosminexus システム運用ガイド
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Cosminexus Version 6 システム運用ガイド（UNIX(R)用）

Cosminexus Version 6 システム運用ガイド（Windows(R)用）

Cosminexus システム構築ガイド Cosminexus システム構築ガイド

Cosminexus Version 6 システム構築ガイド（UNIX(R)用）

Cosminexus Version 6 システム構築ガイド（Windows(R)用）

Cosminexus システム設計ガイド Cosminexus システム設計ガイド

Cosminexus Version 6 システム設計ガイド

Cosminexus メッセージ Cosminexus メッセージ 1 KAWS／ KDAL／ KDJE編

Cosminexus メッセージ 1 KDJE編

Cosminexus メッセージ 2 KDSS／ KEOS／ KFCB編

Cosminexus メッセージ 2 KEOS／ KEUC／ KFCB編

Cosminexus メッセージ 3 KFCT／ KFDB／ KFDJ編

Cosminexus Version 6 メッセージ

Cosminexus リファレンス コマンド編 Cosminexus リファレンス コマンド編

Cosminexus Version 6 リファレンス（UNIX(R)用）

Cosminexus Version 6 リファレンス（Windows(R)用）

Cosminexus リファレンス 定義編 Cosminexus リファレンス 定義編

Cosminexus Version 6 リファレンス（UNIX(R)用）

Cosminexus Version 6 リファレンス（Windows(R)用）

HiRDB UAP開発ガイド スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 UAP 開発
ガイド

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 UAP開発
ガイド（UNIX(R)/Windows(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 UAP開発
ガイド（Windows(R)用）

HiRDB コマンドリファレンス スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 コマンドリ
ファレンス（UNIX(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 コマンドリ
ファレンス（Windows(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 コマンドリ
ファレンス（UNIX(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 コマンドリ
ファレンス（Windows(R)用）

HiRDB システム運用ガイド スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 システム運
用ガイド（UNIX(R)用）

このマニュアルでの表記 正式名称
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■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて章を選択して読めます。使用目的別に，次の流れに
従ってお読みいただくことをお勧めします。

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 システム運
用ガイド（Windows(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 システム運
用ガイド（UNIX(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 システム運
用ガイド（Windows(R)用）

HiRDB システム導入・設計ガイド スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 システム導
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■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，製品名称を省略して表記しています。製品の正式名称と，このマニュア
ルでの表記を次に示します。
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このマニュアルでの表記 製品の正式名称

CMS Lightサーバ uCosminexus Message Service Server Light for 
ebXML

HiRDB HiRDB/Single Server HiRDB/Single Server Version 7

HiRDB/Single Server Version 8

HiRDB/Parallel Server HiRDB/Parallel Server Version 7

HiRDB/Parallel Server Version 8

HiRDB/Run Time HiRDB/Run Time Version 7

HiRDB/Run Time Version 8

Internet Explorer Microsoft(R) Internet Explorer(R)

JP1/AJS2 JP1/Automatic Job Management System 2 - 
Manager

JP1/Automatic Job Management System 2 - Agent

JP1/Automatic Job Management System 2 - View

JP1/Automatic Job Management System 2 - 
Advanced Manager

JP1/Automatic Job Management System 2 - Light 
Edition

JP1/Automatic Job Management System 2 - Client 
Toolkit

uCosminexus Application Server uCosminexus Application Server Enterprise

uCosminexus Application Server Standard

uCosminexus Service Platform

UNIX Linux Red Hat Enterprise Linux AS 4（AMD64 & Intel 
EM64T）

Red Hat Enterprise Linux ES 4（AMD64 & Intel 
EM64T）

Windows Windows 2000 Server Microsoft(R) Windows(R) 2000 Advanced Server 
Operating System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server Operating 
System

Windows Server 2003 Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise Edition
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このマニュアルでは，Java関連用語を省略して表記しています。Java関連用語の正式名称と，
このマニュアルでの表記を次に示します。

このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Standard Edition

このマニュアルでの表記 Java関連用語の正式名称

EAR Enterprise ARchive

J2EE JavaTM 2 Platform, Enterprise Edition

J2SE JavaTM 2 Platform, Standard Edition

JAR JavaTM Archive

Java JavaTM

JDBC JDBCTM

JavaTM Database Connectivity

JDK JavaTM Development Kit

JSP JavaServer PagesTM

WAR Web ARchive

英略語 英字での表記

BLOB Binary Large OBject

CSV Comma Separated Value

DB Database

ebXML Electronic Business using eXtensible Markup Language

EDI Electronic Data Interchange

HTTP Hyper Text Transfer Protocol

HTTPS Hyper Text Transfer Protocol Security

IANA Internet Assigned Numbers Authority

JEDICOS Japan EDI for Commerce Systems

MIME Multipurpose Internet Mail Extension

OS Operating System

RD Relational Database

SOAP Simple Object Access Protocol

SQL Structured Query Language

このマニュアルでの表記 製品の正式名称
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■このマニュアルの図中で使用している記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

SSL Secure Sockets Layer

URI Uniform Resource Identifier

URL Uniform Resource Locator

UTF UCS Transformation Format

WSDL4J Web Services Description Language for Java Toolkit

XML eXtensible Markup Language

英略語 英字での表記
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■このマニュアルで使用している記号

！！！！ 注意事項
 

uCosminexus Message Service Server Light for ebXMLのシステムを構築，運用するときに
注意する必要がある事項，および考慮してほしい事項について説明しています。

■このマニュアルの GUIの説明で使用している記号
このマニュアルでは，次に示す記号を使用して GUIを説明しています。

■このマニュアルのコマンドの説明で使用している記号
このマニュアルでは，次に示す記号を使用してコマンドの文法を説明しています。

■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
鍵（かぎ）　個所（かしょ）　桁（けた）　同梱（どうこん）　汎用（はんよう）　必須（ひっす）

記号 意味

［　　］ 画面の名称および画面に表示されている項目を表します。

記号 意味

|
ストローク

横に並べられた複数の項目に対する項目間の区切りを示し，"または "を意味し
ます。
（例）　A | B
　Aまたは Bを指定することを示します。

{　}
波括弧

この記号で囲まれている複数の項目のうちから一つを選択することを示します。
項目が横に並べて記号 | で区切られている場合は，どれか一つを選択します。
（例）　{ A | B | C}
　A，Bまたは Cのどれかを指定することを示します。

[　]
角括弧

この記号で囲まれている項目は省略してもよいことを示します。複数の項目が横
に並べて記述されている場合には，すべてを省略するか，記号 {　} と同じくどれ
か一つを選択します。
（例１）　[ A ]
　"何も指定しない "か "Aを指定する "ことを示します。
（例２）　[ B | C ]
　"何も指定しない "か "Bまたは Cを指定する "ことを示します。

＿
下線

括弧で囲まれている複数条件のうち 1項目に対して使用され，括弧内をすべて省
略したときシステムがとる標準値を示します。
（例）　[ -s { A | B | C } ]
　"-sオプションに A，B，Cのどれも指定しなかった場合，システムは Cが指定
されたときと同じ処理をする "ことを示します。



はじめに

XIII

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。
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1

1　 概要
CMS Lightサーバは，JEDICOS-XMLで定める C-S型メッ
セージ交換手順に準拠して，サーバ企業がクライアント企業と
データ通信するための製品です。
この章では，C-S型メッセージ交換手順に準拠した電子商取引
の概要，および CMS Lightサーバの概要について説明します。

1.1　C-S型メッセージ交換手順に準拠した電子商取引の概要

1.2　CMS Lightサーバの目的

1.3　CMS Lightサーバの機能



1.　概要

2

1.1　C-S型メッセージ交換手順に準拠した電子
商取引の概要

uCosminexus Message Service Server Light for ebXML（以降，CMS Lightサーバと呼
びます）は，C-S型メッセージ交換手順に準拠した製品です。C-S型メッセージ交換手
順とは，財団法人流通システム開発センターが開発するメッセージ交換手順の一つです。
メッセージ交換手順にはほかに S-S型，C-S-S型，C-S-C型があり，C-S型と合わせて
流通業界での EDIの標準規格である JEDICOS-XML V2.1で定義されています。

ここでは，C-S型メッセージ交換手順に準拠した電子商取引の概要を説明します。

1.1.1　C-S型メッセージ交換手順とは
C-S型メッセージ交換手順とは，大手小売企業（以降，サーバ企業と呼びます）のシス
テムに，取引先の企業（以降，クライアント企業と呼びます）がインターネット経由で
アクセスしてデータをアップロード，ダウンロードするための通信規格です。

C-S型メッセージ交換手順に準拠した電子商取引の概要を，次に示します。

図 1-1　C-S型メッセージ交換手順に準拠した電子商取引の概要

サーバ企業のシステムのうち，プル型サーバおよび INBOXの部分が C-S型メッセージ
交換手順に準拠した電子商取引をするための仕組みです。プル型サーバがデータ通信を
制御し，INBOXはクライアント企業との取引データを保管します。

CMS Lightサーバのシステムでは，図のプル型サーバに当たるのが CMS Lightサーバ，
図の INBOXに当たるのがデータベースサーバになります。また C-S型メッセージ交換
手順に準拠した製品として，日立では CMS Lightサーバのほか，クライアント企業のシ
ステムに適用する uCosminexus Message Service Client Light for ebXMLを提供してい
ます。
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1.1.2　C-S型メッセージ交換手順の特長
流通業界では，インターネットと XML技術を駆使した次世代 EDIによって，取引の効
率化，取引のグローバル化，多様な業務形態への対応などを実現してきました。

しかし，中小規模の取引には大規模なシステムを新規に導入しにくい，という問題があ
りました。この問題を解決するために，従来のシステムよりも簡単に導入できて，かつ
柔軟な構築・運用ができるシステムが必要でした。C-S型メッセージ交換手順は，こう
したシステムを実現するための通信規格です。

C-S型メッセージ交換手順は，次のような特長があります。

• 企業間の常時接続が不要です。
• クライアント企業のシステムに INBOXが不要です。
• C-S間でダイレクトにデータ通信をします。

したがって，クライアント企業にとっては低コストかつ容易にシステムを導入できると
いうメリットがあり，サーバ企業にとってはこれまで次世代 EDIのシステムを導入しづ
らかった中小規模の取引の効率を上げられるというメリットがあります。
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1.2　CMS Lightサーバの目的

CMS Lightサーバは，C-S型メッセージ交換手順に準拠した電子商取引をするために，
サーバ企業が導入する製品です。

CMS Lightサーバの目的を次に示します。

●容易なシステム構築
ユーザーは C-S型メッセージ交換手順の仕様を意識しないでシステムを構築できま
す。また，データ通信のためのアプリケーション開発が不要です。

●汎用的なシステム運用
C-S型メッセージ交換手順に準拠するシステムを持つ，すべてのクライアント企業と
データ通信ができます。

●安定したシステム基盤
uCosminexus Application Serverをシステム基盤として稼働するため，CMS Light
サーバが提供する J2EEアプリケーションを安定した環境で実行できます。
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1.3　CMS Lightサーバの機能

CMS Lightサーバの機能を次に示します。

図 1-2　CMS Lightサーバの機能

ビジネスメッセージとは
CMS Lightサーバがクライアント企業のシステムと送受信する SOAP形式のメッ
セージのことです。C-S型メッセージ交換手順では，業務に必要なドキュメントを
ビジネスメッセージの添付ファイルとして送受信します。

ここでは，図で示した CMS Lightサーバの機能について説明します。

1.3.1　ビジネスメッセージの受信
クライアント企業のシステムからビジネスメッセージが配信されたら，CMS Lightサー
バは受信したビジネスメッセージを自動で処理します。ビジネスメッセージ受信時，
CMS Lightサーバは次の流れで処理します。
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図 1-3　ビジネスメッセージ受信の流れ

1. ビジネスメッセージの受信
クライアント企業のシステムから配信されたビジネスメッセージを受け付けます。

2. ビジネスメッセージの格納，受信成功を通知
受信したビジネスメッセージをデータベースに格納します。同時に，クライアント企
業のシステムに受信成功を通知します。

3. ドキュメントのファイル出力
ビジネスメッセージに添付されているドキュメントを，取得完了ディレクトリにファ
イル出力します。

取得完了ディレクトリは，業務システムと連携させるなど運用に合わせて利用してくだ
さい。取得完了ディレクトリに出力されたドキュメントのファイル形式については，「付
録 A　ビジネスメッセージのファイル出力形式」を参照してください。

1.3.2　ビジネスメッセージの送信
CMS Lightサーバはプル型サーバであるため，クライアント企業のシステムから要求が
あった場合だけ，ビジネスメッセージを送信します。ビジネスメッセージ送信時，CMS 
Lightサーバは次の流れで処理します。



1.　概要

7

図 1-4　ビジネスメッセージ送信の流れ

1. クライアント企業からの送信要求受付，ビジネスメッセージの検索
クライアント企業のシステムからビジネスメッセージの送信要求を受け付けます。
CMS Lightサーバはデータベース内に送信できるビジネスメッセージがないかを検索
します。送信できるビジネスメッセージがない場合，ビジネスメッセージがないこと
をクライアント企業のシステムに通知します。

2. ビジネスメッセージの送信
クライアント企業のシステムにビジネスメッセージを送信します。

CMS Lightサーバがクライアント企業のシステムに送信するビジネスメッセージは，あ
らかじめユーザーが用意しておきます。ビジネスメッセージを送信するためのユーザー
の操作については，「5.3　送信するビジネスメッセージの登録」を参照してください。

1.3.3　ビジネスメッセージの管理
CMS Lightサーバは，送受信したビジネスメッセージをデータベースで管理します。
データベースで管理している目的を，次に示します。

• ビジネスメッセージ受信時，重複受信を防止します。
• クライアント企業からの送信要求を受け付けたとき，未送信のビジネスメッセージが
ないかを検索します。

• 送受信したビジネスメッセージを，履歴として保存します。

ユーザーは状況照会 GUIやコマンドを使用することで，CMS Lightサーバがデータベー
スで管理しているビジネスメッセージを，次のような場合に活用できます。

• データベースの保守作業をする場合
「5.4　データベースに格納されたビジネスメッセージの保守」を参照してください。
• 障害対策をする場合
「6.　障害対策」を参照してください。
• 業務で活用する場合
状況照会 GUIでのビジネスメッセージの検索結果を，CSVファイルとしてダウン
ロードできます。CSVファイルの詳細については，「付録 B　CSVファイルのダウン
ロード形式」を参照してください。
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1.3.4　クライアント企業の情報の保存
CMS Lightサーバは，取引先であるクライアント企業の情報をデータベースに保存しま
す。保存した情報は，通信相手のクライアント企業が正しく登録されているかを確認す
るときに使用します。

クライアント企業の情報は，ユーザーが管理します。データベースに保存されたクライ
アント企業の情報の管理については，「5.5　クライアント企業の情報の管理」を参照し
てください。

1.3.5　セキュリティ通信
CMS Lightサーバが対応しているセキュリティ通信の種類を，次に示します。

• HTTPベーシック認証
ユーザー IDおよびパスワードを使用してクライアント企業のアクセスを制御します。

• 暗号化通信（SSLサーバ認証）
通信プロトコルに SSLを使用し，証明書と公開鍵暗号技術に基づいて通信を暗号化し
ます。

セキュリティ通信は，Hitachi Web Serverで設定します。セキュリティ通信を適用する
場合の設定方法は，マニュアル「Hitachi Web Server」を参照してください。



9

2　 システム構成
この章では，CMS Lightサーバの前提ソフトウェア，システ
ムに必要なサーバ，およびシステム構成例について説明しま
す。

2.1　ソフトウェア条件

2.2　システムに必要なサーバ

2.3　システム構成例
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2.1　ソフトウェア条件
CMS Lightサーバのシステムに必要なソフトウェアを次に示します。

2.1.1　前提ソフトウェア
次のソフトウェアは必須です。

● OS
次のどれかの OSが前提です。
• Windows 2000 Server
• Windows Server 2003
• Red Hat Enterprise Linux AS 4（AMD64 & Intel EM64T）
• Red Hat Enterprise Linux ES 4（AMD64 & Intel EM64T）

● uCosminexus Application Server
CMS Lightサーバが提供する J2EEアプリケーションの実行基盤となるソフトウェア
です。

● HiRDB
CMS Lightサーバのデータベースとなるソフトウェアです。

● Internet Explorer
システム運用や障害対策で使用する状況照会 GUIを起動するためのソフトウェアで
す。

2.1.2　関連ソフトウェア
次のソフトウェアは，運用に応じて使用してください。

● JP1イベント連携を適用する場合
• JP1/Base

● CMS Lightサーバのコマンド実行を自動化する場合
• JP1/AJS2
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2.2　システムに必要なサーバ
CMS Lightサーバのシステムには，次のサーバが必要です。

図 2-1　CMS Lightサーバのシステムに必要なサーバ

CMS Lightサーバ
uCosminexus Application Server上で uCosminexus Message Service Server Light 
for ebXMLが動作します。

データベースサーバ
CMS Lightサーバのシステムで INBOXの役割を果たすサーバです。HiRDBをイ
ンストールします。

二つのサーバは，同一マシン構成にすることも別マシン構成にすることもできます。
データベースサーバの容量に対してトランザクション量が多く，マシンの負荷が高くな
る場合，別マシン構成を推奨します。データベースサーバの容量の見積もりについては，
「3.1　データベースサーバの容量の見積もり」を参照してください。
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2.3　システム構成例
複数のクライアント企業と取引するサーバ企業が，CMS Lightサーバのマシンを 3台，
データベースサーバのマシンを 1台でシステムを構築した場合のシステム構成例を，次
に示します。

図 2-2　システム構成例
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3　 システム導入の準備
システムを導入してクライアント企業と取引を始める前に，シ
ステムの処理能力や取引の頻度を基にデータベースサーバの容
量を見積もったり運用ルールを決定したりする必要がありま
す。
この章では，CMS Lightサーバのシステムを導入する前に検
討，準備しておくことについて説明します。

3.1　データベースサーバの容量の見積もり

3.2　クライアント企業に通知する項目
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3.1　データベースサーバの容量の見積もり
CMS Lightサーバのシステムに使用するデータベースサーバの容量を見積もります。

ここで説明する見積もりの目的は，システム導入後に行われる取引の規模や頻度を明確
にすることです。ここで見積もった内容は，システムの運用ルールを決定するときや，
実際にデータベースサーバを構築するときに使用できます。

ここで説明する見積もりを基に決定するシステムの運用ルールについては，「3.2.3　ビジ
ネスメッセージ保持期間」を参照してください。また，ここで説明する見積もりを使用
するデータベースサーバの構築については，「4.2　HiRDBの環境設定」を参照してくだ
さい。

（1） 同時に送受信するビジネスメッセージの最大数

CMS Lightサーバが一度に送信処理または受信処理をするビジネスメッセージの最大数
です。幾つのクライアント企業がどのくらいの頻度で，同時に CMS Lightサーバのシス
テムにアクセスするかを考慮して決定してください。

（2） 取引するクライアント企業の数

CMS Lightサーバのシステムを使用してビジネスメッセージを送受信するクライアント
企業の数です。

（3） データベースに蓄積されるビジネスメッセージの最大数

データベースに蓄積される，ビジネスメッセージの最大数です。このとき，データベー
スに蓄積されたビジネスメッセージは，ユーザーが意図的に削除しないかぎり蓄積され
ることを考慮して決定してください。

（4） 交換するドキュメントの最大長

クライアント企業と交換するドキュメントの最大長です。ドキュメントの最大長は，
「3.2.5　ドキュメントの最大ファイルサイズ」で決定するドキュメントの最大ファイルサ
イズを 1.4倍して小数点以下を切り上げた値です。1～ 46,976,205（バイト）の整数値
を指定できます。
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3.2　クライアント企業に通知する項目
システム導入前にユーザーがあらかじめ決定し，決定事項を書面にまとめて送付するな
どしてクライアント企業に通知する必要がある項目について説明します。クライアント
企業がシステムを構築するときに必要な情報であるため，必ず通知してください。

なお，ここで説明する項目の一部は，CMS Lightサーバのシステム構築時も使用します。

3.2.1　システムの識別子・URI
自システムの識別子・URIだけでなく，クライアント企業のシステムの識別子・URIも
サーバ企業側で決定します。

（1） CMS Lightサーバのシステムの識別子・URI

取引先のクライアント企業に自システムを識別していただくために，次の項目を決定し
ます。

• サーバ識別子
サーバ企業に一つ割り当てる識別子です。63バイト以内の文字列にしてください。

• サーバ URI
CMS Lightサーバのシステムに一つ割り当てる URIです。サーバ企業が CMS Light
サーバのシステムを複数構築する場合，各システムを異なるURIで区別する運用もで
きます。255バイト以内の文字列にしてください。

決定したサーバ識別子およびサーバURIは，CMS Lightサーバの定義ファイルに定義し
ます。サーバ識別子およびサーバURIを定義する定義ファイルについては，「8.2　サー
バ共通定義ファイル」を参照してください。

（2） クライアント企業のシステムの識別子・URI

CMS Lightサーバが取引先のクライアント企業を識別するために，各クライアント企業
のシステムに対して次の項目を割り当てます。

• 取引先識別子
各クライアント企業に一つずつ割り当てる識別子です。63バイト以内の文字列にして
ください。

• 取引先 URI
クライアント企業が持つ，CMS Lightサーバとデータ通信するシステムに一つ割り当
てるURIです。クライアント企業が，CMS Lightサーバとデータ通信するシステム
を複数持つ場合，各システムを異なるURIで区別する運用もできます。255バイト以
内の文字列にしてください。

決定した取引先識別子および取引先URIは，CMS Lightサーバの定義ファイルに定義し
ます。取引先識別子を定義する定義ファイルについては，「8.3　取引先識別子ファイル」
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を参照してください。取引先 URIを定義する定義ファイルについては，「8.4　取引先
URIファイル」を参照してください。

3.2.2　CMS Lightサーバのエンドポイント
クライアント企業にとってビジネスメッセージの送受信先となる，エンドポイントです。
CMS Lightサーバのエンドポイントを次に示します。

http(s)://<ホスト名>:<ポート番号>/mssl/app/services/JXMSTransferSoap

ホスト名
Hitachi Web Serverが動作するマシンのホスト名または IPアドレスを指定します。

ポート番号
Hitachi Web Serverが動作するマシンのポート番号を指定します。デフォルトの
ポート番号を使用する場合は省略できます。

3.2.3　ビジネスメッセージ保持期間
C-S型メッセージ交換手順に準拠したシステムでは，データの重複受信を防止するため
に，サーバ企業が受信データを一定期間保持しておくことが義務づけられています。
CMS Lightサーバのシステムでは，この期間をビジネスメッセージ保持期間と呼びます。
受信したビジネスメッセージは，ビジネスメッセージ保持期間中はデータベースで管理
されます。

ビジネスメッセージ保持期間はデータベースサーバの容量，取引の頻度，およびクライ
アント企業のシステム環境に合わせて，できる限り長い期間を設定します。86,400～
31,536,000（秒）の整数値で，次に示す式の結果よりも長い期間を設定してください。

（クライアント企業のシステムでの送信リトライ回数）×（クライアント企業のシステ
ムでの送信リトライ間隔（秒））

決定したビジネスメッセージ保持期間は，CMS Lightサーバの定義ファイルに定義しま
す。ビジネスメッセージ保持期間を定義する定義ファイルについては，「8.2　サーバ共
通定義ファイル」を参照してください。

3.2.4　ビジネスメッセージに添付するドキュメントの交換形
式

ビジネスメッセージに添付するドキュメントの交換形式は，C-S型メッセージ交換手順
に従って決定します。

ここで決定した項目は，ユーザーがビジネスメッセージをデータベースに登録するとき
に使用します。ビジネスメッセージをデータベースに登録するときのユーザーの操作に
ついては，「5.3　送信するビジネスメッセージの登録」を参照してください。
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（1） ドキュメント形式とドキュメント種別

C-S型メッセージ交換手順では，次に示すドキュメント形式を定めています。

表 3-1　C-S型メッセージ交換手順で定めるドキュメント形式

（a）ドキュメント種別との対応が定義されているドキュメント形式

SecondGenEDI，JEDICOS-XML，JEDICOS，および J Protocolは，C-S型メッセー
ジ交換手順でドキュメント種別と対応が定義されています。これらのドキュメント形式
でビジネスメッセージを送受信する場合は，どのドキュメント形式およびドキュメント
種別を選択するかを決定してください。

CMS Lightサーバのシステムで使用できるドキュメント形式とドキュメント種別の組み
合わせを，次に示します。

表 3-2　ドキュメント形式とドキュメント種別の組み合わせ

項番 ドキュメント形式 説明

1 SecondGenEDI ドキュメント種別との対応が定義されている
ドキュメント形式

2 JEDICOS-XML

3 JEDICOS

4 J Protocol

5 Mutuality defined ドキュメント種別との対応を企業間で任意に
定義できるドキュメント形式

項番 ドキュメント種別 ドキュメント形式

SecondGenE
DI

JEDICOS-XML JEDICOS J Protocol

1 Order ○ × × ×

2 Shipment Notification ○ × × ×

3 Package Shipment 
Notification

○ × × ×

4 Non-associated Package 
Shipment Notification

○ × × ×

5 Receiving Notification ○ × × ×

6 Payment ○ × × ×

7 Return Notification ○ × × ×

8 Price/Sales Catalogue × ○ ○ ×

9 Purchase Order × ○ ○ ○

10 Purchase Order Response × × ○ ×

11 Inventory Report × ○ ○ ×
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（凡例）
○：使用できます。
×：使用できません。

（b）ドキュメント種別との対応を企業間で任意に定義できるドキュメント形式

Mutuality definedは，企業間で策定できる任意のドキュメント形式です。この形式でビ
ジネスメッセージを送受信する場合は，あらかじめ任意のドキュメント種別を企業間で
合意しておいてください。

（2） ドキュメント圧縮形式

IANAで定めているMIMEメディアタイプの中から，どの形式を使用するかを決定しま

12 Shelf Allocation Report × × ○ ×

13 POS Report × ○ ○ ×

14 Order Recommendation × × ○ ×

15 Despatch Advice Slip × ○ ○ ×

16 Despatch Advice Carton × ○ ○ ×

17 Arrival Notice × ○ ○ ×

18 Confirmation of Delivery × × ○ ×

19 Purchasing Advice × ○ ○ ×

20 Invoice ○ ○ ○ ○

21 Remittance Advice × ○ ○ ○

22 Remittance Detail × × ○ ×

23 Announcement for 
Returns

× ○ ○ ×

24 Sales Promotion Plan × ○ × ×

25 Payment Order × × ○ ×

26 Financial Statement × × ○ ×

27 Price Tag ○ × × ×

28 Fresh Order ○ × × ×

29 Fresh Shipment 
Notification

○ × × ×

30 Fresh Receiving 
Notification

○ × × ×

31 Fresh Return 
Notification

○ × × ×

32 Picking List ○ × × ×

項番 ドキュメント種別 ドキュメント形式

SecondGenE
DI

JEDICOS-XML JEDICOS J Protocol
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す。ビジネスメッセージに添付するドキュメントを圧縮しない場合は取り決め不要です。

なお，ドキュメントの圧縮，解凍は，CMS Lightサーバのシステムのバックエンドにあ
る業務アプリケーションで実施するよう設定してください。

3.2.5　ドキュメントの最大ファイルサイズ
ビジネスメッセージに添付するドキュメントの最大ファイルサイズです。ドキュメント
の最大ファイルサイズは，ドキュメントの交換形式やシステムの規模を考慮して決定し
てください。

なお，ドキュメントの最大ファイルサイズを基に，ドキュメントの最大長を決定します。
したがって最大ファイルサイズを決定するときは，ドキュメント最大長の設定値も考慮
してください。ドキュメント最大長については，「3.1　データベースサーバの容量の見
積もり」を参照してください。

3.2.6　セキュリティ通信の設定
CMS Lightサーバのシステムにセキュリティ通信を適用する場合，クライアント企業に
通知する必要があることを次に示します。

HTTPベーシック認証を適用する場合
認証に必要なユーザー IDおよびパスワードを通知します。

暗号化通信（SSLサーバ認証）を適用する場合
認証に必要な証明書の取得方法を通知します。

CMS Lightサーバのシステムにセキュリティ通信を適用する場合は，Webサーバである
Hitachi Web Serverで設定します。設定方法については，マニュアル「Hitachi Web 
Server」を参照してください。
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4　 システムの構築
CMS Lightサーバのシステムを構築するには，前提ソフト
ウェアのインストールと環境設定，および CMS Lightサーバ
のインストールと環境設定が必要です。
この章では，CMS Lightサーバのシステムを構築する手順に
ついて説明します。

4.1　構築の概要

4.2　HiRDBの環境設定

4.3　CMS Lightサーバの環境設定

4.4　環境変数の設定

4.5　uCosminexus Application Serverの環境設定
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4.1　構築の概要
CMS Lightサーバのシステム構築手順について説明します。構築する前に前提ソフト
ウェア，および CMS Lightサーバをインストールしておいてください。前提ソフトウェ
アのインストール手順については，各前提ソフトウェアのマニュアルを参照してくださ
い。

前提ソフトウェアおよび CMS Lightサーバをインストール後，動作確認ができるように
なるまでの CMS Lightサーバのシステム構築手順を，次に示します。

1. HiRDBの環境設定
データベースを構築します。「4.2　HiRDBの環境設定」を参照してください。

2. CMS Lightサーバの環境設定
CMS Lightサーバの定義ファイルを作成します。「4.3　CMS Lightサーバの環境設
定」を参照してください。

3. 環境変数の設定
環境変数の設定をします。「4.4　環境変数の設定」を参照してください。

4. uCosminexus Application Serverの環境設定
Java基盤となるアプリケーションサーバを構築します。「4.5　uCosminexus 
Application Serverの環境設定」を参照してください。

5. CMS Lightサーバの起動と終了
CMS Lightサーバのシステム構築が完了したら，CMS Lightサーバのシステムの起
動と終了ができるか確認します。「5.2　起動と終了」を参照してください。

なお，各前提ソフトウェアについては，CMS Lightサーバのシステムを構築するときに
追加・変更が必要な項目だけを説明しています。各前提ソフトウェアの構築方法につい
ての詳細は，各前提ソフトウェアのマニュアルを参照してください。
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4.2　HiRDBの環境設定

CMS Lightサーバで送受信したビジネスメッセージや取引先の情報を格納するデータ
ベースを構築します。ここでは，データベースとなるHiRDBのテーブルの容量を見積
もる方法，およびテーブルの作成方法について説明します。HiRDBの環境設定の詳細に
ついては，マニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を参照してください。

「3.1　データベースサーバの容量の見積もり」で見積もった次の内容を基に，HiRDBの
容量を見積もり，テーブルを作成します。

• 同時に送受信するビジネスメッセージの最大数
• 取引するクライアント企業の数
• データベースに蓄積されるビジネスメッセージの最大数
• 交換するドキュメントの最大長

4.2.1　データベース接続数の計算
HiRDBのシステム定義（pd_max_usersオペランド）に設定する，データベースへの最
大同時接続数を見積もります。最大同時接続数は，実際の同時接続数よりも余裕を持た
せる必要があるため，次の式のとおりに見積もってください。

（CMS Lightサーバで同時に送受信するビジネスメッセージの最大数）+5

4.2.2　レコード件数の計算
作成する各テーブルの最大レコード件数を見積もります。各テーブルの最大レコード件
数の求め方を，次に示します。

表 4-1　レコード件数の見積もり式

4.2.3　ユーザー用 RDエリアの生成
CMS Lightサーバが使用する，ユーザー用 RDエリアを生成します。

ここでは，生成するユーザー用 RDエリアの種類と，ユーザー用 RDエリアのセグメン
ト数の見積もりについて説明します。

項
番

テーブル名 用途 テーブルの最大レコード件数

1 HSRSPartnerInfo 取引先情報を格納 取引するクライアント企業の数

2 HSRSPartnerUri 取引先 URIを格納 取引するクライアント企業の数

3 HSRSMessageArchi
ve

ビジネスメッセージを格納 （データベースに蓄積される送信
メッセージの最大数）＋（データ
ベースに蓄積される受信メッセー
ジの最大数）
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（1） 生成する HiRDBのユーザー用 RDエリアの種類

CMS Lightサーバが使用するユーザー用 RDエリアの種類を次に示します。

表 4-2　CMS Lightサーバが使用するユーザー用 RDエリアの種類

（2） ユーザー用 RDエリアのセグメント数の見積もり

実際にユーザー用 RDエリアを生成する前に，各ユーザー用 RDエリアのセグメント数
を見積もる必要があります。セグメント数の見積もりに必要な情報を，次に示します。

●テーブルに関する情報
ユーザー用 RDエリアのセグメント数の見積もりに必要な，テーブルに関する情報を
次に示します。

表 4-3　ユーザー用 RDエリアのセグメント数の見積もり（テーブル情報）

●インデクスに関する情報
ユーザー用 RDエリアのセグメント数の見積もりに必要な，インデクスに関する情報
を次に示します。なお，インデクス名は重複しません。

表 4-4　ユーザー用 RDエリアのセグメント数の見積もり（インデクス情報）

項
番

ユーザー用 RDエリア名 用途

1 RDHSRSPI HSRSPartnerInfoテーブルの RDエリア

2 RDHSRSPU HSRSPartnerUriテーブルの RDエリア

3 RDHSRSMA HSRSMessageArchiveテーブルの RDエリア

4 RDHSRSMALOB HSRSMessageArchiveテーブルの BLOB用 RDエリア

5 RDHSRSPIUI HSRSPartnerInfoテーブルのインデクス用 RDエリア

6 RDHSRSPUUI HSRSPartnerUriテーブルのインデクス用 RDエリア

7 RDHSRSMAUI HSRSMessageArchiveテーブルのインデクス用 RDエリア

項
番

ユーザー用 RDエリア名 対応するテーブル名 列数 レコード長（バイ
ト）

1 RDHSRSPI HSRSPartnerInfo 2 68

2 RDHSRSPU HSRSPartnerUri 1 256

3 RDHSRSMA HSRSMessageArch
ive

10 987

項
番

ユーザー用 RDエリア
名

対応するインデクス名 列数 キー長（バイト）

1 RDHSRSPIUI HSRSPartnerInfoUniqueInde
x

1 64
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4.2.4　テーブルの作成
CMS Lightサーバは，HiRDBのテーブルを作成するための SQLサンプルを提供してい
ます。テーブル作成時，次の SQLサンプルのテーブルを編集して使用します。

テーブル名
HSRSMessageArchive

格納場所
• Windowsの場合

<CMS Lightサーバのインストールディレクトリ >¥sample¥sql
• UNIXの場合

/opt/ebxml/mssl/sample/sql

編集個所
DocumentData BLOB( )
括弧内に，交換するドキュメントの最大長を指定します。交換するドキュメントの
最大長は，ドキュメントの最大ファイルサイズを 1.4倍して小数点以下を切り上げ
た値です。
指定値の単位はバイト，KB，MB，または GBです。KB，MB，GBの場合，単位
記号をそれぞれ "K"，"M"，"G"と表記します。ドキュメントの最大ファイルサイズ
が 1,048,576バイト，ドキュメントの最大長が 1,468,007バイトの場合の指定例を，
次に示します。

2 RDHSRSPUUI HSRSPartnerUriUniqueIndex 1 256

3 RDHSRSMAUI HSRSMessageArchiveUniqueI
ndex

3 384

CREATE TABLE HSRSMessageArchive (
  SenderId  MVARCHAR(63)  NOT NULL,
  ReceiverId  MVARCHAR(63)  NOT NULL,
  MessageId  MVARCHAR(255)  NOT NULL,
  DocumentData  BLOB(1468007) IN RDHSRSMALOB  NOT NULL,
  FormatType  MVARCHAR(255)  NOT NULL,
  DocumentType  MVARCHAR(255)  NOT NULL,
  CompressType  MVARCHAR(63)  NOT NULL,
  DocumentState  INTEGER  NOT NULL  WITH DEFAULT,
  ReceiveDate  TIMESTAMP  NOT NULL,
  ReceiveCompleteDate  TIMESTAMP
) IN RDHSRSMA;

項
番

ユーザー用 RDエリア
名

対応するインデクス名 列数 キー長（バイト）
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4.3　CMS Lightサーバの環境設定

CMS Lightサーバの環境設定について説明します。

4.3.1　ディレクトリ構成
ここでは，CMS Lightサーバが動作するディレクトリ構成について説明します。CMS 
Lightサーバのインストールディレクトリを次に示します。

Windowsの場合
ユーザーは，CMS Lightサーバのインストールディレクトリを任意で設定できます。
Windowsの場合の，デフォルトのインストールディレクトリを次に示します。
C:¥Program Files¥Hitachi¥ebxml¥mssl

UNIXの場合
UNIXの場合のインストールディレクトリを次に示します。
/opt/ebxml/mssl

CMS Lightサーバのディレクトリ構成を，次に示します。

表 4-5　ディレクトリ構成（Windowsの場合）

ディレクトリ名 ファイル名 説明

<CMS Lightサーバのインス
トールディレクトリ >¥bin

－ コマンド格納ディレクトリ

HSRSRegisterPartner.bat HSRSRegisterPartnerコマン
ド（取引先識別子登録）

HSRSRemovePartner.bat HSRSRemovePartnerコマン
ド（取引先識別子削除）

HSRSStartBusiness.bat HSRSStartBusinessコマンド
（取引先状態変更（取引開始））

HSRSStopBusiness.bat HSRSStopBusinessコマンド
（取引先状態変更（取引停止））

HSRSRegisterPartnerUri.bat HSRSRegisterPartnerUriコマ
ンド（取引先URI登録）

HSRSRemovePartnerUri.bat HSRSRemovePartnerUriコマ
ンド（取引先URI削除）

HSRSPutMessage.bat HSRSPutMessageコマンド
（ビジネスメッセージ登録）

HSRSGetMessage.bat HSRSGetMessageコマンド
（ビジネスメッセージ取得）

HSRSRemoveMessage.bat HSRSRemoveMessageコマン
ド（ビジネスメッセージ削除）
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（凡例）
－：ファイルが格納されているディレクトリです。

HSRSCompleteMessage.bat HSRSCompleteMessageコマ
ンド（ドキュメント状態変更
（強制完了））

HSRSUncompleteMessage.bat HSRSUncompleteMessageコ
マンド（ドキュメント状態変更
（強制引き戻し））

HSRSSetEnv.bat コマンド環境設定ファイル

<CMS Lightサーバのインス
トールディレクトリ >¥conf

－ 定義ファイル格納ディレクトリ

<CMS Lightサーバのインス
トールディレクトリ >¥lib

－ ライブラリ格納ディレクトリ

HSRSapp.ear EARファイル（ビジネスメッ
セージ送受信アプリケーショ
ン）

HSRSgui.ear EARファイル（状況照会アプ
リケーション）

HSRScmd.jar JARファイル（コマンド）

<CMS Lightサーバのインス
トールディレクトリ >¥sample

－ サンプル格納ディレクトリ

<CMS Lightサーバのインス
トールディレクトリ
>¥sample¥conf

－ 定義ファイルのサンプル格納
ディレクトリ

HSRSconf.properties サーバ共通定義ファイルのサン
プル

HiRDB.ini HiRDB.iniファイルのサンプル

<CMS Lightサーバのインス
トールディレクトリ
>¥sample¥sql

－ SQLサンプル格納ディレクト
リ

HSRSPartnerInfo.sql HiRDBのテーブル
（HSRSPartnerInfo）作成用
SQL

HSRSPartnerUri.sql HiRDBのテーブル
（HSRSPartnerUri）作成用
SQL

HSRSMessageArchive.sql HiRDBのテーブル
（HSRSMessageArchive）作成
用 SQL

<CMS Lightサーバのインス
トールディレクトリ
>¥patch_backup_dir

－ 修正パッチ適用時のバックアッ
プディレクトリ

ディレクトリ名 ファイル名 説明
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表 4-6　ディレクトリ構成（UNIXの場合）

ディレクトリ名 ファイル名 説明

/opt/ebxml/mssl/bin － コマンド格納ディレクトリ

HSRSRegisterPartner HSRSRegisterPartnerコマンド
（取引先識別子登録）

HSRSRemovePartner HSRSRemovePartnerコマンド
（取引先識別子削除）

HSRSStartBusiness HSRSStartBusinessコマンド
（取引先状態変更（取引開始））

HSRSStopBusiness HSRSStopBusinessコマンド
（取引先状態変更（取引停止））

HSRSRegisterPartnerUri HSRSRegisterPartnerUriコマ
ンド（取引先 URI登録）

HSRSRemovePartnerUri HSRSRemovePartnerUriコマ
ンド（取引先 URI削除）

HSRSPutMessage HSRSPutMessageコマンド（ビ
ジネスメッセージ登録）

HSRSGetMessage HSRSGetMessageコマンド（ビ
ジネスメッセージ取得）

HSRSRemoveMessage HSRSRemoveMessageコマンド
（ビジネスメッセージ削除）

HSRSCompleteMessage HSRSCompleteMessageコマン
ド（ドキュメント状態変更（強
制完了））

HSRSUncompleteMessage HSRSUncompleteMessageコマ
ンド（ドキュメント状態変更
（強制引き戻し））

HSRSSetEnv コマンド環境設定ファイル

/opt/ebxml/mssl/conf － 定義ファイル格納ディレクトリ

/opt/ebxml/mssl/lib － ライブラリ格納ディレクトリ

HSRSapp.ear EARファイル（ビジネスメッ
セージ送受信アプリケーション）

HSRSgui.ear EARファイル（状況照会アプリ
ケーション）

HSRScmd.jar JARファイル（コマンド）

/opt/ebxml/mssl/sample － サンプル格納ディレクトリ

/opt/ebxml/mssl/sample/conf － 定義ファイルのサンプル格納
ディレクトリ

HSRSconf.properties サーバ共通定義ファイルのサン
プル

HiRDB.ini HiRDB.iniファイルのサンプル
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（凡例）
－：ファイルが格納されているディレクトリです。

4.3.2　サーバ共通定義ファイルの作成
サーバ共通定義ファイルを作成して，CMS Lightサーバの実行環境を定義します。作成
したサーバ共通定義ファイルは次のファイル名で保存してください。

Windowsの場合
<CMS Lightサーバのインストールディレクトリ >¥conf¥HSRSconf.properties

UNIXの場合
/opt/ebxml/mssl/conf/HSRSconf.properties

サーバ共通定義ファイルでは，CMS Lightサーバのシステムの情報，ログの出力情報，
ドキュメントファイルの出力情報，状況照会 GUIの設定情報などを定義します。サーバ
共通定義ファイルの詳細については，「8.2　サーバ共通定義ファイル」を参照してくだ
さい。

【例】
サーバ共通定義ファイルの設定例を次に示します。
• Windowsの場合

/opt/ebxml/mssl/sample/sql － SQLサンプル格納ディレクトリ

HSRSPartnerInfo.sql HiRDBのテーブル
（HSRSPartnerInfo）作成用
SQL

HSRSPartnerUri.sql HiRDBのテーブル
（HSRSPartnerUri）作成用
SQL

HSRSMessageArchive.sql HiRDBのテーブル
（HSRSMessageArchive）作成
用 SQL

ebxml.mssl.server.id = S000000000000000
ebxml.mssl.server.uri = S000000000000000.com
ebxml.mssl.server.persist.duration = 86400
 

ebxml.mssl.receive.output.success.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/
receive/success
ebxml.mssl.receive.output.failure.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/
receive/failure
 

ebxml.mssl.app.message.log.level = 10
ebxml.mssl.app.message.log.size = 1048576
ebxml.mssl.app.message.log.count = 10
ebxml.mssl.app.message.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log
 

ディレクトリ名 ファイル名 説明
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ebxml.mssl.app.trace.log.level = 10
ebxml.mssl.app.trace.log.size = 1048576
ebxml.mssl.app.trace.log.count = 10
ebxml.mssl.app.trace.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log
 

ebxml.mssl.app.error.log.size = 1048576
ebxml.mssl.app.error.log.count = 10
ebxml.mssl.app.error.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log
 

ebxml.mssl.size.document.data = 1468007
 

ebxml.mssl.gui.admin.loginid = admin
ebxml.mssl.gui.admin.password = pwadmin
ebxml.mssl.gui.view.linenum = 10,20,30,40,50
 

ebxml.mssl.gui.trace.log.level = 10
ebxml.mssl.gui.trace.log.size = 1048576
ebxml.mssl.gui.trace.log.count = 10
ebxml.mssl.gui.trace.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log
 

ebxml.mssl.gui.error.log.size = 1048576
ebxml.mssl.gui.error.log.count = 10
ebxml.mssl.gui.error.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log
 

ebxml.mssl.cmd.db.user = hsrsdb
ebxml.mssl.cmd.db.password = pwhsrsdb
ebxml.mssl.cmd.db.url = jdbc:hitachi:dbplib://
DB=HIRDB,DBID=@DABENVGRP=HSRSDB,ENCODELANG=MS932
ebxml.mssl.cmd.db.jdbc.driver = 
JP.co.Hitachi.soft.DBPSV_Driver.JdbcDbpsvDriver
 

ebxml.mssl.cmd.trace.log.level = 10
ebxml.mssl.cmd.trace.log.size = 1048576
ebxml.mssl.cmd.trace.log.count = 10
ebxml.mssl.cmd.trace.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log
 

ebxml.mssl.cmd.error.log.size = 1048576
ebxml.mssl.cmd.error.log.count = 10
ebxml.mssl.cmd.error.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log
 

ebxml.mssl.jp1event.app.PUTDOCUMENT = false
ebxml.mssl.jp1event.app.RECEIVEOUTPUT = false
ebxml.mssl.jp1event.app.RECEIVEOUTPUT-ERROR = false
ebxml.mssl.jp1event.app.GETDOCUMENT = false
ebxml.mssl.jp1event.app.CONFIRMDOCUMENT = false
 

ebxml.mssl.jp1event.gui.COMPLETEMESSAGE = false
ebxml.mssl.jp1event.gui.UNCOMPLETEMESSAGE = false
 

ebxml.mssl.jp1event.cmd.PUTMESSAGE = false
ebxml.mssl.jp1event.cmd.GETMESSAGE = false
ebxml.mssl.jp1event.cmd.COMPLETEMESSAGE = false
ebxml.mssl.jp1event.cmd.UNCOMPLETEMESSAGE = false
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• UNIXの場合

ebxml.mssl.jp1event.PUTDOCUMENT.id = 3825
ebxml.mssl.jp1event.RECEIVEOUTPUT.id = 3826
ebxml.mssl.jp1event.RECEIVEOUTPUT-ERROR.id = 3827
ebxml.mssl.jp1event.GETDOCUMENT.id = 3828
ebxml.mssl.jp1event.CONFIRMDOCUMENT.id = 3829
ebxml.mssl.jp1event.PUTMESSAGE.id = 3830
ebxml.mssl.jp1event.GETMESSAGE.id = 3831
ebxml.mssl.jp1event.COMPLETEMESSAGE.id = 3832
ebxml.mssl.jp1event.UNCOMPLETEMESSAGE.id = 3833

ebxml.mssl.server.id = S000000000000000
ebxml.mssl.server.uri = S000000000000000.com
ebxml.mssl.server.persist.duration = 86400
 

ebxml.mssl.receive.output.success.path = /opt/ebxml/mssl/receive/success
ebxml.mssl.receive.output.failure.path = /opt/ebxml/mssl/receive/failure
 

ebxml.mssl.app.message.log.level = 10
ebxml.mssl.app.message.log.size = 1048576
ebxml.mssl.app.message.log.count = 10
ebxml.mssl.app.message.log.path = /opt/ebxml/mssl/log
 

ebxml.mssl.app.trace.log.level = 10
ebxml.mssl.app.trace.log.size = 1048576
ebxml.mssl.app.trace.log.count = 10
ebxml.mssl.app.trace.log.path = /opt/ebxml/mssl/log
 

ebxml.mssl.app.error.log.size = 1048576
ebxml.mssl.app.error.log.count = 10
ebxml.mssl.app.error.log.path = /opt/ebxml/mssl/log
 

ebxml.mssl.size.document.data = 1468007
 

ebxml.mssl.gui.admin.loginid = admin
ebxml.mssl.gui.admin.password = pwadmin
ebxml.mssl.gui.view.linenum = 10,20,30,40,50
 

ebxml.mssl.gui.trace.log.level = 10
ebxml.mssl.gui.trace.log.size = 1048576
ebxml.mssl.gui.trace.log.count = 10
ebxml.mssl.gui.trace.log.path = /opt/ebxml/mssl/log
 

ebxml.mssl.gui.error.log.size = 1048576
ebxml.mssl.gui.error.log.count = 10
ebxml.mssl.gui.error.log.path = /opt/ebxml/mssl/log
 

ebxml.mssl.cmd.db.user = hsrsdb
ebxml.mssl.cmd.db.password = pwhsrsdb
ebxml.mssl.cmd.db.url = jdbc:hitachi:hirdb://DBID=@HIRDBENVGRP=/opt/ebxml/
mssl/conf/HiRDB.ini,ENCODELANG=MS932
ebxml.mssl.cmd.db.jdbc.driver = JP.co.Hitachi.soft.HiRDB.JDBC.HiRDBDriver
 

ebxml.mssl.cmd.trace.log.level = 10
ebxml.mssl.cmd.trace.log.size = 1048576
ebxml.mssl.cmd.trace.log.count = 10
ebxml.mssl.cmd.trace.log.path = /opt/ebxml/mssl/log
 



4.　システムの構築

32

ebxml.mssl.cmd.error.log.size = 1048576
ebxml.mssl.cmd.error.log.count = 10
ebxml.mssl.cmd.error.log.path = /opt/ebxml/mssl/log
 

ebxml.mssl.jp1event.app.PUTDOCUMENT = false
ebxml.mssl.jp1event.app.RECEIVEOUTPUT = false
ebxml.mssl.jp1event.app.RECEIVEOUTPUT-ERROR = false
ebxml.mssl.jp1event.app.GETDOCUMENT = false
ebxml.mssl.jp1event.app.CONFIRMDOCUMENT = false
 

ebxml.mssl.jp1event.gui.COMPLETEMESSAGE = false
ebxml.mssl.jp1event.gui.UNCOMPLETEMESSAGE = false
 

ebxml.mssl.jp1event.cmd.PUTMESSAGE = false
ebxml.mssl.jp1event.cmd.GETMESSAGE = false
ebxml.mssl.jp1event.cmd.COMPLETEMESSAGE = false
ebxml.mssl.jp1event.cmd.UNCOMPLETEMESSAGE = false

 
ebxml.mssl.jp1event.PUTDOCUMENT.id = 3825
ebxml.mssl.jp1event.RECEIVEOUTPUT.id = 3826
ebxml.mssl.jp1event.RECEIVEOUTPUT-ERROR.id = 3827
ebxml.mssl.jp1event.GETDOCUMENT.id = 3828
ebxml.mssl.jp1event.CONFIRMDOCUMENT.id = 3829
ebxml.mssl.jp1event.PUTMESSAGE.id = 3830
ebxml.mssl.jp1event.GETMESSAGE.id = 3831
ebxml.mssl.jp1event.COMPLETEMESSAGE.id = 3832
ebxml.mssl.jp1event.UNCOMPLETEMESSAGE.id = 3833
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4.4　環境変数の設定
マニュアル「Cosminexus システム構築ガイド」を参照して，環境変数を設定してくだ
さい。ここでは，マニュアル「Cosminexus システム構築ガイド」で説明している以外
に必要な環境変数について説明します。

Windowsの場合

Windowsの場合に設定が必要な環境変数を次に示します。

PATH
"<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥DAB¥lib"を指定します。
この環境変数は，データベース接続に Cosminexus DABroker Libraryを使用する場
合だけ指定してください。

【例】
設定例を次に示します。

CLASSPATH
アプリケーションサーバで使用するHiRDB製品ごとに異なります。

HiRDB/Single Serverまたは HiRDB/Parallel Serverの場合
"<HiRDBのインストールディレクトリ >¥client¥utl¥pdjdbc2.jar"を指定しま
す。

HiRDB/Run Timeの場合
"<HiRDBのインストールディレクトリ >¥utl¥pdjdbc2.jar"を指定します。

この環境変数は，データベース接続にHiRDB Type4 JDBC Driverを使用する場合
だけ指定してください。

【例】
設定例を次に示します。

EBXML_MSSL_CMD_ENV
"-Xrs"を指定します。
この環境変数は，JP1/AJS2を使って CMS Lightサーバのコマンド実行を自動化す
る場合だけ指定してください。

UNIXの場合

UNIXの場合に設定が必要な環境変数を次に示します。

PATH
"/opt/jp1base/bin"を指定します。

C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥DAB¥lib

C:¥Program Files¥Hitachi¥HiRDB¥utl¥pdjdbc2.jar
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この環境変数は，JP1イベント連携を適用する場合だけ指定してください。

LD_LIBRARY_PATH
アプリケーションサーバで使用する HiRDB製品ごとに異なります。

HiRDB/Single Serverの場合
"/opt/HiRDB_S/client/lib"を指定します。

HiRDB/Parallel Serverの場合
"/opt/HiRDB_P/client/lib"を指定します。

HiRDB/Run Timeの場合
"/opt/HiRDB/client/lib"を指定します。

LANG
"ja_JP.UTF-8"を指定します。

umask
"000"を指定します。
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4.5　uCosminexus Application Serverの環境設
定

ここでは，CMS Lightサーバが使用する J2EEサーバを新しくセットアップし，必要な
環境設定をする方法について説明します。uCosminexus Application Serverの環境設定
の詳細については，マニュアル「Cosminexus システム構築ガイド」を参照してくださ
い。

uCosminexus Application Serverの環境設定手順を次に示します。

図 4-1　uCosminexus Application Serverの環境設定手順
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！！！！ 注意事項
 

• この節での説明は，J2EEサーバに指定したサーバ名称が "mssl"であることを前提にして
います。

• この節での説明は，CosminexusのManagement Serverを利用しないことを前提にして
います。

• この節で使用するWindowsの場合の例では，Cosminexusおよび CMS Lightサーバのイ
ンストールディレクトリが次のとおりであることを前提にしています。
Cosminexusのインストールディレクトリ（Windowsの場合）
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus
CMS Lightサーバのインストールディレクトリ（Windowsの場合）
C:¥Program Files¥Hitachi¥ebxml¥mssl

4.5.1　Hitachi Web Serverの環境設定
CMS LightサーバのシステムのWebサーバである，Hitachi Web Serverの環境設定を
します。Hitachi Web Serverの環境設定の詳細については，マニュアル「Cosminexus 
システム構築ガイド」を参照してください。また，HTTPベーシック認証，および暗号
化通信（SSLサーバ認証）については，マニュアル「Hitachi Web Server」を参照して
ください。

定義ファイルのうち，編集する必要があるものを次に示します。

（1） Hitachi Web Server用定義ファイル

ファイル名
httpsd.conf

格納場所
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥httpsd¥conf
• UNIXの場合

/opt/hitachi/httpsd/conf

ここでは，リダイレクタの設定，およびリクエストボディサイズの設定について説明し
ます。Hitachi Web Server用定義ファイルの詳細については，マニュアル「Hitachi 
Web Server」を参照してください。

（a）リダイレクタの設定

ファイルのいちばん下に，次の行を追加してください。

• Windowsの場合

Include "<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CC¥web¥redirector¥mod_jk.conf"



4.　システムの構築

37

• UNIXの場合

【例】
設定例を次に示します。
• Windowsの場合

• UNIXの場合

（b）リクエストボディサイズの設定

受信データのサイズの上限を設定します。CMS Lightサーバでは，交換するドキュメン
トの最大長をサーバ共通定義ファイルで設定しています。CMS Lightサーバでの不要な
受信処理を減らすために，サーバ共通定義ファイルでの設定に加え，Hitachi Web 
Server側でもリクエストボディサイズの制限を設定することを強く推奨します。

ファイルの任意の場所に，次のとおりに設定してください。

対象ディレクティブ
LimitRequestBody

編集内容
"LimitRequestBody"のあとに，サーバ共通定義ファイルのサイズ定義
（ebxml.mssl.size.document.dataプロパティ）で設定したドキュメントの最大長に
4,096を足した値を指定します。0～ 2,147,483,647（バイト）の値を指定してくだ
さい。サーバ共通定義ファイルの詳細については，「8.2　サーバ共通定義ファイル」
を参照してください。
デフォルト値の 0から値を変更しない場合，リクエストボディサイズの制限は設定
されません。

【例】
リクエストボディサイズの制限値が 1,472,103の場合の設定例を次に示します。

（2） Hitachi Web Server用リダイレクタ動作定義ファイル

ファイル名
mod_jk.conf

格納場所
• Windowsの場合

Include /opt/Cosminexus/CC/web/redirector/mod_jk.conf

Include "C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥web¥redirector¥mod_jk.conf"

Include /opt/Cosminexus/CC/web/redirector/mod_jk.conf

LimitRequestBody 1472103
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<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥web¥redirector
• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/web/redirector

編集内容
ファイルのいちばん下に，次の行を追加してください。

【例】
ワーカ名が "worker1"の場合の設定例を次に示します。

Hitachi Web Server用リダイレクタ動作定義ファイルの詳細については，マニュアル
「Cosminexus リファレンス 定義編」を参照してください。

4.5.2　J2EEサーバのセットアップ
uCosminexus Application Serverの J2EEサーバのセットアップコマンド（cjsetup）を
実行して，J2EEサーバをセットアップします。引数に指定するサーバ名称には，"mssl"
を指定します。J2EEサーバのセットアップの詳細については，マニュアル
「Cosminexus システム構築ガイド」を参照してください。セットアップコマンドの詳細
については，マニュアル「Cosminexus リファレンス コマンド編」を参照してください。

【例】
実行例を次に示します。
• Windowsの場合

• UNIXの場合

4.5.3　uCosminexus Application Serverの定義ファイルの編
集

uCosminexus Application Serverの定義ファイルのうち，編集する必要があるものにつ
いて説明します。Cosminexusの定義ファイルの詳細については，マニュアル
「Cosminexus リファレンス 定義編」を参照してください。

JkMount /mssl/app/* <ワーカ名>
JkMount /mssl/gui/* <ワーカ名>

JkMount /mssl/app/* worker1
JkMount /mssl/gui/* worker1

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin>cjsetup mssl

# cd /opt/Cosminexus/CC/server/bin
# ./cjsetup mssl
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（1） J2EEサーバ用ユーザープロパティファイル

ファイル名
usrconf.properties

格納場所
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥mssl
• UNIXの場合

/opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/mssl

編集内容
ファイルのいちばん下に，次の行を追加してください。値に "¥"が含まれている場
合は "¥¥"のように重ねて記述する必要があります。

！！！！ 注意事項
 

値に全角文字が含まれている場合は，JDK付属の native2asciiコマンドを使用してネイ
ティブコード（Latin-1および Unicodeコード以外）を Unicodeコードに変換してくださ
い。

【例】
編集例を次に示します。
• Windowsの場合

• UNIXの場合

（2） J2EEサーバ用オプション定義ファイル

ファイル名
usrconf.cfg

格納場所
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥mssl
• UNIXの場合

/opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/mssl

編集内容
ファイルのいちばん下に，次の行を追加してください。

ebxml.mssl.home=<CMS Lightサーバのインストールディレクトリ>

ebxml.mssl.home=C:¥¥Program Files¥¥Hitachi¥¥ebxml¥¥mssl

ebxml.mssl.home=/opt/ebxml/mssl
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• Windowsの場合

2行目は，データベース接続にHiRDB Type4 JDBC Driverを使用する場合だけ，
追加してください。なお，HiRDB Type4 JDBC Driverの JARファイルのパスは，
アプリケーションサーバで使用する HiRDB製品によって異なります。HiRDB製
品ごとの HiRDB Type4 JDBC Driverの JARファイルのパスを次に示します。

表 4-7　HiRDB製品ごとの HiRDB Type4 JDBC Driverの JARファイルのパス（Windows
の場合）

• UNIXの場合

HiRDB Type4 JDBC Driverの JARファイルのパスは，アプリケーションサーバ
で使用する HiRDB製品によって異なります。HiRDB製品ごとの HiRDB Type4 
JDBC Driverの JARファイルのパスを次に示します。

表 4-8　HiRDB製品ごとの HiRDB Type4 JDBC Driverの JARファイルのパス（UNIXの
場合）

【例】
編集例を次に示します。
• Windowsの場合
ここでは，Program Filesディレクトリを "C:¥Program Files"としています。

• UNIXの場合

add.class.path=<Program Filesディレクトリ
>¥Hitachi¥HNTRLib2¥classes¥hntrlibMj.jar
add.class.path=<HiRDB Type4 JDBC DriverのJARファイル（pdjdbc2.jar）のパス>

HiRDB製品 HiRDB Type4 JDBC Driverの JARファイルのパス

HiRDB/Single Server <HiRDBのインストールディレクトリ >¥client¥utl¥pdjdbc2.jar

HiRDB/Parallel Server

HiRDB/Run Time <HiRDBのインストールディレクトリ >¥utl¥pdjdbc2.jar

add.class.path=/opt/hitachi/HNTRLib2/classes/hntrlibMj64.jar
add.class.path=<HiRDB Type4 JDBC DriverのJARファイル（pdjdbc2.jar）のパス>

HiRDB製品 HiRDB Type4 JDBC Driverの JARファイルのパス

HiRDB/Single Server /opt/HiRDB_S/client/lib/pdjdbc2.jar

HiRDB/Parallel Server /opt/HiRDB_P/client/lib/pdjdbc2.jar

HiRDB/Run Time /opt/HiRDB/client/lib/pdjdbc2.jar

add.class.path=C:¥Program Files¥Hitachi¥HNTRLib2¥classes¥hntrlibMj.jar
add.class.path=C:¥Program Files¥Hitachi¥HiRDB¥utl¥pdjdbc2.jar
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（3） J2EEサーバ用セキュリティポリシーファイル

ファイル名
server.policy

格納場所
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥mssl
• UNIXの場合

/opt/Cosminexus/CC/server/usrconf/ejb/mssl

編集内容
ファイルに grantエントリを追加し，内容を設定します。次に示すとおりに設定し
てください。

（4） 保護区リストファイル

ファイル名
criticalList.cfg

格納場所
• Windowsの場合

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥usrconf
• UNIXの場合

/opt/Cosminexus/CC/server/usrconf

編集内容
ファイルのいちばん下に，次の行を追加してください。

add.class.path=/opt/hitachi/HNTRLib2/classes/hntrlibMj64.jar
add.class.path=/opt/HiRDB/client/lib/pdjdbc2.jar

grant codeBase "file:${ejbserver.http.root}/web/${ejbserver.serverName}/
mssl$2fapp/-" {
  permission java.net.SocketPermission "*", "connect, resolve";
  permission java.io.FilePermission "<<ALL FILES>>", "read, write, delete, 
execute";
  permission java.util.PropertyPermission "*", "read";
};
 
grant codeBase "file:${ejbserver.http.root}/web/${ejbserver.serverName}/
mssl$2fgui/-" {
  permission java.net.SocketPermission "*", "connect, resolve";
  permission java.io.FilePermission "<<ALL FILES>>", "read, execute";
  permission java.util.PropertyPermission "*", "read";
};
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4.5.4　Cosminexus DABroker Libraryの環境設定
CMS Lightサーバと HiRDBとを連携させるために使用する Cosminexus DABroker 
Libraryに必要な動作環境設定について説明します。データベース接続に Cosminexus 
DABroker Libraryを使用する場合だけ設定してください。Cosminexus DABroker 
Libraryの動作環境設定の詳細については，マニュアル「Cosminexus システム構築ガイ
ド」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

UNIXを使用する場合，データベース接続に HiRDB Type4 JDBC Driverを使用するため，
この設定は不要です。

［DABroker動作環境設定］ダイアログを表示させて，次の設定をしてください。

1.［リモートアクセス設定］タブを選択します。

2. HiRDBの BLOB型データ受取バッファサイズ（バイト）を指定します。
サーバ共通定義ファイルのサイズ定義（ebxml.mssl.size.document.dataプロパティ）
に指定するサイズと同じ値を指定します。サーバ共通定義ファイルの詳細について
は，「8.2　サーバ共通定義ファイル」を参照してください。

3.［DABroker動作環境設定］ダイアログでの必要事項の設定が終わったら，［OK］ボタ
ンをクリックしてダイアログを閉じます。

4.5.5　HiRDBのクライアント環境変数の設定
HiRDBのクライアント環境変数の設定をします。HiRDBのクライアント環境変数の設
定方法は，使用する OSごとに異なります。HiRDBの環境変数の詳細については，マ
ニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」を参照してください。

（1） Windowsの場合

データベース接続に使用するドライバの種類によって，設定方法が異なります。それぞ
れの設定方法について説明します。

jp.co.hitachi.soft.ebxml.mssl.app.AppEntityResolver
jp.co.hitachi.soft.ebxml.mssl.app.uoc.ReceiveFileOutput
jp.co.hitachi.soft.ebxml.mssl.common.Const
jp.co.hitachi.soft.ebxml.mssl.common.ErrorLogManager
jp.co.hitachi.soft.ebxml.mssl.common.GUID
jp.co.hitachi.soft.ebxml.mssl.common.LogManager
jp.co.hitachi.soft.ebxml.mssl.common.MessageLogManager
jp.co.hitachi.soft.ebxml.mssl.common.MessageResource
jp.co.hitachi.soft.ebxml.mssl.common.PropertyLoader
jp.co.hitachi.soft.ebxml.mssl.common.TraceLogManager
jp.co.hitachi.soft.ebxml.mssl.common.JP1Event
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（a）データベース接続に Cosminexus DABroker Libraryを使用する場合

HiRDBクライアント環境変数登録ツールを起動して，次に示す項目を設定してくださ
い。

！！！！ 注意事項
 

HiRDBクライアント環境変数登録ツールでシステムグループを選択してから設定してくだ
さい。

グループ名称
HSRSDBを指定します。

PDHOST
HiRDBがインストールされているマシンのホスト名を指定します。

PDUSER設定
• ユーザ ID
データベースに接続するユーザーのユーザー IDを指定します。

• パスワード
データベースに接続するユーザーのパスワードを指定します。

PDNAMEPORT
HiRDBのポート番号を指定します。

PDSWAITTIME
J2EEサーバのトランザクションタイムアウトの値よりも大きな値を指定します。
トランザクションタイムアウトの設定については，マニュアル「Cosminexus シス
テム設計ガイド」を参照してください。

PDCWAITTIME
J2EEサーバのトランザクションタイムアウトの値よりも大きな値を指定します。
トランザクションタイムアウトの設定については，マニュアル「Cosminexus シス
テム設計ガイド」を参照してください。

PDSWATCHTIME
0を指定します。

（b）データベース接続に HiRDB Type4 JDBC Driverを使用する場合

HiRDB.iniファイルを編集して，HiRDBのクライアント環境変数を設定します。CMS 
Lightサーバは，HiRDB.iniファイルのサンプルを提供しています。次のサンプルを任
意のディレクトリにコピーして編集してください。

格納場所
<CMS Lightサーバのインストールディレクトリ >¥sample¥conf
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設定項目

PDHOST
HiRDBがインストールされているマシンのホスト名を指定します。

PDUSER
データベースに接続するユーザーのユーザー ID，パスワードを指定します。

PDNAMEPORT
HiRDBのポート番号を指定します。

PDSWAITTIME
J2EEサーバのトランザクションタイムアウトの値よりも大きな値を指定しま
す。
トランザクションタイムアウトの設定については，マニュアル「Cosminexus 
システム設計ガイド」を参照してください。

PDCWAITTIME
J2EEサーバのトランザクションタイムアウトの値よりも大きな値を指定しま
す。
トランザクションタイムアウトの設定については，マニュアル「Cosminexus 
システム設計ガイド」を参照してください。

PDSWATCHTIME
0を指定します。

（2） UNIXの場合

HiRDB.iniファイルを編集して，HiRDBのクライアント環境変数を設定します。CMS 
Lightサーバは，HiRDB.iniファイルのサンプルを提供しています。次のサンプルを任
意のディレクトリにコピーして編集してください。推奨する HiRDB.iniファイルのディ
レクトリは，/opt/ebxml/mssl/confです。

格納場所
/opt/ebxml/mssl/sample/conf

設定項目

PDHOST
HiRDBがインストールされているマシンのホスト名を指定します。

PDUSER
データベースに接続するユーザーのユーザー ID，パスワードを指定します。

PDNAMEPORT
HiRDBのポート番号を指定します。

PDSWAITTIME
J2EEサーバのトランザクションタイムアウトの値よりも大きな値を指定しま
す。
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トランザクションタイムアウトの設定については，マニュアル「Cosminexus 
システム設計ガイド」を参照してください。

PDCWAITTIME
J2EEサーバのトランザクションタイムアウトの値よりも大きな値を指定しま
す。
トランザクションタイムアウトの設定については，マニュアル「Cosminexus 
システム設計ガイド」を参照してください。

PDSWATCHTIME
0を指定します。

4.5.6　SOAP通信基盤の動作モード設定
CMS Lightサーバが使用する SOAP通信基盤の動作モードを設定します。SOAP通信基
盤の動作モードには，"std"を指定します。SOAP通信基盤の動作モード設定の詳細につ
いては，マニュアル「Cosminexus SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照してく
ださい。SOAP通信基盤の動作モードを設定する前に，SOAP通信基盤の前提ソフト
ウェアであるWSDL4Jがインストールされていることを確認してください。

【例】
実行例を次に示します。
• Windowsの場合

• UNIXの場合

4.5.7　J2EEサーバの起動
J2EEサーバを起動します。Cosminexusの J2EEサーバ起動コマンド（cjstartsv）を実
行し，J2EEサーバが正しく起動できるか確認してください。引数に指定するサーバ名称
には，"mssl"を指定してください。

コマンドの詳細については，マニュアル「Cosminexus リファレンス コマンド編」を参
照してください。

【例】
実行例を次に示します。
• Windowsの場合

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥c4web¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥c4web¥bin>setup_mode.bat std

# cd /opt/Cosminexus/c4web/bin
# ./setup_mode.sh std

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin>cjstartsv mssl
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• UNIXの場合

4.5.8　DB Connectorの環境設定
リソースアダプタである DB Connectorの環境設定について説明します。DB Connector
の環境設定には，Cosminexusのサーバ管理コマンドを使用します。サーバ管理コマン
ドの操作方法については，マニュアル「Cosminexus アプリケーション設定操作ガイド」
を参照してください。コマンドおよび属性ファイルの詳細については，マニュアル
「Cosminexus リファレンス コマンド編」，およびマニュアル「Cosminexus リファレン
ス 定義編」を参照してください。

なお，使用する DB Connectorは，データベース接続に使用するドライバの種類によっ
て異なります。使用する DB Connectorとそれぞれの参照先を次の表に示します。

表 4-9　使用する DB Connectorと参照先

（1） データベース接続に Cosminexus DABroker Libraryを使用する場合

データベース接続に Cosminexus DABroker Libraryを使用する場合の，DB Connector
の環境設定の方法について説明します。

（a）DB Connectorの環境設定の手順

DB Connectorの環境設定の手順を次に示します。

1. DB Connectorをインポートします。
リソースのインポートコマンド（cjimportres）を実行し，次のファイルをインポート
してください。
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CC¥DBConnector¥DBConnector_DABJ_CP.rar

【例】
J2EEサーバ "mssl"に，DB Connectorをインポートする場合の実行例を次に示
します。

# cd /opt/Cosminexus/CC/server/bin
# ./cjstartsv mssl

OS データベース接続に使用するド
ライバ

使用する DB Connector 参照先

Windows Cosminexus DABroker 
Library

DBConnector_DABJ_CP.rar 4.5.8(1)

HiRDB Type4 JDBC Driver DBConnector_HiRDB_Type4_C
P.rar

4.5.8(2)

UNIX HiRDB Type4 JDBC Driver DBConnector_HiRDB_Type4_C
P.rar

4.5.8(2)
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2. インポートした DB Connectorの表示名を確認します。
DB Connectorをインポートすると，DB Connectorの表示名（resname）が自動的に
設定されます。DB Connectorのプロパティを定義したり，DB Connectorを開始・停
止したりする場合には，この表示名を使用して DB Connectorを指定する必要があり
ます。このため，リソースの一覧表示コマンド（cjlistres）を実行し，DB Connector
の表示名を確認してください。

【例】
J2EEサーバ "mssl"にインポートした DB Connectorの表示名を確認する場合の
実行例を次に示します。

実行例中の "DB_Connector_for_Cosminexus_Driver"が DB Connectorの表示名
です。

3. DB Connectorの属性ファイル（Connector属性ファイル）を取得します。
DB Connectorのプロパティを定義するために，リソースの属性取得コマンド
（cjgetresprop）を実行し，DB Connectorの Connector属性ファイルを取得してくだ
さい。

【例】
J2EEサーバ "mssl"の DB Connectorである
"DB_Connector_for_Cosminexus_Driver"の Connector属性ファイルを取得す
る場合の実行例を次に示します。なお，この例では，属性ファイルのパスに
"C:¥prop¥DBConnector_Prop.xml"を指定しています。

4. Connector属性ファイルを編集し，DB Connectorのプロパティを定義します。
取得した Connector属性ファイルをテキストエディタで編集し，プロパティを定義し
てください。プロパティの定義内容については，「4.5.8(1)(b)　DB Connectorのプロ
パティ定義」を参照してください。

5. Connector属性ファイルに定義したプロパティを，DB Connectorに設定します。
リソースの属性設定コマンド（cjsetresprop）を実行し，Connector属性ファイルに
定義したプロパティを DB Connectorに反映させてください。

【例】

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjimportres mssl -type rar -f 
"C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥DBConnector¥DBConnector_DABJ_CP.rar"

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjlistres mssl -type rar
KDJE37400-I Connecting to mssl...
DB_Connector_for_Cosminexus_Driver
KDJE37508-I All rars have been listed successfully. (number = [1])

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjgetresprop mssl -type rar 
-resname DB_Connector_for_Cosminexus_Driver -c C:¥prop¥DBConnector_Prop.xml
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J2EEサーバ "mssl"の DB Connectorである
"DB_Connector_for_Cosminexus_Driver"にプロパティを反映させる場合の実行
例を次に示します。

6. プロパティを定義した DB Connectorを J2EEサーバにデプロイします。
リソースアダプタのデプロイコマンド（cjdeployrar）を実行し，DB Connectorを
J2EEサーバにデプロイしてください。

【例】
J2EEサーバ "mssl"に DB Connectorである
"DB_Connector_for_Cosminexus_Driver"をデプロイする場合の実行例を次に示
します。

7. 接続テストを実施して，DB Connectorに設定した内容が正しいかどうかを検証しま
す。
リソースの接続テストコマンド（cjtestres）を実行し，接続テストを実施してくださ
い。

【例】
J2EEサーバ "mssl"の DB Connectorである
"DB_Connector_for_Cosminexus_Driver"の接続テストを実施する場合の実行例
を次に示します。

8. DB Connectorを開始します。
リソースアダプタの開始コマンド（cjstartrar）を実行し，DB Connectorを正しく開
始できるか確認してください。

【例】
J2EEサーバ "mssl"の DB Connectorである
"DB_Connector_for_Cosminexus_Driver"を開始する場合の実行例を次に示しま
す。

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjsetresprop mssl -type rar 
-resname DB_Connector_for_Cosminexus_Driver -c C:¥prop¥DBConnector_Prop.xml

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjdeployrar mssl -resname 
DB_Connector_for_Cosminexus_Driver

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjtestres mssl -type rar 
-resname DB_Connector_for_Cosminexus_Driver

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjstartrar mssl -resname 
DB_Connector_for_Cosminexus_Driver
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（b）DB Connectorのプロパティ定義

取得した Connector属性ファイルをテキストエディタで編集し，プロパティを定義しま
す。

CMS Lightサーバを使用する場合に設定する項目を次の表に示します。ほかの項目につ
いては，設定不要です。

表 4-10　DB Connectorのプロパティの定義内容（Cosminexus DABroker Libraryを使用
する場合）

Connector属性ファイルの各タグでの定義方法を次に示します。

項
番

項目 対応する Connector属性ファイ
ルのタグ

設定内容

1 Cosminexus DABroker 
Libraryとの接続種別

<config-property>タグの
networkProtocol

プロパティの値として，"lib"を
指定します。

2 接続するデータベースの
種別

<config-property>タグの
databaseName

プロパティの値として，
"HIRDB"を指定します。

3 接続するデータベースに
必要な接続付加情報

<config-property>タグの
description

プロパティの値として，
"@DABENVGRP=HSRSDB"を
指定します。

4 エンコード文字形態 <config-property>タグの
encodLang

プロパティの値として，エン
コード文字形態を指定します。

5 LONGVARBINARYの
データベースアクセス方
法

<config-property>タグの
LONGVARBINARY_Access

プロパティの値として，
"LOCATOR"を指定します。

6 コネクションプールに
プールするコネクション
の最大値

<property>タグの
MaxPoolSize

プロパティの値として，「4.2.1
　データベース接続数の計算」
で見積もった，データベースへ
の最大接続数を指定します。

7 コネクションプールに
プールするコネクション
の最小値

<property>タグの
MinPoolSize

プロパティの値として，「4.2.1
　データベース接続数の計算」
で見積もった，データベースへ
の最大接続数から 5を引いた数
を指定します。

8 データベースに接続する
ユーザーのユーザー ID

<property>タグの User プロパティの値として，
「4.5.5(1)(a)　データベース接続
に Cosminexus DABroker 
Libraryを使用する場合」の
PDUSER設定で指定したユー
ザー IDを指定します。

9 データベースに接続する
ユーザーのパスワード

<property>タグの Password プロパティの値として，
「4.5.5(1)(a)　データベース接続
に Cosminexus DABroker 
Libraryを使用する場合」の
PDUSER設定で指定したパス
ワードを指定します。
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● <config-property>タグの場合
• <config-property>タグ下の <config-property-name>で，プロパティ名を指定しま
す。

• <config-property>タグ下の <config-property-type>で，プロパティのデータ型
（CMS Lightサーバを使用する場合に設定するプロパティではすべて
"java.lang.String"）を指定します。

• <config-property>タグ下の <config-property-value>で，プロパティの値を指定し
ます。

● <property>タグの場合
• <property>タグ下の <property-name>で，プロパティ名を指定します。
• <property>タグ下の <property-type>で，プロパティのデータ型を指定します。
• <property>タグ下の <property-value>で，プロパティの値を指定します。

【例】
CMS Lightサーバを使用する場合の Connector属性ファイルの定義例を次に示しま
す。
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（2） データベース接続に HiRDB Type4 JDBC Driverを使用する場合

データベース接続にHiRDB Type4 JDBC Driverを使用する場合の，DB Connectorの
環境設定の方法について説明します。

（a）DB Connectorの環境設定の手順

DB Connectorの環境設定の手順を次に示します。

1. DB Connectorをインポートします。
リソースのインポートコマンド（cjimportres）を実行し，次のファイルをインポート
してください。
• Windowsの場合

       :
  <config-property>
    <description></description>
    <config-property-name>networkProtocol</config-property-name> 
    <config-property-type>java.lang.String</config-property-type> 
    <config-property-value>lib</config-property-value> 
  </config-property>
       :
  <config-property>
    <description></description>
    <config-property-name>databaseName</config-property-name> 
    <config-property-type>java.lang.String</config-property-type> 
    <config-property-value>HIRDB</config-property-value> 
  </config-property>
  <config-property>
    <description></description>
    <config-property-name>description</config-property-name> 
    <config-property-type>java.lang.String</config-property-type> 
    <config-property-value>@DABENVGRP=HSRSDB</config-property-value> 
  </config-property>
       :
  <config-property>
    <description></description>
    <config-property-name>encodLang</config-property-name>
    <config-property-type>java.lang.String</config-property-type>
    <config-property-value>MS932</config-property-value>
  </config-property>
       :
  <property>
    <property-name>MaxPoolSize</property-name> 
    <property-type>int</property-type> 
    <property-value>10</property-value> 
  </property>
  <property>
    <property-name>MinPoolSize</property-name> 
    <property-type>int</property-type> 
    <property-value>5</property-value> 
  </property>
       :
  <property>
    <property-name>User</property-name> 
    <property-type>String</property-type> 
    <property-value>hsrsdb</property-value> 
  </property>
  <property>
    <property-name>Password</property-name> 
    <property-type>String</property-type> 
    <property-value>pwhsrsdb</property-value> 
  </property>
       :
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<Cosminexus のインストールディレクトリ
>¥CC¥DBConnector¥DBConnector_HiRDB_Type4_CP.rar

• UNIXの場合
/opt/Cosminexus/CC/DBConnector/DBConnector_HiRDB_Type4_CP.rar

【例】
J2EEサーバ "mssl"に，DB Connectorをインポートする場合の実行例を次に示
します。
Windowsの場合

UNIXの場合

2. インポートした DB Connectorの表示名を確認します。
DB Connectorをインポートすると，DB Connectorの表示名（resname）が自動的に
設定されます。DB Connectorのプロパティを定義したり，DB Connectorを開始・停
止したりする場合には，この表示名を使用して DB Connectorを指定する必要があり
ます。このため，リソースの一覧表示コマンド（cjlistres）を実行し，DB Connector
の表示名を確認してください。

【例】
J2EEサーバ "mssl"にインポートした DB Connectorの表示名を確認する場合の
実行例を次に示します。実行例中の "DB_Connector_for_HiRDB_Type4"が DB 
Connectorの表示名です。
Windowsの場合

UNIXの場合

3. DB Connectorの属性ファイル（Connector属性ファイル）を取得します。
DB Connectorのプロパティを定義するために，リソースの属性取得コマンド
（cjgetresprop）を実行し，DB Connectorの Connector属性ファイルを取得してくだ

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjimportres mssl -type rar -f 
"C:¥Program 
Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥DBConnector¥DBConnector_HiRDB_Type4_CP.rar"

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjimportres mssl -type rar -f /opt/Cosminexus/CC/DBConnector/
DBConnector_HiRDB_Type4_CP.rar

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjlistres mssl -type rar
KDJE37400-I Connecting to mssl...
DB_Connector_for_HiRDB_Type4
KDJE37508-I All rars have been listed successfully. (number = [1])

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjlistres mssl -type rar
KDJE37400-I Connecting to mssl...
DB_Connector_for_HiRDB_Type4
KDJE37508-I All rars have been listed successfully. (number = [1])
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さい。

【例】
J2EEサーバ "mssl"の DB Connectorである
"DB_Connector_for_HiRDB_Type4"の Connector属性ファイルを取得する場合
の実行例を次に示します。
Windowsの場合
ここでは，属性ファイルのパスに "C:¥prop¥DBConnector_Prop.xml"を指定し
ています。

UNIXの場合
ここでは，属性ファイルのパスに "/prop/DBConnector_Prop.xml"を指定してい
ます。

4. Connector属性ファイルを編集し，DB Connectorのプロパティを定義します。
取得した Connector属性ファイルをテキストエディタで編集し，プロパティを定義し
てください。プロパティの定義内容については，「4.5.8(2)(b)　DB Connectorのプロ
パティ定義」を参照してください。

5. Connector属性ファイルに定義したプロパティを，DB Connectorに設定します。
リソースの属性設定コマンド（cjsetresprop）を実行し，Connector属性ファイルに
定義したプロパティを DB Connectorに反映させてください。

【例】
J2EEサーバ "mssl"の DB Connectorである
"DB_Connector_for_HiRDB_Type4"にプロパティを反映させる場合の実行例を
次に示します。
Windowsの場合
ここでは，属性ファイルのパスに "C:¥prop¥DBConnector_Prop.xml"を指定し
ています。

UNIXの場合
ここでは，属性ファイルのパスに "/prop/DBConnector_Prop.xml"を指定してい
ます。

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjgetresprop mssl -type rar 
-resname DB_Connector_for_HiRDB_Type4 -c C:¥prop¥DBConnector_Prop.xml

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjgetresprop mssl -type rar -resname DB_Connector_for_HiRDB_Type4 -c /prop/
DBConnector_Prop.xml

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjsetresprop mssl -type rar 
-resname DB_Connector_for_HiRDB_Type4 -c C:¥prop¥DBConnector_Prop.xml
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6. プロパティを定義した DB Connectorを J2EEサーバにデプロイします。
リソースアダプタのデプロイコマンド（cjdeployrar）を実行し，DB Connectorを
J2EEサーバにデプロイしてください。

【例】
J2EEサーバ "mssl"に DB Connectorである
"DB_Connector_for_HiRDB_Type4"をデプロイする場合の実行例を次に示しま
す。
Windowsの場合

UNIXの場合

7. 接続テストを実施して，DB Connectorに設定した内容が正しいかどうかを検証しま
す。
リソースの接続テストコマンド（cjtestres）を実行し，接続テストを実施してくださ
い。

【例】
J2EEサーバ "mssl"の DB Connectorである
"DB_Connector_for_HiRDB_Type4"の接続テストを実施する場合の実行例を次
に示します。
Windowsの場合

UNIXの場合

8. DB Connectorを開始します。
リソースアダプタの開始コマンド（cjstartrar）を実行し，DB Connectorを正しく開
始できるか確認してください。

【例】
J2EEサーバ "mssl"の DB Connectorである

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjsetresprop mssl -type rar -resname DB_Connector_for_HiRDB_Type4 -c /prop/
DBConnector_Prop.xml

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjdeployrar mssl -resname 
DB_Connector_for_HiRDB_Type4

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjdeployrar mssl -resname DB_Connector_for_HiRDB_Type4

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjtestres mssl -type rar 
-resname DB_Connector_for_HiRDB_Type4

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjtestres mssl -type rar -resname DB_Connector_for_HiRDB_Type4
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"DB_Connector_for_HiRDB_Type4"を開始する場合の実行例を次に示します。
Windowsの場合

UNIXの場合

（b）DB Connectorのプロパティ定義

取得した Connector属性ファイルをテキストエディタで編集し，プロパティを定義しま
す。

CMS Lightサーバを使用する場合に設定する項目を次の表に示します。ほかの項目につ
いては，設定不要です。

表 4-11　DB Connectorのプロパティの定義内容（HiRDB Type4 JDBC Driverを使用する
場合）

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjstartrar mssl -resname 
DB_Connector_for_HiRDB_Type4

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjstartrar mssl -resname DB_Connector_for_HiRDB_Type4

項
番

項目 対応する Connector属性ファ
イルのタグ

設定内容

1 接続するデータベース
に必要な接続付加情報

<config-property>タグの
description

プロパティの値として，
"@HIRDBENVGRP=<HiRDB.ini
ファイルのパス >"を指定します。
<HiRDB.iniファイルのパス >に
は，「4.5.5　HiRDBのクライアン
ト環境変数の設定」で作成した
HiRDB.iniファイルのパスを指定
してください。半角スペースを含む
パスを指定するときは，パス全体を
""（ダブルクォーテーション）で囲
む必要があります。

2 データ変換時の文字
セット名称

<config-property>タグの
encodeLang

プロパティの値として，接続先の
HiRDBの文字コードに対応する変
換文字セットを指定します。

3 LONGVARBINARYの
データベースアクセス
方法

<config-property>タグの
LONGVARBINARY_Access

プロパティの値として，
"LOCATOR"を指定します。

4 コネクションプールに
プールするコネクショ
ンの最大値

<property>タグの
MaxPoolSize

プロパティの値として，「4.2.1　
データベース接続数の計算」で見積
もった，データベースへの最大接続
数を指定します。

5 コネクションプールに
プールするコネクショ
ンの最小値

<property>タグの
MinPoolSize

プロパティの値として，「4.2.1　
データベース接続数の計算」で見積
もった，データベースへの最大接続
数から 5を引いた数を指定します。
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Connector属性ファイルの各タグでの定義方法を次に示します。

● <config-property>タグの場合
• <config-property>タグ下の <config-property-name>で，プロパティ名を指定しま
す。

• <config-property>タグ下の <config-property-type>で，プロパティのデータ型
（CMS Lightサーバを使用する場合に設定するプロパティではすべて
"java.lang.String"）を指定します。

• <config-property>タグ下の <config-property-value>で，プロパティの値を指定し
ます。

● <property>タグの場合
• <property>タグ下の <property-name>で，プロパティ名を指定します。
• <property>タグ下の <property-type>で，プロパティのデータ型を指定します。
• <property>タグ下の <property-value>で，プロパティの値を指定します。

【例】
CMS Lightサーバを使用する場合の Connector属性ファイルの定義例を次に示しま
す。
• Windowsの場合

6 データベースに接続す
るユーザーのユーザー
ID

<property>タグの User プロパティの値として，「4.5.5　
HiRDBのクライアント環境変数の
設定」の PDUSERで指定したユー
ザー IDを指定します。

7 データベースに接続す
るユーザーのパスワー
ド

<property>タグの Password プロパティの値として，「4.5.5　
HiRDBのクライアント環境変数の
設定」の PDUSERで指定したパス
ワードを指定します。

項
番

項目 対応する Connector属性ファ
イルのタグ

設定内容
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• UNIXの場合

       :
  <config-property>
    <description xml:lang="en"></description>
    <config-property-name>description</config-property-name>
    <config-property-type>java.lang.String</config-property-type>
    <config-property-value>@HIRDBENVGRP="C:¥Program 
Files¥Hitachi¥ebxml¥mssl¥conf¥HiRDB.ini"</config-property-value>
  </config-property>
       :
  <config-property>
    <description xml:lang="en"></description>
    <config-property-name>encodeLang</config-property-name>
    <config-property-type>java.lang.String</config-property-type>
    <config-property-value>MS932</config-property-value>
  </config-property>
       :
  <config-property>
    <description xml:lang="en"></description>
    <config-property-name>LONGVARBINARY_Access</config-property-name>
    <config-property-type>java.lang.String</config-property-type>
    <config-property-value>LOCATOR</config-property-value>
  </config-property>
       :
  <property>
    <property-name>MaxPoolSize</property-name>
    <property-type>int</property-type>
    <property-value>10</property-value>
    <property-default-value>10</property-default-value>
  </property>
  <property>
    <property-name>MinPoolSize</property-name>
    <property-type>int</property-type>
    <property-value>5</property-value>
    <property-default-value>10</property-default-value>
  </property>
       :
  <property>
    <property-name>User</property-name>
    <property-type>String</property-type>
    <property-value>hsrsdb</property-value>
  </property>
  <property>
    <property-name>Password</property-name>
    <property-type>String</property-type>
    <property-value>pwhsrsdb</property-value>
  </property>
       :
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4.5.9　J2EEアプリケーションのデプロイ
CMS Lightサーバが提供する J2EEアプリケーションのデプロイについて説明します。
J2EEアプリケーションのデプロイには，Cosminexusのサーバ管理コマンドを使用しま
す。サーバ管理コマンドの操作方法については，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ション設定操作ガイド」を参照してください。コマンドおよび属性ファイルの詳細につ
いては，マニュアル「Cosminexus リファレンス コマンド編」，およびマニュアル
「Cosminexus リファレンス 定義編」を参照してください。

（1） J2EEアプリケーションのインポート

J2EEアプリケーションのインポートコマンド（cjimportapp）を実行し，uCosminexus 
Application Serverに CMS Lightサーバの J2EEアプリケーションをインポートしてく

       :
  <config-property>
    <description xml:lang="en"></description>
    <config-property-name>description</config-property-name>
    <config-property-type>java.lang.String</config-property-type>
    <config-property-value>@HIRDBENVGRP=/opt/ebxml/mssl/conf/HiRDB.ini</
config-property-value>
  </config-property>
       :
  <config-property>
    <description xml:lang="en"></description>
    <config-property-name>encodeLang</config-property-name>
    <config-property-type>java.lang.String</config-property-type>
    <config-property-value>MS932</config-property-value>
  </config-property>
       :
  <config-property>
    <description xml:lang="en"></description>
    <config-property-name>LONGVARBINARY_Access</config-property-name>
    <config-property-type>java.lang.String</config-property-type>
    <config-property-value>LOCATOR</config-property-value>
  </config-property>
       :
  <property>
    <property-name>MaxPoolSize</property-name>
    <property-type>int</property-type>
    <property-value>10</property-value>
    <property-default-value>10</property-default-value>
  </property>
  <property>
    <property-name>MinPoolSize</property-name>
    <property-type>int</property-type>
    <property-value>5</property-value>
    <property-default-value>10</property-default-value>
  </property>
       :
  <property>
    <property-name>User</property-name>
    <property-type>String</property-type>
    <property-value>hsrsdb</property-value>
  </property>
  <property>
    <property-name>Password</property-name>
    <property-type>String</property-type>
    <property-value>pwhsrsdb</property-value>
  </property>
       :
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ださい。

インポートする J2EEアプリケーションは，次の場所にあります。

• Windowsの場合
<CMS Lightサーバのインストールディレクトリ >¥lib

• UNIXの場合
/opt/ebxml/mssl/lib

インポートする J2EEアプリケーションを，次に示します。

● HSRSapp.ear
ビジネスメッセージの送受信に関する J2EEアプリケーション（ビジネスメッセージ
送受信アプリケーション）です。

● HSRSgui.ear
状況照会 GUIに関する J2EEアプリケーション（状況照会アプリケーション）です。

【例】
J2EEサーバ "mssl"に J2EEアプリケーション "HSRSapp.ear"と "HSRSgui.ear"
をインポートする場合の実行例を次に示します。
• Windowsの場合

• UNIXの場合

（2） J2EEアプリケーションとリソースアダプタのマッピング定義

インポートした J2EEアプリケーションそれぞれとリソースアダプタのマッピングを定
義します。マッピング定義の手順を次に示します。

1. J2EEアプリケーションの属性ファイル（WAR属性ファイル）を取得します。
J2EEアプリケーションのプロパティを定義するために，アプリケーションの属性取
得コマンド（cjgetappprop）を実行し，各 J2EEアプリケーションのWAR属性ファ
イルを取得してください。

【例】
J2EEサーバ "mssl"の J2EEアプリケーション "HSRSapp.ear"と
"HSRSgui.ear"のWAR属性ファイルを取得する場合の実行例を次に示します。
Windowsの場合で "HSRSapp.ear"のWAR属性ファイルを取得するとき
ここでは，属性ファイルのパスに "C:¥prop¥HSRSapp_Prop.xml"を指定してい

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjimportapp mssl -f 
"C:¥Program Files¥Hitachi¥ebxml¥mssl¥lib¥HSRSapp.ear" -f "C:¥Program 
Files¥Hitachi¥ebxml¥mssl¥lib¥HSRSgui.ear"

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjimportapp mssl -f "/opt/ebxml/mssl/lib/HSRSapp.ear" -f "/opt/ebxml/mssl/
lib/HSRSgui.ear"
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ます。

Windowsの場合で "HSRSgui.ear"のWAR属性ファイルを取得するとき
ここでは，属性ファイルのパスに "C:¥prop¥HSRSgui_Prop.xml"を指定してい
ます。

UNIXの場合で "HSRSapp.ear"のWAR属性ファイルを取得するとき
ここでは，属性ファイルのパスに "/prop/HSRSapp_Prop.xml"を指定していま
す。

UNIXの場合で "HSRSgui.ear"のWAR属性ファイルを取得するとき
ここでは，属性ファイルのパスに "/prop/HSRSgui_Prop.xml"を指定していま
す。

2. WAR属性ファイルを編集し，J2EEアプリケーションのプロパティを定義します。
取得した各 J2EEアプリケーションのWAR属性ファイルをテキストエディタで編集
し，プロパティを定義してください。
WAR属性ファイルの <resource-ref>タグ下の <linked-to>タグで，J2EEアプリ
ケーションが使用するリソースアダプタを指定し，マッピングを定義します。なお，
CMS Lightサーバでは，HSRSapp.earと HSRSgui.earで，同じリソースアダプタを
使用します。

【例】
編集例を次に示します。
データベース接続に Cosminexus DABroker Libraryを使用する場合

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjgetappprop mssl -name 
HSRSapp -type war -resname HSRSapp -c C:¥prop¥HSRSapp_Prop.xml

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjgetappprop mssl -name 
HSRSgui -type war -resname HSRSgui -c C:¥prop¥HSRSgui_Prop.xml

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjgetappprop mssl -name HSRSapp -type war -resname HSRSapp -c /prop/
HSRSapp_Prop.xml

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjgetappprop mssl -name HSRSgui -type war -resname HSRSgui -c /prop/
HSRSgui_Prop.xml

       :
  <resource-ref>
    <description></description>
    <res-ref-name>jdbc/HSRSDB</res-ref-name>
    <res-type>javax.sql.DataSource</res-type>
    <res-auth>Container</res-auth>
    <res-sharing-scope></res-sharing-scope>
    <linked-to>DB_Connector_for_Cosminexus_Driver</linked-to>
  </resource-ref>
       :



4.　システムの構築

61

データベース接続に HiRDB Type4 JDBC Driverを使用する場合

3. WAR属性ファイルに定義したプロパティを，J2EEアプリケーションに設定します。
アプリケーションの属性設定コマンド（cjsetappprop）を実行し，WAR属性ファイ
ルに定義したプロパティを各 J2EEアプリケーションに反映させてください。

【例】
J2EEサーバ "mssl"の J2EEアプリケーション "HSRSapp.ear"と
"HSRSgui.ear"にプロパティを反映させる場合の実行例を次に示します。
Windowsの場合で "HSRSapp.ear"にプロパティを反映させるとき

Windowsの場合で "HSRSgui.ear"にプロパティを反映させるとき

UNIXの場合で "HSRSapp.ear"にプロパティを反映させるとき

UNIXの場合で "HSRSgui.ear"にプロパティを反映させるとき

（3） J2EEアプリケーションのデプロイと開始

J2EEアプリケーションの開始コマンド（cjstartapp）を実行し，インポートした各
J2EEアプリケーションを正しく開始できるか確認してください。

【例】
J2EEサーバ "mssl"の J2EEアプリケーション "HSRSapp.ear"と "HSRSgui.ear"
を開始する場合の実行例を次に示します。
• Windowsの場合で "HSRSapp.ear"を開始するとき

       :
  <resource-ref>
      <description xml:lang="en"></description>
      <res-ref-name>jdbc/HSRSDB</res-ref-name>
      <res-type>javax.sql.DataSource</res-type>
      <res-auth>Container</res-auth>
      <res-sharing-scope></res-sharing-scope>
      <linked-to>DB_Connector_for_HiRDB_Type4</linked-to>
  </resource-ref>
       :

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjsetappprop mssl -name 
HSRSapp -type war -resname HSRSapp -c C:¥prop¥HSRSapp_Prop.xml

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjsetappprop mssl -name 
HSRSgui -type war -resname HSRSgui -c C:¥prop¥HSRSgui_Prop.xml

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjsetappprop mssl -name HSRSapp -type war -resname HSRSapp -c /prop/
HSRSapp_Prop.xml

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjsetappprop mssl -name HSRSgui -type war -resname HSRSgui -c /prop/
HSRSgui_Prop.xml
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• Windowsの場合で "HSRSgui.ear"を開始するとき

• UNIXの場合で "HSRSapp.ear"を開始するとき

• UNIXの場合で "HSRSgui.ear"を開始するとき

4.5.10　J2EEサーバの停止
uCosminexus Application Serverの設定が完了したら，設定中に開始した DB 
Connectorおよび J2EEアプリケーションを停止したあと，J2EEサーバを停止してくだ
さい。J2EEサーバを停止する手順を次に示します。

1. J2EEアプリケーションを停止します。
J2EEアプリケーションの停止コマンド（cjstopapp）を実行し，各 J2EEアプリケー
ションを停止してください。

【例】
J2EEサーバ "mssl"の J2EEアプリケーション "HSRSapp.ear"と
"HSRSgui.ear"を停止する場合の実行例を次に示します。
Windowsの場合で "HSRSapp.ear"を停止するとき

Windowsの場合で "HSRSgui.ear"を停止するとき

UNIXの場合で "HSRSapp.ear"を停止するとき

UNIXの場合で "HSRSgui.ear"を停止するとき

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjstartapp mssl -name HSRSapp

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjstartapp mssl -name HSRSgui

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjstartapp mssl -name HSRSapp

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjstartapp mssl -name HSRSgui

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjstopapp mssl -name HSRSapp

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjstopapp mssl -name HSRSgui

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjstopapp mssl -name HSRSapp
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2. DB Connectorを停止します。
リソースアダプタの停止コマンド（cjstoprar）を実行し，DB Connectorを停止して
ください。

【例】
J2EEサーバ "mssl"の DB Connector"DB_Connector_for_Cosminexus_Driver"
または "DB_Connector_for_HiRDB_Type4"を停止する場合の実行例を次に示し
ます。
Windowsの場合でデータベース接続に Cosminexus DABroker Libraryを使用する
とき

Windowsの場合でデータベース接続に HiRDB Type4 JDBC Driverを使用すると
き

UNIXの場合

3. J2EEサーバを停止します。
J2EEサーバの停止コマンド（cjstopsv）を実行し，J2EEサーバを停止します。引数
に指定するサーバ名称には，"mssl"を指定してください。
コマンドの詳細については，マニュアル「Cosminexus リファレンス コマンド編」を
参照してください。

【例】
実行例を次に示します。
Windowsの場合

UNIXの場合

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjstopapp mssl -name HSRSgui

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjstoprar mssl -resname 
DB_Connector_for_Cosminexus_Driver

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥admin¥bin>cjstoprar mssl -resname 
DB_Connector_for_HiRDB_Type4

# cd /opt/Cosminexus/CC/admin/bin
# ./cjstoprar mssl -resname DB_Connector_for_HiRDB_Type4

C:¥>cd C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin
C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin>cjstopsv mssl

# cd /opt/Cosminexus/CC/server/bin
# ./cjstopsv mssl
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5　 システムの運用
CMS Lightサーバの主な機能は，ビジネスメッセージの送受
信です。
この章では，ビジネスメッセージを送信するために必要なユー
ザーの操作，データベースに格納されたビジネスメッセージの
保守，およびクライアント企業の情報の管理方法について説明
します。

5.1　運用の流れ

5.2　起動と終了

5.3　送信するビジネスメッセージの登録

5.4　データベースに格納されたビジネスメッセージの保守

5.5　クライアント企業の情報の管理
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5.1　運用の流れ
CMS Lightサーバは，データベースに格納されているデータを基にビジネスメッセージ
を送受信します。したがって，システム運用中にユーザーが実施する作業は，データ
ベースに格納されているデータの管理が主となります。

システム運用の流れを，次に示します。

図 5-1　システム運用の流れ

CMS Lightサーバは，ユーザーがシステムを運用するためのツールとして，次のイン
ターフェースを提供しています。

●状況照会 GUI
データベースに格納されたビジネスメッセージの状況を照会するWeb画面です。主に
ビジネスメッセージの保守をする場合に使用します。また，障害発生の予防や障害発
生時の対処にも使用します。
状況照会 GUIの画面操作については，「7.　状況照会 GUI」を参照してください。

●コマンド
送信するビジネスメッセージのデータベースへの登録，データベースに格納されたビ
ジネスメッセージの保守，および取引先のクライアント企業の管理に使用します。シ
ステム運用では，コマンドの操作による作業が主となります。
コマンドについては，「9.　コマンド」を参照してください。

なお，初めてシステム運用を開始するユーザーは，最初に取引先のクライアント企業の
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情報をデータベースに登録しておく必要があります。クライアント企業の情報登録につ
いては，「5.5.1　クライアント企業の情報を登録する」を参照してください。
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5.2　起動と終了
CMS Lightサーバのシステムを起動する方法，および終了する方法について説明します。

J2EEサーバ，DB Connector，J2EEアプリケーションを起動・終了する方法について
は，「4.5　uCosminexus Application Serverの環境設定」を参照してください。なお，
前提ソフトウェアを起動・終了する方法についての詳細は，各ソフトウェアのマニュア
ルを参照してください。

5.2.1　システムの起動
CMS Lightサーバのシステムは，次の手順で起動します。

1. HiRDBの開始
HiRDBの pdstartコマンドを実行して，HiRDBを開始してください。
データベースサーバが稼働します。

2. J2EEサーバの起動
Cosminexusの cjstartsvコマンドを実行して，J2EEサーバを起動してください。

3. DB Connectorの開始
Cosminexusの cjstartrarコマンドを実行して，J2EEサーバ上にデプロイしている
CMS Lightサーバの DB Connectorを開始してください。

4. J2EEアプリケーションの開始
Cosminexusの cjstartappコマンドを実行して，J2EEサーバ上にデプロイしている
CMS Lightサーバの J2EEアプリケーションを開始してください。

5. Hitachi Web Serverの起動

Windowsの場合
Windowsのサービスから，"Hitachi Web Server"を開始してください。

UNIXの場合
Hitachi Web Serverの httpsdctlコマンドを実行して，Hitachi Web Serverを起
動してください。

5.2.2　システムの終了
CMS Lightサーバのシステムは，次の手順で終了します。

1. Hitachi Web Serverの停止

Windowsの場合
Windowsのサービスから，"Hitachi Web Server"を停止してください。

UNIXの場合
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Hitachi Web Serverの httpsdctlコマンドを実行して，Hitachi Web Serverを停
止してください。

2. J2EEアプリケーションの停止
Cosminexusの cjstopappコマンドを実行して，J2EEサーバ上にデプロイしている
CMS Lightサーバの J2EEアプリケーションを停止してください。

3. DB Connectorの停止
Cosminexusの cjstoprarコマンドを実行して，J2EEサーバ上にデプロイしている
CMS Lightサーバの DB Connectorを停止してください。

4. J2EEサーバの停止
Cosminexusの cjstopsvコマンドを実行して，J2EEサーバを停止してください。

5. HiRDBの終了
HiRDBの pdstopコマンドを実行して，HiRDBを終了してください。
データベースサーバが停止します。
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5.3　送信するビジネスメッセージの登録
CMS Lightサーバはクライアント企業からの送信要求に応答してビジネスメッセージを
送信します。クライアント企業に対して送信したいビジネスメッセージがあるときは，
あらかじめユーザーがデータベースに登録しておく必要があります。

ビジネスメッセージを登録する手順を次に示します。

図 5-2　ビジネスメッセージの登録手順

1. ドキュメントの準備
ビジネスメッセージに添付するドキュメントを準備します。

2. HSRSPutMessageコマンドの実行
HSRSPutMessageコマンドは，ビジネスメッセージを生成しデータベースに登録す
るコマンドです。添付するドキュメントの名称や送信先の取引先識別子をオプション
に指定して実行します。
HSRSPutMessageコマンドの詳細については，「9.3　コマンドの詳細」の
HSRSPutMessage（ビジネスメッセージ登録）を参照してください。

3. 状況照会 GUIでの結果確認
ビジネスメッセージ検索画面で登録日時を条件に指定し，ビジネスメッセージが正し
く登録されていることを確認してください。
状況照会 GUIの画面操作については，「7.　状況照会 GUI」を参照してください。

CMS Lightサーバはプル型サーバであるため，ユーザーがデータベースに登録した時点
では，ビジネスメッセージはクライアント企業に送信されません。したがって，クライ
アント企業が CMS Lightサーバのシステムに対してビジネスメッセージの送信要求をし
ているかどうかを，定期的に確認することを推奨します。確認方法については，「5.4.2　
登録したビジネスメッセージの送信結果を確認する」を参照してください。
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5.4　データベースに格納されたビジネスメッ
セージの保守

ビジネスメッセージの送受信や重複受信の防止など，ビジネスメッセージの処理や管理
は，CMS Lightサーバがしています。通常の運用では，ユーザーはシステムが正常に稼
働していることを監視するだけです。ただし，次の場合はユーザーが手動で保守作業を
実施してください。

• 送受信処理が完了したビジネスメッセージをデータベースから削除したい場合
• 登録したビジネスメッセージの送信結果を確認したい場合
• ビジネスメッセージの受信結果を確認したい場合

ビジネスメッセージの保守作業の概要を次に示します。それぞれの説明は，図中に示す
節・項番号を参照してください。

図 5-3　ビジネスメッセージの保守作業の概要

図中で説明しているデータベースに格納されたビジネスメッセージの状態を，ドキュメ
ント状態といいます。ビジネスメッセージ送信時，およびビジネスメッセージ受信時の
ドキュメント状態の遷移を次に示します。

●ビジネスメッセージ送信時
ビジネスメッセージは最初，"未取得 "状態でデータベースに登録されます。クライア
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ント企業のシステムからビジネスメッセージを取得したという通知を受けたとき，"
取得済み "状態に遷移します。ドキュメント状態が "取得済み "となった時点で，
CMS Lightサーバによる送信処理は完了します。

●ビジネスメッセージ受信時
ビジネスメッセージは最初，"未取得 "状態でデータベースに登録されます。ビジネス
メッセージに添付されたドキュメントは取得完了ディレクトリにファイル出力されま
す。このとき，ビジネスメッセージは "取得済み "状態に遷移します。ドキュメント
状態が "取得済み "となり，かつ取得完了ディレクトリにファイル出力された時点で，
CMS Lightサーバによる受信処理は完了します。

通常，ユーザーがドキュメント状態を意識する必要はありません。ただし，ビジネス
メッセージの保守や障害対策で，必要に応じてドキュメント状態を変更することがあり
ます。ドキュメント状態を変更するタイミングについては，各保守作業および障害対策
の説明をお読みください。

5.4.1　送受信処理が完了したビジネスメッセージを削除する
クライアント企業との送受信処理が完了したビジネスメッセージのうち，ビジネスメッ
セージ保持期間を過ぎたものはユーザーが手動で削除します。送受信処理が完了したビ
ジネスメッセージを削除することで，データベースの容量が許容範囲を超えて動作に支
障を来すことを防止できます。

削除する頻度やタイミングは，お使いのシステムに合わせて決定してください。

（1） 削除対象となるビジネスメッセージ

削除対象となるのは，次の条件を満たしたビジネスメッセージです。

• ドキュメント状態が "取得済み "であること
クライアント企業との送受信処理が完了した次のビジネスメッセージが該当します。
• 受信後，データベースへの格納および取得完了ディレクトリへのファイル出力に成
功したビジネスメッセージ

• クライアント企業からの送信要求に応答し，送信に成功したビジネスメッセージ

• ビジネスメッセージ保持期間を過ぎていること

この条件を満たしていない場合でも，ドキュメント状態が "未取得 "のビジネスメッセー
ジは，ビジネスメッセージ保持期間を過ぎていれば運用に応じて削除できます。削除す
る方法については，「5.4.1(3)　削除対象でないビジネスメッセージの削除方法」を参照
してください。

（2） ビジネスメッセージの削除方法

ビジネスメッセージを削除するには，HSRSRemoveMessageコマンドを実行します。オ
プションを指定しないで実行すると，削除対象のビジネスメッセージをすべて削除でき
ます。削除対象となるビジネスメッセージに条件を追加したい場合は，オプションに条
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件を指定して実行します。

HSRSRemoveMessageコマンドの詳細については，「9.3　コマンドの詳細」の
HSRSRemoveMessage（ビジネスメッセージ削除）を参照してください。

（3） 削除対象でないビジネスメッセージの削除方法

データベース登録後に送信不要となったビジネスメッセージや，誤って登録したビジネ
スメッセージは，ドキュメント状態が "未取得 "のままであるため通常どおりの方法では
削除できません。この場合，ドキュメント状態を手動で "取得済み "に変更してから削除
します。ユーザーは，次のツールのどちらかでドキュメント状態を変更できます。

●状況照会 GUI
該当するビジネスメッセージの詳細画面で状態変更を実施します。状況照会 GUIの画
面操作については，「7.　状況照会 GUI」を参照してください。

●コマンド
HSRSCompleteMessageコマンドを実行して状態変更を実施します。
HSRSCompleteMessageコマンドの詳細については，「9.3　コマンドの詳細」の
HSRSCompleteMessage（ドキュメント状態変更（強制完了））を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

システムの運用開始後はビジネスメッセージ保持期間を変更できません。一度データベース
に登録したビジネスメッセージは，保持期間が過ぎるのを待って削除してください。

5.4.2　登録したビジネスメッセージの送信結果を確認する
「5.3　送信するビジネスメッセージの登録」でデータベースに登録したビジネスメッ
セージが，あらかじめ企業間で取り決めた送信タイミングどおりにクライアント企業の
システムへ送信されているかを確認します。

状況照会 GUIのビジネスメッセージ検索画面で次の条件を指定して，"未取得 "状態の
ままのビジネスメッセージがないかを確認してください。

• ドキュメント送信者識別子
サーバ識別子を指定します。

• ドキュメント状態
"未取得 "だけを選択します。

状況照会 GUIの画面操作については，「7.　状況照会 GUI」を参照してください。

状況照会 GUIで "未取得 "状態のビジネスメッセージが検索された場合は，該当するク
ライアント企業のシステムの運用状況を確認してください。
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5.4.3　ビジネスメッセージの受信結果を確認する
CMS Lightサーバは，クライアント企業のシステムから送信されたビジネスメッセージ
を自動で受信し，ビジネスメッセージに添付されたドキュメントを取得完了ディレクト
リにファイル出力します。ユーザーは定期的に，CMS Lightサーバが受信に失敗したビ
ジネスメッセージがないかを確認します。

状況照会 GUIのビジネスメッセージ検索画面で次の条件を指定して，"未取得 "状態の
ままのビジネスメッセージがないかを確認してください。

• ドキュメント受信者識別子
サーバ識別子を指定します。

• ドキュメント状態
"未取得 "だけを選択します。

状況照会 GUIの画面操作については，「7.　状況照会 GUI」を参照してください。

状況照会 GUIで "未取得 "状態のビジネスメッセージが検索された場合，該当するビジ
ネスメッセージが，取得成功ディレクトリではなく取得失敗ディレクトリに出力されて
います。このときの対処については，「6.3.2　ビジネスメッセージの受信処理に失敗した
場合」を参照してください。
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5.5　クライアント企業の情報の管理
ビジネスメッセージをクライアント企業との間で適切に送受信するために，ユーザーは
クライアント企業の情報を管理する必要があります。初めてシステム運用を開始する場
合は，必ず取引するクライアント企業の情報をデータベースに登録してください。その
ほかの場合は，必要に応じて情報を追加登録したり，削除したりします。

ユーザーが管理する情報の種類を次に示します。

●取引先識別子

●取引先URI

●取引先状態

クライアント企業の情報の管理は，業務終了後，Hitachi Web Serverを停止してクライ
アント企業との通信を中断した状態で実施することを推奨します。

クライアント企業の情報を管理する作業の概要を次に示します。それぞれの説明は，図
中に示す項番号を参照してください。

図 5-4　クライアント企業の情報管理の概要

図中で説明しているデータベースに格納されたクライアント企業の状態を，取引先状態
といいます。取引先状態は最初，"取引中 "状態で登録されます。情報を削除するとき
や，一時的に取引をやめたいときは，ユーザーが "取引停止 "状態に変更します。"取引
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停止 "状態だったクライアント企業と取引を再開するときは，"取引中 "状態に変更しま
す。

クライアント企業の情報を管理するために使用する CMS Lightサーバの定義ファイルを
次に示します。

●取引先識別子ファイル
取引先識別子および取引先状態を管理するためのファイルです。取引先識別子ファイ
ルの記述内容については，「8.3　取引先識別子ファイル」を参照してください。

●取引先 URIファイル
取引先 URIを管理するためのファイルです。取引先 URIファイルの記述内容につい
ては，「8.4　取引先 URIファイル」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

取引先識別子ファイルおよび取引先 URIファイルは，データベースの情報を追記型で更新
するためのファイルです。したがって，すべてのクライアント企業の情報を管理するための
マスターファイルを別途用意してください。マスターファイルの詳細については，「5.5.4　
マスターファイルを作成，更新する」を参照してください。

5.5.1　クライアント企業の情報を登録する
クライアント企業の情報をデータベースに登録するときは，クライアント企業の取引先
識別子，および取引先 URIを，それぞれコマンドを使用して登録します。このとき，ク
ライアント企業の情報は，すべて "取引中 "状態で登録されます。

登録手順を次に示します。

●取引先識別子
1. 登録したいすべての取引先識別子を記述した取引先識別子ファイルを用意します。
2. HSRSRegisterPartnerコマンドを実行してファイルをデータベースに登録します。

HSRSRegisterPartnerコマンドの詳細については，「9.3　コマンドの詳細」の
HSRSRegisterPartner（取引先識別子登録）を参照してください。

●取引先 URI
1. 登録したいすべての取引先 URIを記述した取引先URIファイルを用意します。
2. HSRSRegisterPartnerUriコマンドを実行してファイルをデータベースに登録し
ます。
HSRSRegisterPartnerUriコマンドの詳細については，「9.3　コマンドの詳細」の
HSRSRegisterPartnerUri（取引先 URI登録）を参照してください。

クライアント企業の情報を追加登録した場合，マスターファイルも編集してください。
マスターファイルの詳細については，「5.5.4　マスターファイルを作成，更新する」を参
照してください。
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5.5.2　クライアント企業の情報を削除する
クライアント企業の情報をデータベースから削除するときは，クライアント企業の取引
先識別子，および取引先URIを，それぞれコマンドを使用して削除します。削除したい
クライアント企業の情報が，すべて "取引停止 "状態であることを確認してから削除して
ください。"取引中 "状態のクライアント企業の情報は削除できません。

削除手順を次に示します。

●取引先識別子
1. 削除したいすべての取引先識別子を記述した取引先識別子ファイルを用意します。
2. HSRSRemovePartnerコマンドを実行してファイルをデータベースに登録します。

HSRSRemovePartnerコマンドの詳細については，「9.3　コマンドの詳細」の
HSRSRemovePartner（取引先識別子削除）を参照してください。

●取引先URI
1. 削除したいすべての取引先URIを記述した取引先URIファイルを用意します。
2. HSRSRemovePartnerUriコマンドを実行してファイルをデータベースに登録しま
す。
HSRSRemovePartnerUriコマンドの詳細については，「9.3　コマンドの詳細」の
HSRSRemovePartnerUri（取引先 URI削除）を参照してください。

クライアント企業の情報を削除した場合，マスターファイルも編集しておいてください。
マスターファイルの詳細については，「5.5.4　マスターファイルを作成，更新する」を参
照してください。

5.5.3　クライアント企業の取引先状態を変更する
ここでは，クライアント企業の取引先状態を変更する方法について説明します。

クライアント企業の状態を変更した場合，マスターファイルも編集しておいてください。
マスターファイルの詳細については，「5.5.4　マスターファイルを作成，更新する」を参
照してください。

（1） 取引の開始

"取引停止 "状態のクライアント企業を，"取引中 "状態に変更します。変更手順を次に
示します。

1. 取引を開始したいクライアント企業の取引先識別子を記述した取引先識別子ファイル
を用意します。

2. HSRSStartBusinessコマンドを実行してファイルをデータベースに登録します。
HSRSStartBusinessコマンドの詳細については，「9.3　コマンドの詳細」の
HSRSStartBusiness（取引先状態変更（取引開始））を参照してください。
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（2） 取引の停止

"取引中 "状態のクライアント企業を，"取引停止 "状態に変更します。変更手順を次に
示します。

1. 取引を停止したいクライアント企業の取引先識別子を記述した取引先識別子ファイル
を用意します。

2. HSRSStopBusinessコマンドを実行してファイルをデータベースに登録します。
HSRSStopBusinessコマンドの詳細については，「9.3　コマンドの詳細」の
HSRSStopBusiness（取引先状態変更（取引停止））を参照してください。

5.5.4　マスターファイルを作成，更新する
ここでは，すべてのクライアント企業の情報を一元管理するためのマスターファイルに
ついて説明します。

取引先識別子ファイルおよび取引先 URIファイルは，データベース内の情報を追記型で
更新するファイルであるため，すべてのクライアント企業の情報を一元管理することは
できません。取引先識別子ファイルおよび取引先 URIファイルとは別にマスターファイ
ルを使用することで，データベースに登録されている情報と，クライアント企業との契
約内容とに差異が発生することを防止できます。

マスターファイルには次に示す各項目を対応させて記述してください。なお，マスター
ファイルのファイル形式やファイル名は任意です。

• クライアント企業の名称
• 取引先識別子
• 取引先 URI
• 取引先状態

マスターファイルは，クライアント企業の情報が常に最新の状態で記述されている必要
があります。したがって，CMS Lightサーバの定義ファイルおよびコマンドを使用して
データベース内のクライアント企業の情報を更新したときは，必ずマスターファイルの
記述も更新してください。

クライアント企業の情報更新時，ユーザーがデータベースとマスターファイルの内容を
一致させる操作のイメージを，次に示します。図では，クライアント企業 Cの情報を追
加で登録しています。
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図 5-5　ユーザーがデータベースとマスターファイルの内容を一致させる操作のイメージ

操作ミスによってデータベースとマスターファイルとの間で不整合が発生した場合，次
の対処をしてください。

1. マスターファイルに記載されている取引先識別子をすべて記述した取引先識別子ファ
イルをオプションに指定して，HSRSRegisterPartnerコマンドを実行します。

2. マスターファイルに記載されている取引先 URIをすべて記述した取引先 URIファイ
ルをオプションに指定して，HSRSRegisterPartnerUriコマンドを実行します。

3. "取引停止 "状態のクライアント企業の取引先識別子をすべて記述した取引先識別子
ファイルをオプションに指定して，HSRSStopBusinessコマンドを実行します。
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6　 障害対策
この章では，障害が発生したときのユーザーの手順や対処方
法，および障害対策に使用するログの詳細について説明しま
す。

6.1　障害が発生したときの手順

6.2　ログファイルの採取

6.3　主な障害と対処



6.　障害対策

82

6.1　障害が発生したときの手順
CMS Lightサーバのシステムに障害が発生した場合，次の手順に従って対処してくださ
い。

1. 必要なログファイルを採取します。
CMS Lightサーバはシステムの稼働状況をログとして出力します。採取したログファ
イルは，障害の要因調査に使用します。
採取するログファイルについては，「6.2　ログファイルの採取」を参照してくださ
い。

2. CMS Lightサーバのログに出力されたメッセージを参照し，障害の要因を分析して対
処します。
CMS Lightサーバが出力するログの出力形式については，「6.2.2　ログの出力形式」
を参照してください。また，メッセージ IDごとの説明および対処については，「10.
　メッセージ」を参照してください。
このマニュアルでは，障害の種類とユーザーの対策について主なケースを取り上げて
説明しています。主な障害の種類とユーザーの対策については，「6.3　主な障害と対
処」を参照してください。

3. 対処できない場合は，保守員に連絡します。
メッセージの対処に従って作業しても障害を取り除けなかった場合，またはメッセー
ジの対処が "保守員に連絡してください "の場合です。
"保守員に連絡する "とは，購入時の契約に基づいて，ユーザーが弊社問い合わせ窓
口へ連絡することを示します。
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6.2　ログファイルの採取
ここでは，CMS Lightサーバで障害が発生した場合に採取が必要な資料について説明し
ます。

6.2.1　ログファイルの種類
障害の要因調査のために，ユーザーが採取する必要があるログファイルの種類について
説明します。

（1） CMS Lightサーバのログ

CMS Lightサーバが出力するログを次に示します。

●エラーログ
エラーメッセージが出力されます。障害対策でユーザーが参照するログです。

●トレースログ
エラーメッセージおよびインフォメーションメッセージが出力されます。

●通信ログ
クライアント企業のシステムから受信した SOAPメッセージ，およびクライアント企
業のシステムに送信する SOAPメッセージが出力されます。

障害が発生した場合には，これらのログを採取してください。ビジネスメッセージの送
受信時には，エラーログ，トレースログ，および通信ログが出力されます。状況照会
GUI・コマンドの実行時には，エラーログおよびトレースログが出力されます。

各ログの出力先ディレクトリは，サーバ共通定義ファイルで設定します。サーバ共通定
義ファイルの詳細については，「8.2　サーバ共通定義ファイル」を参照してください。

CMS Lightサーバが出力するログのファイル名の形式を次に示します。

表 6-1　CMS Lightサーバが出力するログのファイル名の形式

注※　<アプリケーション識別子 >にはログの出力元となる CMS Lightサーバの内部アプリケー
ション識別子が表示されます。<n>にはファイル面数が表示されます。<アプリケーション識別子 >
に表示される値と意味は次のとおりです。
• app：ビジネスメッセージ送受信アプリケーション
• gui：状況照会アプリケーション
• cmd：コマンド

項番 ログの種類 ファイル名の形式※

1 エラーログ HSRS<アプリケーション識別子 >Err<n>.log

2 トレースログ HSRS<アプリケーション識別子 >Trc<n>.log

3 通信ログ HSRS<アプリケーション識別子 >Msg<n>.log
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ビジネスメッセージ送受信アプリケーションの通信ログのファイル構成例を次に示します。この例
では，表の <アプリケーション識別子 >には "app"が，<n>には 1～ 5が表示されます。
• Windowsの場合
出力先を "C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log"，通信ログの最大ファイル数を "5"に設定
した場合の例を次に示します。

• UNIXの場合
出力先を "/opt/ebxml/mssl/log"，通信ログの最大ファイル数を "5"に設定した場合の例を次に示
します。

（2） Windowsイベントログ（Windowsの場合）

イベントログの採取方法については，OSのマニュアルを参照してください。

（3） UNIXのシステムログ（UNIXの場合）

システムログの採取方法については，OSのマニュアルを参照してください。

（4） 前提ソフトウェアのログ

次に示す前提ソフトウェアのログは，必要に応じて採取してください。

（a）  HiRDBのログ

ログの採取方法については，マニュアル「HiRDB システム運用ガイド」を参照してくだ
さい。

（b）  uCosminexus Application Serverのログ

ログの採取方法については，マニュアル「Cosminexus システム運用ガイド」を参照し
てください。

6.2.2　ログの出力形式
CMS Lightサーバが出力するログの出力形式について説明します。ここで説明するログ
の出力形式に対応するのは，次に示すログです。

C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log
　├HSRSappMsg1.log
　├HSRSappMsg2.log
　├HSRSappMsg3.log
　├HSRSappMsg4.log
　└HSRSappMsg5.log

/opt/ebxml/mssl/log
　├HSRSappMsg1.log
　├HSRSappMsg2.log
　├HSRSappMsg3.log
　├HSRSappMsg4.log
　└HSRSappMsg5.log
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• エラーログ
• トレースログ
• 通信ログ

図 6-1　CMS Lightサーバが出力するログの出力形式

図中の番号は，次に示す表の項番と一致しています。ログには番号は出力されません。

表 6-2　ログの出力項目

注※　この項目にはログの出力元となる CMS Lightサーバの内部アプリケーション名が表示されま
す。表示される値と意味は次のとおりです。
• HSRSapp：ビジネスメッセージ送受信アプリケーション
• HSRSgui：状況照会アプリケーション
• PutMessage：HSRSPutMessageコマンド
• GetMessage：HSRSGetMessageコマンド
• RemoveMessage：HSRSRemoveMessageコマンド
• CompleteMessage：HSRSCompleteMessageコマンド
• UncompleteMessag：HSRSUncompleteMessageコマンド

項番 項目 内容 表示形式

1 通番 ログの通番です。 4桁の整数値

2 日付 ログの出力日付です。 yyyy/mm/dd

3 時刻 ログの出力時刻です。 hh:mm:ss.sss
日本標準時をミリ秒単位まで出力します。

4 AP名 ログの出力元となるアプリケー
ション名です。

英字※

5 PID ログの出力元となるプロセスの
IDです。

8桁の 16進数値

6 TID ログの出力元となるスレッドの
IDです。

8桁の 16進数値

7 メッ
セージ
ID

メッセージ IDです。 KDSRnnnnn-X
表示形式の詳細については，「10.1.2　メッ
セージの説明で使用する見出し」を参照してく
ださい。

8 種別 メッセージの種別です。 • ER
エラーメッセージ

• WR
警告メッセージ

• IF
インフォメーションメッセージ

9 メッ
セージ

各メソッドが出力するメッセー
ジです。

メッセージの詳細については，「10.　メッセー
ジ」を参照してください。
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• RegisterPartner：HSRSRegisterPartnerコマンド
• RemovePartner：HSRSRemovePartnerコマンド
• StartBusiness：HSRSStartBusinessコマンド
• StopBusiness：HSRSStopBusinessコマンド
• RegisterPartnerU：HSRSRegisterPartnerUriコマンド
• RemovePartnerUri：HSRSRemovePartnerUriコマンド
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6.3　主な障害と対処
CMS Lightサーバのシステム障害は，次のときに発生するおそれがあります。

• CMS Lightサーバのシステムが起動するとき
• CMS Lightサーバがビジネスメッセージを送受信するとき
• ユーザーが状況照会 GUIやコマンドを使用しているとき

CMS Lightサーバのシステムに発生するおそれがある障害とユーザーの対処を，次に示
します。

表 6-3　主な障害とユーザーの対処

項
番

障害が発生す
るタイミング

障害の内容 ユーザーの対処

1 CMS Light
サーバのシス
テムが起動す
るとき

ビジネスメッセージ送受信ア
プリケーションの初期化に失
敗した。

標準エラー出力または uCosminexus 
Application Serverのログを参照し，対処し
ます。障害の要因を取り除いたあと，J2EE
サーバを再起動してください。

2 CMS Light
サーバがビジ
ネスメッセー
ジを送受信す
るとき

受信した SOAPメッセージに
誤りがある。

ビジネスメッセージ送受信アプリケーション
のエラーログを参照し，対処します。
対処方法の詳細については，「6.3.1　クライ
アント企業から送受信に関する障害連絡が
あった場合」を参照してください。

3 ビジネスメッセージ送受信ア
プリケーションに障害が発生
した。

4 SOAP通信エラーが発生した。 ログファイルを採取し，保守員に連絡してく
ださい。

5 Java環境でメモリ不足
（java.lang.OutOfMemoryErr
or）が発生した。

マニュアル「Cosminexus リファレンス 定義
編」を参照し，JavaVMのメモリチューニン
グをしてください。
チューニングでメモリ不足が解消されない場
合は，マシンに搭載するメモリを増やしてく
ださい。

6 ビジネスメッセージのファイ
ル出力に失敗した。

ビジネスメッセージ送受信アプリケーション
のエラーログを参照し，対処します。
対処方法の詳細については，「6.3.2　ビジネ
スメッセージの受信処理に失敗した場合」を
参照してください。

7 JP1イベント連携でエラーが
発生した。

ビジネスメッセージ送受信アプリケーション
のエラーログを参照し，対処します。

8 ユーザーが状
況照会 GUIを
使用している
とき

状況照会アプリケーションの
初期化に失敗した。

標準エラー出力または uCosminexus 
Application Serverのログを参照し，対処し
ます。障害の要因を取り除いたあと，J2EE
サーバを再起動してください。
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注　この表で示した障害以外の予期できない障害が発生した場合は，ログファイルを採取して保守
員に連絡してください。

ここでは CMS Lightサーバのシステムに発生するおそれがある障害のうち，ビジネス

9 ログイン認証に失敗した。 ログイン IDおよびパスワードを確認後，再
度ログインしてください。
ログイン IDおよびパスワードは，サーバ共
通定義ファイルの状況照会 GUI定義で設定し
た値を使用してください。

10 セッションがタイムアウトと
なった。

再度ログインしてください。

11 ページ遷移エラーが発生した。

12 エラーダイアログを表示した。 ユーザーの入力値に誤りがあります。エラー
ダイアログに表示されたメッセージに従って
入力値を修正してください。

13 ドキュメント状態の変更に失
敗した。

該当するビジネスメッセージがすでに変更後
のドキュメント状態であるか，または存在し
ないおそれがあります。
ビジネスメッセージ検索画面で，再度該当す
るビジネスメッセージを検索してください。

14 データベースアクセスエラー
が発生した。

状況照会アプリケーションのエラーログおよ
び HiRDBのログを参照し，J2EEサーバを
停止した上で対処します。
障害の要因を取り除いたあと，J2EEサーバ
を再起動してください。

15 Java環境でメモリ不足
（java.lang.OutOfMemoryErr
or）が発生した。

マニュアル「Cosminexus リファレンス 定義
編」を参照し，JavaVMのメモリチューニン
グをしてください。
チューニングでメモリ不足が解消されない場
合は，マシンに搭載するメモリを増やしてく
ださい。

16 JP1イベント連携でエラーが
発生した。

状況照会アプリケーションのエラーログを参
照し，対処します。

17 ユーザーがコ
マンドを使用
しているとき

コマンドの戻り値が 0（正常終
了）以外で処理を終了した。

標準エラー出力またはコマンドのエラーログ
を参照し，対処してください。障害の要因を
取り除いたあと，再度コマンドを実行してく
ださい。

18 処理を中断した。 ユーザーが［Ctrl］+［C］を押したことが原
因です。必要に応じて，再度コマンドを実行
してください。

19 Java環境でメモリ不足
（java.lang.OutOfMemoryErr
or）が発生した。

ログファイルを採取し，保守員に連絡してく
ださい。

20 JP1イベント連携でエラーが
発生した。

コマンドのエラーログを参照し，対処します。

項
番

障害が発生す
るタイミング

障害の内容 ユーザーの対処
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メッセージ送受信に関する次の障害の対処手順を説明します。

• クライアント企業から送受信に関する障害連絡があった場合
受信した SOAPメッセージに誤りがある場合，またはビジネスメッセージ送受信アプ
リケーションに障害が発生した場合です。

• ビジネスメッセージの受信処理に失敗した場合
ビジネスメッセージのドキュメント状態変更，またはビジネスメッセージのファイル
出力に失敗した場合です。

6.3.1　クライアント企業から送受信に関する障害連絡があっ
た場合

クライアント企業からビジネスメッセージの送受信に関する障害連絡があった場合，次
の手順に従って対処してください。

1. クライアント企業のシステムに出力された SOAP Faultメッセージを確認します。
クライアント企業のシステムに出力される SOAP Faultメッセージは次のどちらかで
す。

KDSR10001-E
SOAPメッセージに誤りがあります。（詳細エラーコード※）

KDSR10002-E
uCosminexus Message Service Server Light for ebXMLで障害が発生しました。
（詳細エラーコード※）

注※　詳細エラーコードには，CMS Lightサーバのメッセージ ID（KDSRnnnnn-X）
の nnnnn部分が表示されます。

2. 障害の要因を特定します。
SOAP Faultメッセージの詳細エラーコードに表示されたメッセージ IDを基に，ビ
ジネスメッセージ送受信アプリケーションのエラーログを参照して，障害の要因を特
定してください。

3. 障害の要因を取り除きます。
クライアント企業のシステムに要因がある場合は，要因と対処方法を連絡し，クライ
アント企業のシステム管理者に障害の要因を取り除いていただきます。CMS Light
サーバのシステムに要因がある場合は，出力されたメッセージの対処に従って障害の
要因を取り除いてください。必要に応じて J2EEサーバを再起動します。

4. クライアント企業に，再度送受信の操作をするよう依頼します。

ビジネスメッセージ送受信に関する障害の要因を特定する手順を次に示します。
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図 6-2　ビジネスメッセージ送受信に関する障害の要因を特定する手順

6.3.2　ビジネスメッセージの受信処理に失敗した場合
CMS Lightサーバはビジネスメッセージの受信処理に失敗した場合，ドキュメントを取
得失敗ディレクトリにファイル出力します。ドキュメントが取得失敗ディレクトリに
ファイル出力されるタイミングを次に示します。
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• データベースサーバとの接続に失敗したとき
• ビジネスメッセージのドキュメント状態を "未取得 "から "取得済み "に変更できな
かったとき

• 取得完了ディレクトリへのファイル出力に失敗したとき

ここで説明する "ビジネスメッセージの受信処理に失敗 "とは，クライアント企業から送
信されたビジネスメッセージをデータベースに格納したあと，処理に失敗したことを意
味します。したがって，クライアント企業に連絡をする必要はありません。

ビジネスメッセージの受信処理に失敗した場合，次の手順に従って対処してください。

1. ビジネスメッセージ送受信アプリケーションのエラーログに出力されたメッセージを
参照し，障害の要因を分析して対処します。

2. HSRSGetMessageコマンドを実行します。
ビジネスメッセージの受信処理を再度実行します。HSRSGetMessageコマンドの詳
細については，「9.3　コマンドの詳細」のHSRSGetMessage（ビジネスメッセージ
取得）を参照してください。

3. 状況照会 GUIを参照して，該当するビジネスメッセージの受信処理が成功したことを
確認します。
受信処理に失敗していた場合，ビジネスメッセージ送受信アプリケーションのエラー
ログを参照し，障害の要因を分析して対処してください。

4. 取得失敗ディレクトリに出力されたドキュメントファイルを削除します。
KDSR11005-Wに表示されたドキュメントファイル名を確認し，該当するドキュメン
トファイルを削除してください。
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7　 状況照会 GUI
状況照会 GUIを使用すると，データベースに格納されたビジ
ネスメッセージの状況照会ができます。また，必要に応じて，
ビジネスメッセージ一覧の CSV形式でのダウンロードや，ド
キュメント状態の変更ができます。
この章では，状況照会 GUIの使用方法について説明します。

7.1　状況照会 GUIでできること

7.2　ログインとログアウト

7.3　ビジネスメッセージ検索画面

7.4　ビジネスメッセージ一覧画面

7.5　ビジネスメッセージ詳細画面
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7.1　状況照会 GUIでできること

ユーザーの操作と状況照会 GUIの画面遷移を，次に示します。各画面の詳細は，図中の
参照先を参照してください。

図 7-1　ユーザーの操作と状況照会 GUIの画面遷移

状況照会 GUIでユーザーができることは次のとおりです。

●ビジネスメッセージの検索
ビジネスメッセージ検索画面で，指定した検索条件に合うビジネスメッセージを検索
できます。検索結果は一覧で表示され，表示された各ビジネスメッセージの詳細も照
会できます。

●ビジネスメッセージ一覧の CSVファイルダウンロード
ビジネスメッセージ一覧画面で，ビジネスメッセージの検索結果を CSVファイルとし
てダウンロードできます。ダウンロードできる CSVファイルの詳細については，「付
録 B　CSVファイルのダウンロード形式」を参照してください。

●ビジネスメッセージのドキュメント状態変更
ビジネスメッセージ詳細画面で，検索したビジネスメッセージのドキュメント状態を
変更できます。
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コマンドを使用したドキュメント状態の変更と同じです。コマンドを使用したドキュ
メント状態の変更については，「9.3　コマンドの詳細」の HSRSCompleteMessage
（ドキュメント状態変更（強制完了））またはHSRSUncompleteMessage（ドキュメン
ト状態変更（強制引き戻し））を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

• セッションタイムアウトやデータベースアクセスエラーなど，状況照会 GUIの操作中に
エラーが発生した場合，エラー画面に遷移します。この場合，エラー画面に表示されてい
るメッセージ IDの対処に従ってください。メッセージの詳細については，「10.　メッ
セージ」を参照してください。

• 状況照会 GUIの操作中に［F5］を押したり，ブラウザの［更新］ボタンや［戻る］ボタ
ンをクリックしたりしないでください。画面が正しく遷移しないおそれがあります。
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7.2　ログインとログアウト
ここでは，状況照会 GUIのログイン，およびログアウトの方法について説明します。

7.2.1　ログイン
状況照会 GUIにログインするには，状況照会 GUIを起動してログイン画面を表示し，
ログインをする必要があります。ここでは，ログイン画面の表示方法とログイン方法に
ついて説明します。

1. ログイン画面を表示します。
ログイン画面を表示するには，ブラウザに次の URLを入力してください。
http://<ホスト名 >:<ポート番号 >/mssl/gui/

ホスト名
Hitachi Web Serverが動作するマシンのホスト名または IPアドレスを指定しま
す。

ポート番号
Hitachi Web Serverが動作するマシンのポート番号を指定します。デフォルトの
ポート番号を使用する場合は省略できます。

2. ログイン IDおよびパスワードを，それぞれ 20バイト以下の半角英数字で入力しま
す。
サーバ共通定義ファイルの状況照会 GUI定義で設定した値を入力します。サーバ共
通定義ファイルについては，「8.2　サーバ共通定義ファイル」を参照してください。

3.［ログイン］ボタンをクリックします。
メニュー画面が表示されます。入力したログイン IDまたはパスワードが認証されな
かった場合，画面にエラーが表示されます。ログイン画面に戻って，再度ログインを
してください。

メニュー画面で［ビジネスメッセージ検索］アンカーをクリックすると，状況照会 GUI
の使用を開始できます。状況照会 GUIの操作中，各画面に表示される［メニュー］アン
カーをクリックすると，メニュー画面に遷移します。

7.2.2　ログアウト
ここでは，ログアウトについて説明します。

ログアウトをするには，状況照会 GUIの各画面で次の操作をしてください。

1. 状況照会 GUIの各画面に表示される［ログアウト］アンカーをクリックします。
ログアウトの処理が実行され，ログアウト画面が表示されます。

2. ブラウザの画面を閉じます。
ブラウザの［戻る］ボタンなどをクリックした場合，過去の照会結果が表示されるお
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それがあるため，使用後はブラウザの画面を閉じることを推奨します。
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7.3　ビジネスメッセージ検索画面
ここでは，ビジネスメッセージ検索画面について説明します。

ビジネスメッセージ検索画面で条件を指定すると，データベースに格納されているビジ
ネスメッセージが条件に合わせて検索されます。ビジネスメッセージ検索画面で条件を
何も指定しなかった場合，データベースに格納されているすべてのビジネスメッセージ
が検索されます。

ビジネスメッセージ検索画面を次に示します。

図 7-2　ビジネスメッセージ検索画面

ドキュメント送信者識別子
ビジネスメッセージのドキュメント送信者識別子を 63バイト以内で指定します。受
信したビジネスメッセージを検索する場合は，送信元のクライアント企業の取引先
識別子を指定します。

ドキュメント受信者識別子
ビジネスメッセージのドキュメント受信者識別子を 63バイト以内で指定します。送
信したビジネスメッセージを検索する場合は，送信先のクライアント企業の取引先
識別子を指定します。

ドキュメント識別子
ビジネスメッセージのドキュメント識別子を 255バイト以内で指定します。



7.　状況照会 GUI

99

ドキュメント形式
ビジネスメッセージのドキュメント形式を 255バイト以内で指定します。指定でき
るドキュメント形式は次のとおりです。
• SecondGenEDI
• JEDICOS-XML
• JEDICOS
• J Protocol
• Mutuality defined

ドキュメント種別
ビジネスメッセージのドキュメント種別を 255バイト以内で指定します。指定でき
るドキュメント種別は，ドキュメント形式に指定したドキュメント形式ごとに異な
ります。指定できる組み合わせについては，「3.2.4(1)　ドキュメント形式とドキュ
メント種別」を参照してください。

ドキュメント圧縮形式
ビジネスメッセージのドキュメント圧縮形式を 63バイト以内で指定します。

ドキュメント状態
ビジネスメッセージのドキュメント状態を "未取得 "，"取得済み "から選択します。
両方選択した場合は，両方のドキュメント状態が検索されます。
ビジネスメッセージの送受信状況とドキュメント状態の関係は次のとおりです。

表 7-1　ビジネスメッセージの送受信状況とドキュメント状態の関係

登録日時：開始
CMS Lightサーバが受信したビジネスメッセージをデータベースに登録した日時，
またはユーザーが送信するビジネスメッセージをデータベースに登録した日時で範
囲を指定したい場合に使用します。チェックボックスをチェックすると，指定した
日時以降に登録されたビジネスメッセージが検索対象になります。年は，西暦で 4
桁の数字を入力してください。月日時分は，プルダウンメニューから値を選択して
ください。

項番 ビジネスメッセージの送受信状況 ドキュメント状態

1 受信時　 クライアント企業から送信されたビジネスメッ
セージを CMS Lightサーバが受け付けた。

未取得

2 ビジネスメッセージに添付されたドキュメントを
取得完了ディレクトリにファイル出力し，CMS 
Lightサーバでの受信処理が完了した。

取得済み

3 送信時　 データベースに登録されたビジネスメッセージが，
クライアント企業に未送信である。

未取得

4 クライアント企業からビジネスメッセージを取得
したという通知を受け，CMS Lightサーバでの送
信処理が完了した。

取得済み
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登録日時：終了
CMS Lightサーバが受信したビジネスメッセージをデータベースに登録した日時，
またはユーザーが送信するビジネスメッセージをデータベースに登録した日時で範
囲を指定したい場合に使用します。チェックボックスをチェックすると，指定した
日時以前に登録されたビジネスメッセージが検索対象になります。年は，西暦で 4
桁の数字を入力してください。月日時分は，プルダウンメニューから値を選択して
ください。

取得日時：開始
ビジネスメッセージの送受信処理が完了した日時で範囲を指定したい場合に使用し
ます。チェックボックスをチェックすると，指定した日時以降に送受信処理が完了
となったビジネスメッセージが検索対象になります。年は，西暦で 4桁の数字を入
力してください。月日時分は，プルダウンメニューから値を選択してください。

取得日時：終了
ビジネスメッセージの送受信処理が完了した日時で範囲を指定したい場合に使用し
ます。チェックボックスをチェックすると，指定した日時以前に送受信処理が完了
となったビジネスメッセージが検索対象になります。年は，西暦で 4桁の数字を入
力してください。月日時分は，プルダウンメニューから値を選択してください。

ソート条件
一覧表示するときのソート条件を指定します。デフォルトでは登録日時が降順で表
示されます。

プルダウンメニュー
ソート条件に指定する項目を選択します。

ラジオボタン
検索結果を昇順で並べるか，降順で並べるかを選択します。

一画面の表示件数
一覧画面に一度に表示するレコード件数を選択します。プルダウンメニューから選
択できる表示件数は，サーバ共通定義ファイルの状況照会 GUI定義で指定した値で
す。サーバ共通定義ファイルの詳細については，「8.2　サーバ共通定義ファイル」
を参照してください。

ボタン

［検索］ボタン
クリックすると，入力した内容を検索条件としてビジネスメッセージが検索さ
れます。検索結果はビジネスメッセージ一覧画面に表示されます。

［クリア］ボタン
クリックすると，画面の入力値がデフォルトに戻ります。デフォルトでの各項
目の入力値を次に示します。



7.　状況照会 GUI

101

表 7-2　デフォルトでのビジネスメッセージ検索画面の入力値

（凡例）
－：入力値は設定されていません。

項番 項目 デフォルトでの入力値

1 ドキュメント送信者識別子 －

2 ドキュメント受信者識別子 －

3 ドキュメント識別子 －

4 ドキュメント形式 －

5 ドキュメント種別 －

6 ドキュメント圧縮形式 －

7 ドキュメント状態 "未取得 "，"取得済み "の両方のチェックボックスに
チェックあり（検索条件に両方のドキュメント状態が含
まれる状態）

8 登録日時：開始 チェックボックスにチェックなし（検索条件に含まれな
い状態）
日時は当日の 00時 00分

9 登録日時：終了 チェックボックスにチェックなし（検索条件に含まれな
い状態）
日時は当日の 23時 59分

10 取得日時：開始 チェックボックスにチェックなし（検索条件に含まれな
い状態）
日時は当日の 00時 00分

11 取得日時：終了 チェックボックスにチェックなし（検索条件に含まれな
い状態）
日時は当日の 23時 59分

12 ソート条件 プルダウンメニューは "登録日時 "
ラジオボタンは "降順 "

13 一画面の表示件数 サーバ共通定義ファイルの状況照会 GUI定義で指定し
た値の先頭の値
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7.4　ビジネスメッセージ一覧画面
ここでは，ビジネスメッセージ一覧画面について説明します。ビジネスメッセージ一覧
画面には，ビジネスメッセージの検索結果が表示されます。

この画面にある［CSVダウンロード］ボタンをクリックすると，ビジネスメッセージの
検索結果が CSVファイルとしてダウンロードできます。

図 7-3　ビジネスメッセージ一覧画面

ページ番号：
"ページ番号 /総ページ数 "の形式でページ番号を表示します。

総メッセージ数：
検索の結果抽出された，ビジネスメッセージの総数が表示されます。また，現在表
示されているビジネスメッセージが，総数のうち何件目から何件目に該当するかも
表示されます。

ソート条件
検索結果のソート条件を変更します。［更新］ボタンをクリックすると，変更後の
ソート条件で検索結果が表示されます。

プルダウンメニュー
ソート条件に指定する項目を選択します。

ラジオボタン
検索結果を昇順で並べるか，降順で並べるかを選択します。
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一画面の表示件数
一覧画面に一度に表示するレコード件数を選択します。［更新］ボタンをクリックす
ると，変更後の表示件数だけ検索結果が表示されます。
プルダウンメニューから選択できる表示件数は，サーバ共通定義ファイルの状況照
会 GUI定義で指定した値です。サーバ共通定義ファイルの詳細については，「8.2　
サーバ共通定義ファイル」を参照してください。

番号
検索されたビジネスメッセージの通し番号が表示されます。

ドキュメント識別子
ビジネスメッセージのドキュメント識別子が表示されます。ドキュメント識別子を
クリックすると，該当するビジネスメッセージの詳細画面に遷移します。

ドキュメント送信者識別子
ビジネスメッセージのドキュメント送信者識別子が表示されます。

ドキュメント受信者識別子
ビジネスメッセージのドキュメント受信者識別子が表示されます。

ドキュメント形式
ビジネスメッセージのドキュメント形式が表示されます。

ドキュメント種別
ビジネスメッセージのドキュメント種別が表示されます。

ドキュメント状態
ビジネスメッセージのドキュメント状態が表示されます。表示されるのは次のどち
らかです。
• 未取得
• 取得済み

登録日時
ビジネスメッセージがデータベースに登録された日時が表示されます。

ボタン

［前ページ］ボタン，および［次ページ］ボタン
ビジネスメッセージ一覧が複数のページに分かれている場合に，これらのボタ
ンをクリックすると，前後のページを表示できます。

［指定ページへ］ボタン
ビジネスメッセージ一覧が複数のページに分かれている場合に，［ページ番号］
テキストボックスに表示させたいページ番号を入力して［指定ページへ］ボタ
ンをクリックすると，任意のページを表示できます。［ページ番号］テキスト
ボックスには，1～総ページ数の整数値を入力してください。

［更新］ボタン
クリックすると，ビジネスメッセージ一覧画面に表示されている内容が最新の
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情報に更新されます。このとき，検索結果の 1ページ目に画面が遷移します。

［CSVダウンロード］ボタン
クリックすると，ビジネスメッセージの一覧情報が CSVファイルとして出力さ
れます。このとき，一画面に表示されているビジネスメッセージだけでなく，
検索されたすべてのビジネスメッセージが出力されます。
CSVファイルの詳細については，「付録 B　CSVファイルのダウンロード形式」
を参照してください。
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7.5　ビジネスメッセージ詳細画面
ここでは，ビジネスメッセージ詳細画面について説明します。ビジネスメッセージ詳細
画面は，ビジネスメッセージ一覧画面から，表示したいビジネスメッセージのドキュメ
ント識別子をクリックすると表示されます。

この画面にある［状態変更］ボタンをクリックすると，該当するビジネスメッセージの
ドキュメント状態を変更できます。

図 7-4　ビジネスメッセージ詳細画面

ドキュメント送信者識別子
ビジネスメッセージのドキュメント送信者識別子が表示されます。

ドキュメント受信者識別子
ビジネスメッセージのドキュメント受信者識別子が表示されます。

ドキュメント識別子
ビジネスメッセージのドキュメント識別子が表示されます。

ドキュメント形式
ビジネスメッセージのドキュメント形式が表示されます。

ドキュメント種別
ビジネスメッセージのドキュメント種別が表示されます。

ドキュメント圧縮形式
ドキュメントを圧縮して送受信した場合，ビジネスメッセージのドキュメント圧縮
形式が表示されます。

ドキュメント状態
ビジネスメッセージのドキュメント状態が表示されます。表示されるのは，次のど
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ちらかです。
• 未取得
• 取得済み

登録日時
ビジネスメッセージがデータベースに登録された日時が表示されます。

取得日時
ビジネスメッセージの送受信処理が完了した日時が表示されます。ドキュメント状
態が "取得済み "の場合だけ表示されます。

ボタン

［一覧へ］ボタン
クリックすると，ビジネスメッセージ一覧画面に遷移します。

［状態変更］ボタン
"未取得 "または "取得済み "のラジオボタンのどちらかを選択してこのボタン
をクリックすると，該当するビジネスメッセージのドキュメント状態が，指定
した状態に変更されます。同時に，ビジネスメッセージ詳細画面に表示されて
いる情報が最新の情報に更新されます。
ラジオボタンのデフォルトでの選択は，ドキュメント状態として表示されてい
る値と同じです。
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8　 定義ファイル
この章では，CMS Lightサーバのシステムで使用する定義
ファイルのうち，ユーザーが作成する定義ファイルの形式，お
よび記述方法について説明します。

8.1　定義ファイル一覧

8.2　サーバ共通定義ファイル

8.3　取引先識別子ファイル

8.4　取引先 URIファイル
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8.1　定義ファイル一覧
CMS Lightサーバのシステムで使用する定義ファイルのうち，ユーザーが作成する定義
ファイルの一覧を，次に示します。

表 8-1　定義ファイル一覧

項番 定義ファイル名 格納先

1 サーバ共通定義ファイル • Windowsの場合
<CMS Lightサーバのインストールディレクトリ
>¥conf¥HSRSconf.properties

• UNIXの場合
/opt/ebxml/mssl/conf/HSRSconf.properties

2 取引先識別子ファイル 任意

3 取引先 URIファイル 任意
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8.2　サーバ共通定義ファイル
サーバ共通定義ファイルは，CMS Lightサーバの実行環境を定義するファイルです。こ
こでは，サーバ共通定義ファイルの概要，および各定義項目について説明します。

8.2.1　サーバ共通定義ファイルの概要
ここでは，サーバ共通定義ファイルの形式，ファイルの格納先，および定義する項目に
ついて説明します。

（1） 形式

J2SEのプロパティファイル形式です。

次の形式で定義してください。

<プロパティ>=<値>

• 値に "¥"が含まれている場合は，"¥"を重ねて記述してください。
• 値に全角文字が含まれている場合は，JDK付属の native2asciiコマンドを使用してネ
イティブコード（Latin-1および Unicodeコード以外）を Unicodeコードに変換して
ください。

• "#"で始まる行はコメントとみなされます。
• 値の後ろには，半角スペースやコメントなどの文字列は追加しないでください。追加
した場合，不正な値と解釈されます。
例：<プロパティ >=<値 >#<コメント >

• 値にディレクトリ名を指定する場合，次に注意してください。
• CMS Lightサーバのシステムを稼働させるユーザーに書き込み権限がないディレク
トリを指定しないでください。

• ネットワークドライブ上のディレクトリを指定しないでください。
• 存在しないディレクトリを指定しないでください。
• Windowsの場合，ディレクトリ名にWindowsの予約デバイス名を使用しないでく
ださい。
Windowsの予約デバイス名は，"AUX"，"CON"，"NUL"，"PRN"，"CLOCK$"，
"COM1"～ "COM9"，および "LPT1"～ "LPT9"です。

• 値の前後に指定した半角スペース，タブはすべて削除されます。
• ディレクトリ名の終端に指定した "/"は削除されます。

（2） ファイルの格納先

サーバ共通定義ファイルの格納先を次に示します。

• Windowsの場合
<CMS Lightサーバのインストールディレクトリ >¥conf¥HSRSconf.properties
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• UNIXの場合
/opt/ebxml/mssl/conf/HSRSconf.properties

サーバ共通定義ファイルは，製品に同梱されたサンプルファイルを定義ファイルの格納
先にコピーして編集してください。サンプルファイルの格納先を次に示します。

• Windowsの場合
<CMS Lightサーバのインストールディレクトリ
>¥sample¥conf¥HSRSconf.properties

• UNIXの場合
/opt/ebxml/mssl/sample/conf/HSRSconf.properties

（3） 定義する項目

サーバ共通定義ファイルに定義する項目を次に示します。各項目の詳細については，次
の項以降を参照してください。

• サーバ定義
CMS Lightサーバのシステム全体に関する情報を定義します。

• ドキュメントファイル出力定義
CMS Lightサーバが受信したビジネスメッセージのファイル出力に関する情報を定義
します。

• 通信ログ出力定義
ビジネスメッセージの送受信時に出力される通信ログの出力レベルや，ファイルサイ
ズ（バイト数）などに関する情報を定義します。

• トレースログ出力定義
ビジネスメッセージの送受信時に出力されるトレースログの出力レベルや，ファイル
サイズ（バイト数）などに関する情報を定義します。

• エラーログ出力定義
ビジネスメッセージの送受信時に出力されるエラーログのファイルサイズ（バイト数）
や，最大ファイル数などに関する情報を定義します。

• サイズ定義
CMS Lightサーバのデータベースサーバに格納するドキュメントの最大長を定義しま
す。

• 状況照会 GUI定義
状況照会 GUIを使用するために必要なログイン IDや，パスワードなどに関する情報
を定義します。

• コマンド定義
コマンドを使用するために必要なユーザー名や，パスワードなどに関する情報を定義
します。

• JP1イベント連携定義
JP1イベント連携機能を使用するために必要な情報を定義します。

これらの項目を定義するとき，指定必須のプロパティまたは値を省略したり，指定でき
ない値を指定したりすると，次のタイミングでエラーが発生します。
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• CMS Lightサーバのシステム起動時
• 状況照会 GUIの起動時
• コマンド実行時

指定任意のプロパティまたは値を省略したり，指定できない値を指定したりすると，デ
フォルト値が適用されます。プロパティの情報はトレースログに出力されていますので，
サーバ共通定義ファイルに設定した値どおりになっているか確認してください。

8.2.2　サーバ定義
ここでは，サーバ定義で定義できるプロパティと定義例について説明します。サーバ定
義では，CMS Lightサーバのシステム全体に関する情報を定義します。「3.2　クライア
ント企業に通知する項目」で決定した内容を値に指定してください。

（1） 定義できるプロパティ

表 8-2　サーバ定義に指定するプロパティ

（2） 定義例

8.2.3　ドキュメントファイル出力定義
ここでは，ドキュメントファイル出力定義で定義できるプロパティと定義例について説
明します。ドキュメントファイル出力定義では，CMS Lightサーバが受信したビジネス
メッセージのファイル出力に関する情報を定義します。

項番 プロパティ 内容 デフォル
ト値

必須 /
任意

1 ebxml.mssl.server.id CMS Lightサーバのサーバ識別子を指定し
ます。63バイト以内の文字列を指定してく
ださい。

なし 必須

2 ebxml.mssl.server.uri CMS Lightサーバのサーバ URIを指定し
ます。255バイト以内の文字列を指定して
ください。

なし 必須

3 ebxml.mssl.server.persist
.duration

CMS Lightサーバのビジネスメッセージ保
持期間を指定します。86400～ 31536000
（秒）の整数値を指定してください。

86400 任意

ebxml.mssl.server.id = S000000000000000
ebxml.mssl.server.uri = S000000000000000.com
ebxml.mssl.server.persist.duration = 86400
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（1） 定義できるプロパティ

表 8-3　ドキュメントファイル出力定義に指定するプロパティ

（2） 定義例
• Windowsの場合

• UNIXの場合

8.2.4　通信ログ出力定義
ここでは，通信ログ出力定義で定義できるプロパティと定義例について説明します。通
信ログ出力定義では，ビジネスメッセージの送受信時に出力される通信ログに関する情
報を定義します。

項番 プロパティ 内容 デフォル
ト値

必須 /
任意

1 ebxml.mssl.receive.outpu
t.success.path

取得完了ディレクトリ名を指定します。
100バイト以内の文字列をフルパスで指定
してください。
取得失敗ディレクトリ名と同一のディレク
トリ名は指定できません。

なし 必須

2 ebxml.mssl.receive.outpu
t.failure.path

取得失敗ディレクトリ名を指定します。
100バイト以内の文字列をフルパスで指定
してください。
取得完了ディレクトリ名と同一のディレク
トリ名は指定できません。

なし 必須

ebxml.mssl.receive.output.success.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/
receive/success
ebxml.mssl.receive.output.failure.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/
receive/failure

ebxml.mssl.receive.output.success.path = /opt/ebxml/mssl/receive/success
ebxml.mssl.receive.output.failure.path = /opt/ebxml/mssl/receive/failure
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（1） 定義できるプロパティ

表 8-4　通信ログ出力定義に指定するプロパティ

注　ログのファイルサイズ，または最大ファイル数を変更する場合，CMS Lightサーバのシステム
を停止し，ログの出力先ディレクトリ下にあるディレクトリおよびファイルを，すべて別のディレ
クトリへ移動するか，または削除してください。

（2） 定義例
• Windowsの場合

• UNIXの場合

項番 プロパティ 内容 デフォル
ト値

必須 /
任意

1 ebxml.mssl.app.message.
log.level

通信ログの出力レベルを指定します。0，
10，20，30，40のどれかを指定してくだ
さい。
• 0：通信ログが出力されません。
• 10：受信した SOAPメッセージに誤りが
ある場合だけ，該当する SOAPメッセー
ジが通信ログとして出力されます。

• 20：誤りがある SOAPメッセージ，およ
び送信した SOAP Faultメッセージが通
信ログとして出力されます。

• 30：SOAP Faultメッセージ，および受
信した SOAPメッセージがすべて通信ロ
グに出力されます。

• 40：送受信した SOAPメッセージがすべ
て通信ログに出力されます。

10 任意

2 ebxml.mssl.app.message.
log.size

通信ログのファイルサイズ（バイト）を指
定します。4096～ 16777216の整数値を指
定してください。

1048576 任意

3 ebxml.mssl.app.message.
log.count

通信ログの最大ファイル数を指定します。
1～ 64の整数値を指定してください。

10 任意

4 ebxml.mssl.app.message.
log.path

通信ログの出力先ディレクトリ名を指定し
ます。100バイト以内の文字列をフルパス
で指定してください。

なし 必須

ebxml.mssl.app.message.log.level = 10
ebxml.mssl.app.message.log.size = 1048576
ebxml.mssl.app.message.log.count = 10
ebxml.mssl.app.message.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log

ebxml.mssl.app.message.log.level = 10
ebxml.mssl.app.message.log.size = 1048576
ebxml.mssl.app.message.log.count = 10
ebxml.mssl.app.message.log.path = /opt/ebxml/mssl/log



8.　定義ファイル

114

8.2.5　トレースログ出力定義
ここでは，トレースログ出力定義で定義できるプロパティと定義例について説明します。
トレースログ出力定義では，ビジネスメッセージの送受信時に出力されるトレースログ
に関する情報を定義します。

（1） 定義できるプロパティ

表 8-5　トレースログ出力定義に指定するプロパティ

注　ログのファイルサイズ，または最大ファイル数を変更する場合，CMS Lightサーバのシステム
を停止し，ログの出力先ディレクトリ下にあるディレクトリおよびファイルを，すべて別のディレ
クトリへ移動するか，または削除してください。

（2） 定義例
• Windowsの場合

• UNIXの場合

項番 プロパティ 内容 デフォル
ト値

必須 /
任意

1 ebxml.mssl.app.trace.log.
level

トレースログの出力レベルを指定します。
0，10，20のどれかを指定してください。
• 0：エラーメッセージが出力されます。
• 10：レベル 0での出力内容に加え，警告
メッセージおよびインフォメーション
メッセージが出力されます。

• 20：レベル 10での出力内容に加え，内
部メソッドの開始・終了を通知するイン
フォメーションメッセージが出力されま
す。

10 任意

2 ebxml.mssl.app.trace.log.
size

トレースログのファイルサイズ（バイト数）
を指定します。4096～ 16777216の整数値
を指定してください。

1048576 任意

3 ebxml.mssl.app.trace.log.
count

トレースログの最大ファイル数を指定しま
す。1～ 64の整数値を指定してください。

10 任意

4 ebxml.mssl.app.trace.log.
path

トレースログの出力先ディレクトリ名を指
定します。100バイト以内の文字列をフル
パスで指定してください。

なし 必須

ebxml.mssl.app.trace.log.level = 10
ebxml.mssl.app.trace.log.size = 1048576
ebxml.mssl.app.trace.log.count = 10
ebxml.mssl.app.trace.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log

ebxml.mssl.app.trace.log.level = 10
ebxml.mssl.app.trace.log.size = 1048576
ebxml.mssl.app.trace.log.count = 10
ebxml.mssl.app.trace.log.path = /opt/ebxml/mssl/log
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8.2.6　エラーログ出力定義
ここでは，エラーログ出力定義で定義できるプロパティと定義例について説明します。
エラーログ出力定義では，ビジネスメッセージの送受信時に出力されるエラーログに関
する情報を定義します。

（1） 定義できるプロパティ

表 8-6　エラーログ出力定義に指定するプロパティ

注　ログのファイルサイズ，または最大ファイル数を変更する場合，CMS Lightサーバのシステム
を停止し，ログの出力先ディレクトリ下にあるディレクトリおよびファイルを，すべて別のディレ
クトリへ移動するか，または削除してください。

（2） 定義例
• Windowsの場合

• UNIXの場合

8.2.7　サイズ定義
ここでは，サイズ定義で定義できるプロパティと定義例について説明します。サイズ定
義では，CMS Lightサーバのデータベースサーバに格納するドキュメントの最大長を定
義します。

項番 プロパティ 内容 デフォル
ト値

必須 /
任意

1 ebxml.mssl.app.error.log.
size

エラーログのファイルサイズ（バイト数）
を指定します。4096～ 16777216の整数値
を指定してください。

1048576 任意

2 ebxml.mssl.app.error.log.
count

エラーログの最大ファイル数を指定します。
1～ 64の整数値を指定してください。

10 任意

3 ebxml.mssl.app.error.log.
path

エラーログの出力先ディレクトリ名を指定
します。100バイト以内の文字列をフルパ
スで指定してください。

なし 必須

ebxml.mssl.app.error.log.size = 1048576
ebxml.mssl.app.error.log.count = 10
ebxml.mssl.app.error.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log

ebxml.mssl.app.error.log.size = 1048576
ebxml.mssl.app.error.log.count = 10
ebxml.mssl.app.error.log.path = /opt/ebxml/mssl/log
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（1） 定義できるプロパティ

表 8-7　サイズ定義に指定するプロパティ

（2） 定義例

8.2.8　状況照会 GUI定義
ここでは，状況照会 GUI定義で定義できるプロパティと定義例について説明します。状
況照会 GUI定義では，状況照会 GUIを使用するために必要な情報を定義します。

（1） 定義できるプロパティ

表 8-8　状況照会 GUI定義に指定するプロパティ

項番 プロパティ 内容 デフォル
ト値

必須 /
任意

1 ebxml.mssl.size.documen
t.data

ビジネスメッセージに添付されるドキュメ
ントの最大長を指定します。
• Windowsの場合

1～ 46976205（バイト）の整数値を指
定してください。

• UNIXの場合
1～ 293601280（バイト）の整数値を指
定してください。

このプロパティには，ドキュメントの最大
ファイルサイズではなく，「4.2.4　テーブ
ルの作成」で，HiRDBのテーブル
（HSRSMessageArchive）の
DocumentDataカラムに指定した値を指定
します。DocumentDataカラムに単位
（K，M，G）を含んだ形式で値を指定した
場合は，次の計算式を基に計算した結果を
指定してください。
• K：n× 1024
• M：n× 1048576
• G：n× 1073741824

なし 必須

ebxml.mssl.size.document.data = 1468007

項番 プロパティ 内容 デフォル
ト値

必須 /
任意

1 ebxml.mssl.gui.admin.log
inid

状況照会 GUIのログイン IDを指定しま
す。20バイト以内の半角英数字で指定して
ください。

なし 必須

2 ebxml.mssl.gui.admin.pa
ssword

状況照会 GUIのパスワードを指定します。
20バイト以内の半角英数字で指定してくだ
さい。

なし 必須
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注　ログのファイルサイズ，または最大ファイル数を変更する場合，CMS Lightサーバのシステム
を停止し，ログの出力先ディレクトリ下にあるディレクトリおよびファイルを，すべて別のディレ
クトリへ移動するか，または削除してください。

（2） 定義例
• Windowsの場合

3 ebxml.mssl.gui.view.line
num

ビジネスメッセージ検索画面およびビジネ
スメッセージ一覧画面の，［一画面の表示件
数］で選択できる整数値を，コンマ区切り
で列挙します。1～ 1000の整数値を最大
10個指定できます。
コンマが連続して指定された場合や，半角
スペース・タブだけが指定された場合は無
視されます。

50 任意

4 ebxml.mssl.gui.trace.log.l
evel

トレースログの出力レベルを指定します。
0，10，20のどれかを指定してください。
• 0：エラーメッセージが出力されます。
• 10：レベル 0での出力内容に加え，警告
メッセージおよびインフォメーション
メッセージが出力されます。

• 20：レベル 10での出力内容に加え，内
部メソッドの開始・終了を通知するイン
フォメーションメッセージが出力されま
す。

10 任意

5 ebxml.mssl.gui.trace.log.
size

トレースログのファイルサイズ（バイト数）
を指定します。4096～ 16777216の整数値
を指定してください。

1048576 任意

6 ebxml.mssl.gui.trace.log.
count

トレースログの最大ファイル数を指定しま
す。1～ 64の整数値を指定してください。

10 任意

7 ebxml.mssl.gui.trace.log.
path

トレースログの出力先ディレクトリ名を指
定します。100バイト以内の文字列をフル
パスで指定してください。

なし 必須

8 ebxml.mssl.gui.error.log.s
ize

エラーログのファイルサイズ（バイト数）
を指定します。4096～ 16777216の整数値
を指定してください。

1048576 任意

9 ebxml.mssl.gui.error.log.c
ount

エラーログの最大ファイル数を指定します。
1～ 64の整数値を指定してください。

10 任意

10 ebxml.mssl.gui.error.log.
path

エラーログの出力先ディレクトリ名を指定
します。100バイト以内の文字列をフルパ
スで指定してください。

なし 必須

項番 プロパティ 内容 デフォル
ト値

必須 /
任意
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• UNIXの場合

8.2.9　コマンド定義
ここでは，コマンド定義で定義できるプロパティと定義例について説明します。コマン
ド定義では，コマンドを使用するために必要な情報を定義します。

（1） 定義できるプロパティ

表 8-9　コマンド定義に指定するプロパティ

ebxml.mssl.gui.admin.loginid = admin
ebxml.mssl.gui.admin.password = pwadmin
 
ebxml.mssl.gui.view.linenum = 10,20,30,40,50
 
ebxml.mssl.gui.trace.log.level = 10
ebxml.mssl.gui.trace.log.size = 1048576
ebxml.mssl.gui.trace.log.count = 10
ebxml.mssl.gui.trace.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log
 
ebxml.mssl.gui.error.log.size = 1048576
ebxml.mssl.gui.error.log.count = 10
ebxml.mssl.gui.error.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log

ebxml.mssl.gui.admin.loginid = admin
ebxml.mssl.gui.admin.password = pwadmin
 
ebxml.mssl.gui.view.linenum = 10,20,30,40,50
 
ebxml.mssl.gui.trace.log.level = 10
ebxml.mssl.gui.trace.log.size = 1048576
ebxml.mssl.gui.trace.log.count = 10
ebxml.mssl.gui.trace.log.path = /opt/ebxml/mssl/log
 
ebxml.mssl.gui.error.log.size = 1048576
ebxml.mssl.gui.error.log.count = 10
ebxml.mssl.gui.error.log.path = /opt/ebxml/mssl/log

項番 プロパティ 内容 デフォル
ト値

必須 /
任意

1 ebxml.mssl.cmd.db.user データベースに接続するためのユーザー名
を指定します。
「4.5.5　HiRDBのクライアント環境変数の
設定」の PDUSER設定で指定したユー
ザー IDを指定してください。

なし 必須

2 ebxml.mssl.cmd.db.pass
word

データベースに接続するためのパスワード
を指定します。
「4.5.5　HiRDBのクライアント環境変数の
設定」の PDUSER設定で指定したパス
ワードを指定してください。

なし 必須
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3 ebxml.mssl.cmd.db.url 接続するデータベースの各種情報を，
JDBCの URL形式で指定します。
データベース接続に HiRDB Type4 JDBC 
Driverを使用する場合，
"@HIRDBENVGRP="に続けて，「4.5.5　
HiRDBのクライアント環境変数の設定」
で編集した HiRDB.iniファイルの絶対パス
名を指定します。半角スペースを含むパス
を指定するときは，パス全体を ""（ダブル
クォーテーション）で囲む必要があります。

なし 必須

4 ebxml.mssl.cmd.db.jdbc.d
river

データベース接続に使用する JDBCドライ
バのクラス名を指定します。次の値を指定
してください。
• Cosminexus DABroker Libraryを使用す
る場合
JP.co.Hitachi.soft.DBPSV_Driver.JdbcD
bpsvDriver

• HiRDB Type4 JDBC Driverを使用する場
合
JP.co.Hitachi.soft.HiRDB.JDBC.HiRDB
Driver

なし 必須

5 ebxml.mssl.cmd.trace.log
.level

トレースログの出力レベルを指定します。
0，10，20のどれかを指定してください。
• 0：エラーメッセージが出力されます。
• 10：レベル 0での出力内容に加え，警告
メッセージおよびインフォメーション
メッセージが出力されます。

• 20：レベル 10での出力内容に加え，内
部メソッドの開始・終了を通知するイン
フォメーションメッセージが出力されま
す。

10 任意

6 ebxml.mssl.cmd.trace.log
.size

トレースログのファイルサイズを指定しま
す。4096～ 16777216（バイト）の整数値
を指定してください。

1048576 任意

7 ebxml.mssl.cmd.trace.log
.count

トレースログの最大ファイル数を指定しま
す。1～ 64の整数値を指定してください。

10 任意

8 ebxml.mssl.cmd.trace.log
.path

トレースログの出力先ディレクトリ名を指
定します。100バイト以内の文字列をフル
パスで指定してください。

なし 必須

9 ebxml.mssl.cmd.error.log.
size

エラーログのファイルサイズ（バイト数）
を指定します。4096～ 16777216の整数値
を指定してください。

1048576 任意

10 ebxml.mssl.cmd.error.log.
count

エラーログの最大ファイル数を指定します。
1～ 64の整数値を指定してください。

10 任意

11 ebxml.mssl.cmd.error.log.
path

エラーログの出力先ディレクトリ名を指定
します。100バイト以内の文字列をフルパ
スで指定してください。

なし 必須

項番 プロパティ 内容 デフォル
ト値

必須 /
任意



8.　定義ファイル

120

注　ログのファイルサイズ，または最大ファイル数を変更する場合，CMS Lightサーバのシステム
を停止し，ログの出力先ディレクトリ下にあるディレクトリおよびファイルを，すべて別のディレ
クトリへ移動するか，または削除してください。

（2） 定義例
• Windowsの場合でデータベース接続に Cosminexus DABroker Libraryを使用するとき

• Windowsの場合でデータベース接続に HiRDB Type4 JDBC Driverを使用するとき

• UNIXの場合

8.2.10　JP1イベント連携定義
ここでは，JP1イベント連携定義で定義できるプロパティと定義例について説明します。
JP1イベント連携定義では，JP1イベント連携機能を使用するために必要な情報を定義

ebxml.mssl.cmd.db.user = hsrsdb
ebxml.mssl.cmd.db.password = pwhsrsdb
ebxml.mssl.cmd.db.url = jdbc:hitachi:dbplib://
DB=HIRDB,DBID=@DABENVGRP=HSRSDB,ENCODELANG=MS932
ebxml.mssl.cmd.db.jdbc.driver = 
JP.co.Hitachi.soft.DBPSV_Driver.JdbcDbpsvDriver
 
ebxml.mssl.cmd.trace.log.level = 10
ebxml.mssl.cmd.trace.log.size = 1048576
ebxml.mssl.cmd.trace.log.count = 10
ebxml.mssl.cmd.trace.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log
 
ebxml.mssl.cmd.error.log.size = 1048576
ebxml.mssl.cmd.error.log.count = 10
ebxml.mssl.cmd.error.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log

ebxml.mssl.cmd.db.user = hsrsdb
ebxml.mssl.cmd.db.password = pwhsrsdb
ebxml.mssl.cmd.db.url = @HIRDBENVGRP="C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/
conf/HiRDB.ini",ENCODELANG=MS932
ebxml.mssl.cmd.db.jdbc.driver = JP.co.Hitachi.soft.HiRDB.JDBC.HiRDBDriver
 
ebxml.mssl.cmd.trace.log.level = 10
ebxml.mssl.cmd.trace.log.size = 1048576
ebxml.mssl.cmd.trace.log.count = 10
ebxml.mssl.cmd.trace.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log
 
ebxml.mssl.cmd.error.log.size = 1048576
ebxml.mssl.cmd.error.log.count = 10
ebxml.mssl.cmd.error.log.path = C:/Program Files/Hitachi/ebxml/mssl/log

ebxml.mssl.cmd.db.user = hsrsdb
ebxml.mssl.cmd.db.password = pwhsrsdb
ebxml.mssl.cmd.db.url = jdbc:hitachi:hirdb://DBID=@HIRDBENVGRP=/opt/ebxml/
mssl/conf/HiRDB.ini,ENCODELANG=MS932
ebxml.mssl.cmd.db.jdbc.driver = JP.co.Hitachi.soft.HiRDB.JDBC.HiRDBDriver
 
ebxml.mssl.cmd.trace.log.level = 10
ebxml.mssl.cmd.trace.log.size = 1048576
ebxml.mssl.cmd.trace.log.count = 10
ebxml.mssl.cmd.trace.log.path = /opt/ebxml/mssl/log
 
ebxml.mssl.cmd.error.log.size = 1048576
ebxml.mssl.cmd.error.log.count = 10
ebxml.mssl.cmd.error.log.path = /opt/ebxml/mssl/log
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します。

（1） 定義できるプロパティ

表 8-10　JP1イベント連携定義に指定するプロパティ

項番 プロパティ 内容 デ
フォ
ルト
値

必須
/任
意

1 ebxml.mssl.jp1event.app
.PUTDOCUMENT

ビジネスメッセージ送受信時，ビジネスメッ
セージ受信イベントを JP1に通知するかどうか
を指定します。
true：イベントを通知します。
false：イベントを通知しません。

false 任意

2 ebxml.mssl.jp1event.app
.RECEIVEOUTPUT

ビジネスメッセージ送受信時，ドキュメント
ファイル出力イベントを JP1に通知するかどう
かを指定します。
true：イベントを通知します。
false：イベントを通知しません。

false 任意

3 ebxml.mssl.jp1event.app
.RECEIVEOUTPUT-ER
ROR

ビジネスメッセージ送受信時，ドキュメント
ファイル出力失敗イベントを JP1に通知するか
どうかを指定します。
true：イベントを通知します。
false：イベントを通知しません。

false 任意

4 ebxml.mssl.jp1event.app
.GETDOCUMENT

ビジネスメッセージ送受信時，ビジネスメッ
セージ送信要求イベントを JP1に通知するかど
うかを指定します。
true：イベントを通知します。
false：イベントを通知しません。

false 任意

5 ebxml.mssl.jp1event.app
.CONFIRMDOCUMENT

ビジネスメッセージ送受信時，ビジネスメッ
セージ送信通知イベントを JP1に通知するかど
うかを指定します。
true：イベントを通知します。
false：イベントを通知しません。

false 任意

6 ebxml.mssl.jp1event.gui.
COMPLETEMESSAGE

状況照会 GUI操作時，ドキュメント状態変更
（強制完了）イベントを JP1に通知するかどう
かを指定します。
true：イベントを通知します。
false：イベントを通知しません。

false 任意

7 ebxml.mssl.jp1event.gui.
UNCOMPLETEMESSA
GE

状況照会 GUI操作時，ドキュメント状態変更
（強制引き戻し）イベントを JP1に通知するか
どうかを指定します。
true：イベントを通知します。
false：イベントを通知しません。

false 任意

8 ebxml.mssl.jp1event.cmd
.PUTMESSAGE

コマンド実行時，ビジネスメッセージ登録イベ
ントを JP1に通知するかどうかを指定します。
true：イベントを通知します。
false：イベントを通知しません。

false 任意
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9 ebxml.mssl.jp1event.cmd
.GETMESSAGE

コマンド実行時，ビジネスメッセージ取得イベ
ントを JP1に通知するかどうかを指定します。
true：イベントを通知します。
false：イベントを通知しません。

false 任意

10 ebxml.mssl.jp1event.cmd
.COMPLETEMESSAGE

コマンド実行時，ドキュメント状態変更（強制
完了）イベントを JP1に通知するかどうかを指
定します。
true：イベントを通知します。
false：イベントを通知しません。

false 任意

11 ebxml.mssl.jp1event.cmd
.UNCOMPLETEMESSA
GE

コマンド実行時，ドキュメント状態変更（強制
引き戻し）イベントを JP1に通知するかどうか
を指定します。
true：イベントを通知します。
false：イベントを通知しません。

false 任意

12 ebxml.mssl.jp1event.PU
TDOCUMENT.id

ビジネスメッセージ受信イベントのイベント ID
を指定します。0～ 8191または 2147450880～
2147483647の整数値を指定してください。

3825 任意

13 ebxml.mssl.jp1event.RE
CEIVEOUTPUT.id

ドキュメントファイル出力イベントのイベント
IDを指定します。0～ 8191または
2147450880～ 2147483647の整数値を指定し
てください。

3826 任意

14 ebxml.mssl.jp1event.RE
CEIVEOUTPUT-ERROR
.id

ドキュメントファイル出力失敗イベントのイベ
ント IDを指定します。0～ 8191または
2147450880～ 2147483647の整数値を指定し
てください。

3827 任意

15 ebxml.mssl.jp1event.GE
TDOCUMENT.id

ビジネスメッセージ送信要求イベントのイベン
ト IDを指定します。0～ 8191または
2147450880～ 2147483647の整数値を指定し
てください。

3828 任意

16 ebxml.mssl.jp1event.CO
NFIRMDOCUMENT.id

ビジネスメッセージ送信通知イベントのイベン
ト IDを指定します。0～ 8191または
2147450880～ 2147483647の整数値を指定し
てください。

3829 任意

17 ebxml.mssl.jp1event.PU
TMESSAGE.id

ビジネスメッセージ登録イベントのイベント ID
を指定します。0～ 8191または 2147450880～
2147483647の整数値を指定してください。

3830 任意

18 ebxml.mssl.jp1event.GE
TMESSAGE.id

ビジネスメッセージ取得イベントのイベント ID
を指定します。0～ 8191または 2147450880～
2147483647の整数値を指定してください。

3831 任意

19 ebxml.mssl.jp1event.CO
MPLETEMESSAGE.id

ドキュメント状態変更（強制完了）イベントの
イベント IDを指定します。0～ 8191または
2147450880～ 2147483647の整数値を指定し
てください。

3832 任意

項番 プロパティ 内容 デ
フォ
ルト
値

必須
/任
意



8.　定義ファイル

123

（2） 定義例

20 ebxml.mssl.jp1event.UN
COMPLETEMESSAGE.i
d

ドキュメント状態変更（強制引き戻し）イベン
トのイベント IDを指定します。0～ 8191また
は 2147450880～ 2147483647の整数値を指定
してください。

3833 任意

ebxml.mssl.jp1event.app.PUTDOCUMENT = false
ebxml.mssl.jp1event.app.RECEIVEOUTPUT = false
ebxml.mssl.jp1event.app.RECEIVEOUTPUT-ERROR = false
ebxml.mssl.jp1event.app.GETDOCUMENT = false
ebxml.mssl.jp1event.app.CONFIRMDOCUMENT = false
 
ebxml.mssl.jp1event.gui.COMPLETEMESSAGE = false
ebxml.mssl.jp1event.gui.UNCOMPLETEMESSAGE = false
 
ebxml.mssl.jp1event.cmd.PUTMESSAGE = false
ebxml.mssl.jp1event.cmd.GETMESSAGE = false
ebxml.mssl.jp1event.cmd.COMPLETEMESSAGE = false
ebxml.mssl.jp1event.cmd.UNCOMPLETEMESSAGE = false
 
ebxml.mssl.jp1event.PUTDOCUMENT.id = 3825
ebxml.mssl.jp1event.RECEIVEOUTPUT.id = 3826
ebxml.mssl.jp1event.RECEIVEOUTPUT-ERROR.id = 3827
ebxml.mssl.jp1event.GETDOCUMENT.id = 3828
ebxml.mssl.jp1event.CONFIRMDOCUMENT.id = 3829
ebxml.mssl.jp1event.PUTMESSAGE.id = 3830
ebxml.mssl.jp1event.GETMESSAGE.id = 3831
ebxml.mssl.jp1event.COMPLETEMESSAGE.id = 3832
ebxml.mssl.jp1event.UNCOMPLETEMESSAGE.id = 3833

項番 プロパティ 内容 デ
フォ
ルト
値

必須
/任
意
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8.3　取引先識別子ファイル
取引先識別子ファイルは，クライアント企業の取引先識別子を記述するファイルです。
このファイルは次のときに使用します。

• HSRSRegisterPartnerコマンドを使用して取引先識別子をデータベースに登録すると
き

• HSRSRemovePartnerコマンドを使用して取引先識別子をデータベースから削除する
とき

• HSRSStartBusinessコマンドや HSRSStopBusinessコマンドを使用してクライアン
ト企業の取引先状態を変更するとき

UNIXの場合，取引先識別子ファイルは，コマンド実行時に有効となる環境変数 LANG
の文字コードと同じ文字コードで記述してください。環境変数については，「4.4　環境
変数の設定」を参照してください。

ここでは，取引先識別子ファイルの形式，ファイルの格納先，および定義例について説
明します。

（1） 形式

次の形式で定義してください。

<取引先識別子><改行>

• 取引先識別子には 63バイト以内の文字列を指定してください。
取引先識別子が空文字列，または 63バイトを超えた文字列の場合，コマンド実行時
に異常終了（4：実行時エラー）します。

• 取引先識別子を複数登録する場合，取引先識別子ごとに改行して記述してください。
改行コードには，OSの標準のコード（Windowsの場合は［CR］+［LF］，UNIXの
場合は［LF］）を使用してください。

• 取引先識別子の前後に半角スペース，タブを含んだ値を指定した場合，前後の半角ス
ペース，タブはすべて削除されます。

（2） ファイルの格納先

ファイルの格納先およびファイル名称は任意です。

（3） 定義例
C000000000000001
C000000000000002
C000000000000003
C000000000000004
C000000000000005
C000000000000006
C000000000000007
C000000000000008
C000000000000009
C000000000000010
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8.4　取引先 URIファイル

取引先 URIファイルは，クライアント企業の取引先 URIを記述するファイルです。こ
のファイルは次のときに使用します。

• HSRSRegisterPartnerUriコマンドを使用して取引先 URIをデータベースに登録する
とき

• HSRSRemovePartnerUriコマンドを使用して取引先URIをデータベースから削除す
るとき

UNIXの場合，取引先 URIファイルは，コマンド実行時に有効となる環境変数 LANG
の文字コードと同じ文字コードで記述してください。環境変数については，「4.4　環境
変数の設定」を参照してください。

ここでは，取引先URIファイルの形式，ファイルの格納先，および定義例について説明
します。

（1） 形式

次の形式で定義してください。

<取引先URI><改行>

• 取引先URIには 255バイト以内の文字列を指定してください。
取引先URIが空文字列，または 255バイトを超えた文字列の場合，コマンド実行時
に異常終了（4：実行時エラー）します。

• 取引先URIを複数登録する場合，取引先URIごとに改行して記述してください。
改行コードには，OSの標準のコード（Windowsの場合は［CR］+［LF］，UNIXの
場合は［LF］）を使用してください。

• 取引先URIの前後に半角スペース，タブを含んだ値を指定した場合，前後の半角ス
ペース，タブはすべて削除されます。

（2） ファイルの格納先

ファイルの格納先およびファイル名称は任意です。

（3） 定義例
C000000000000001.com
C000000000000002.com
C000000000000003.com
C000000000000004.com
C000000000000005.com
C000000000000006.com
C000000000000007.com
C000000000000008.com
C000000000000009.com
C000000000000010.com
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9　 コマンド
この章では，CMS Lightサーバのシステムで使用するコマン
ドの記述形式，文法，使用例などについて説明します。

9.1　コマンド一覧

9.2　コマンドを使用する前に

9.3　コマンドの詳細
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9.1　コマンド一覧
CMS Lightサーバのシステムで使用するコマンドの一覧を，次に示します。

表 9-1　CMS Lightサーバのコマンド一覧

項番 分類 コマンド名 説明

1 ビジネスメッセージ
を管理する

HSRSPutMessage
（ビジネスメッセージ登録）

ビジネスメッセージをデータベース
に登録します。

2 HSRSGetMessage
（ビジネスメッセージ取得）

"未取得 "状態のビジネスメッセージ
のうち，ドキュメント受信者識別子
がサーバ識別子のビジネスメッセー
ジを取得します。

3 HSRSRemoveMessage
（ビジネスメッセージ削除）

"取得済み "状態のビジネスメッセー
ジのうち，保持期間を過ぎたビジネ
スメッセージを，データベースから
削除します。

4 HSRSCompleteMessage
（ドキュメント状態変更（強制
完了））

ビジネスメッセージのドキュメント
状態を "未取得 "から "取得済み "に
変更します。

5 HSRSUncompleteMessage
（ドキュメント状態変更（強制
引き戻し））

ビジネスメッセージのドキュメント
状態を "取得済み "から "未取得 "に
変更します。

6 クライアント企業の
情報を管理する

HSRSRegisterPartner
（取引先識別子登録）

取引先識別子をデータベースに一括
登録します。

7 HSRSRemovePartner
（取引先識別子削除）

"取引停止 "状態の取引先識別子を
データベースから削除します。

8 HSRSStartBusiness
（取引先状態変更（取引開始））

取引先状態を "取引停止 "から "取
引中 "に変更します。

9 HSRSStopBusiness
（取引先状態変更（取引停止））

取引先状態を "取引中 "から "取引
停止 "に変更します。

10 HSRSRegisterPartnerUri
（取引先 URI登録）

取引先 URIをデータベースに一括登
録します。

11 HSRSRemovePartnerUri
（取引先 URI削除）

取引先 URIをデータベースから削除
します。



9.　コマンド

129

9.2　コマンドを使用する前に
ここでは，コマンドを使用する前に知っておく必要があることについて説明します。

9.2.1　コマンドの説明で使用する見出し
ここでは，コマンドの説明で使用する，各見出しについて説明します。

形式
コマンドの入力形式を示します。全コマンドに共通する入力形式については，「9.2.2
　入力形式」を参照してください。
ユーザーが入力した形式に誤りがある場合，標準出力にUsageが表示されます。

機能
コマンドの機能について説明します。

オプション
コマンドのオプションについて説明します。 

戻り値
コマンドの戻り値について説明します。CMS Lightサーバのコマンドを実行すると，
次に示す戻り値が返ります。

表 9-2　コマンドの戻り値

実行例
オプションを選択し，オプションの引数に具体値を入力したコマンド実行例を示し
ます。このマニュアルでは，Windowsの場合の実行例を示します。また，説明する
実行例の設定値は，次のとおりに仮定しています。
• 自システムのサーバ識別子：S000000000000000
• クライアント企業の取引先識別子：C000000000000001
• クライアント企業の取引先 URI：C000000000000001.com
• 送受信するビジネスメッセージのドキュメント識別子：

20060418063642-4227063e2a664f4299b4440e07833adf@C000000000000001.co

戻り値 内容

0 正常終了

1 警告付き正常終了

2 異常終了（システム定義エラー）
システムの環境設定に問題があります。

3 異常終了（引数エラー）
指定した引数に誤りがあります。

4 異常終了（実行時エラー）
コマンド処理中に処理を継続できないエラーが発生しました。
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m
• 取引先識別子ファイルの格納先：C:¥data¥id.txt
• 取引先 URIファイルの格納先：C:¥data¥uri.txt

9.2.2　入力形式
コマンドの入力形式を次に示します。

コマンド名称 ［オプション］

入力形式のうち，各項目について説明します。なお，ここではコマンドプロンプトを
"$"，コマンド名称を "cmd"と表記します。

（1） コマンド名称

実行するコマンドのファイル名を指定します。

半角スペースを含むパスを指定してコマンドを実行する場合，パス全体を ""（ダブル
クォーテーション）で囲む必要があります。

• 誤った指定例：$ C:¥Program Files¥Hitachi¥ebxml¥mssl¥bin¥cmd
• 正しい指定例：$ "C:¥Program Files¥Hitachi¥ebxml¥mssl¥bin¥cmd"

（2） オプション

実行するコマンドのオプションを指定します。一つのコマンドに対して，オプションは
複数指定できます。

オプションの入力形式および指定規則を次に示します。

（a）オプションの入力形式

オプションは，"-"で始まる文字列で，必ず引数を一つ指定します。オプションの入力形
式を次に示します。

$ cmd -オプションフラグ<半角スペースまたはタブ>引数

オプションフラグ
コマンドごとに決められた半角英数字です。大文字・小文字が区別されます。

引数
オプションフラグに対する引数で，識別子やファイル名などを指定します。

（b）オプションの指定規則

オプションの指定規則を次に説明します。

• オプションの間は，半角スペースまたはタブで空けてください。
• 各オプションの定義は順不同です。ただし，オプションフラグと引数は対で指定して
ください。

• 同じコマンドに同じオプションを指定して，同時に実行しないでください。データ
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ベースのテーブル内で処理対象の競合が発生するおそれがあります。
• Windowsの場合，引数に指定する文字列に次に示すものを含むときは，文字列を ""
（ダブルクォーテーション）で囲んで指定してください。
• 半角スペース
• *
• ?
• <
• >
• |
• &
• ^

• Windowsの場合，引数に指定する文字列に "（ダブルクォーテーション）を含むとき
は，文字列を ¥でエスケープして指定してください。

• UNIXの場合，引数に指定する文字列に次に示すものを含むときは，文字列を ""（ダ
ブルクォーテーション）または ''（シングルクォーテーション）で囲んで指定してく
ださい。
• 半角スペース
• *
• ?
• <
• >
• |
• &
• ;
• (
• )
• '
• ~
• #
• !

• UNIXの場合，引数に指定する文字列に次に示すものを含むときは，文字列を ¥
（バックスラッシュ）でエスケープして指定してください。
• `
• "
• ¥
• $

• ファイルやディレクトリのパス名に，次に示す文字を含めないでください。
• *
• ?
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• 引数にファイル名またはディレクトリ名を指定する場合，次のことを確認してくださ
い。
• ファイル名にはファイルを，ディレクトリ名にはディレクトリを指定したか
• 指定したファイルまたはディレクトリが存在するか
• ネットワークドライブ上のファイルまたはディレクトリでないか
• コマンドを実行するユーザーに対して読み込み権限があるか
• Windowsの場合，ファイル名またはディレクトリがWindowsの予約デバイス名で
ないか
Windowsの予約デバイス名は，"AUX"，"CON"，"NUL"，"PRN"，"CLOCK$"，
"COM1"～ "COM9"，および "LPT1"～ "LPT9"です。

9.2.3　コマンド実行時の注意事項
コマンド実行時の注意事項について説明します。

（1） コマンド実行時の権限

コマンドは，Administrator権限（Windowsの場合），または root権限（UNIXの場合）
のあるユーザが実行してください。

（2） コマンド処理を中断する方法

CMS Lightサーバのコマンドは，［Ctrl］+［C］を押すとコマンド処理が中断されます。

（3） 同時に実行できないコマンドの組み合わせ

次に示す組み合わせのコマンドを同時に実行すると，データベースサーバのテーブルの
状態不正によってコマンドが異常終了するおそれがあります。表に示したコマンドの組
み合わせで，同時にコマンドを実行しないでください。

表 9-3　同時に実行できないコマンドの組み合わせ

項番 コマンド名 同時に実行できないコマ
ンド

理由

1 HSRSCompleteMessage なし －

2 HSRSGetMessage HSRSStopBusiness 取得処理中に取引先状態が "取引
停止 "になると，取引先の検証失
敗でコマンドが異常終了します。

3 HSRSPutMessage HSRSStopBusiness 登録処理中に取引先状態が "取引
停止 "になると，取引先の検証失
敗でコマンドが異常終了します。

4 HSRSRegisterPartner なし －

5 HSRSRegisterPartnerUri なし －

6 HSRSRemoveMessage HSRSUncompleteMessa
ge

削除対象のビジネスメッセージの
状態が変更されると，コマンドが
異常終了します。
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（凡例）
なし：同時に実行できないコマンドはありません。
－：該当しません。

7 HSRSRemovePartner HSRSStartBusiness 削除対象の取引先識別子の取引先
状態が変更されると，コマンドが
異常終了します。

8 HSRSRemovePartnerUri なし －

9 HSRSStartBusiness HSRSRemovePartner 項番 7と同じ

10 HSRSStopBusiness HSRSGetMessage 項番 2と同じ

11 HSRSPutMessage 項番 3と同じ

12 HSRSUncompleteMessage HSRSRemoveMessage 状態変更対象のビジネスメッセー
ジが削除されると，コマンドが異
常終了します。

項番 コマンド名 同時に実行できないコマ
ンド

理由
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9.3　コマンドの詳細
ここでは，CMS Lightサーバのシステムで使用するコマンドの詳細について説明します。
コマンドの詳細は，コマンド名のアルファベット順に記載しています。

HSRSCompleteMessage（ドキュメント状態変更（強制完
了））

形式
　
HSRSCompleteMessage -mid ドキュメント識別子
                    -sid ドキュメント送信者識別子
                    -rid ドキュメント受信者識別子
　

機能

ビジネスメッセージのドキュメント状態を，"未取得 "状態から "取得済み "状態に変更
します。

なお，ビジネスメッセージのドキュメント状態は，状況照会 GUIからも変更できます。
詳細については，「7.　状況照会 GUI」を参照してください。

オプション

-mid ドキュメント識別子
ビジネスメッセージのドキュメント識別子を指定します。このオプションは必ず指
定してください。

-sid ドキュメント送信者識別子
ビジネスメッセージのドキュメント送信者識別子を指定します。このオプションは
必ず指定してください。

-rid ドキュメント受信者識別子
ビジネスメッセージのドキュメント受信者識別子を指定します。このオプションは
必ず指定してください。

戻り値

戻り値 内容

0 正常終了
ドキュメント状態を正常に変更しました。

1 警告付き正常終了
ドキュメント状態がすでに "取得済み "でした。または，条件に合うビジネスメッ
セージがデータベースにありませんでした。
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実行例

CMS Lightサーバのシステムがクライアント企業から受信したビジネスメッセージのド
キュメント状態を，強制的に "取得済み "状態に変更する場合の実行例を，次に示しま
す。

HSRSGetMessage（ビジネスメッセージ取得）

形式
　
HSRSGetMessage [-sid ドキュメント送信者識別子]
               [-mid ドキュメント識別子]
               [-sd 開始日時]
               [-ed 終了日時]
　

機能

"未取得 "状態のビジネスメッセージのうち，ドキュメント受信者識別子がサーバ識別子
のビジネスメッセージを手動で取得します。

ビジネスメッセージの取得に成功した場合，該当ビジネスメッセージのドキュメント状
態が "取得済み "に更新されます。取得したビジネスメッセージは，取得完了ディレクト
リにファイル出力されます。このとき，ドキュメント受信者識別子には，サーバ識別子
が使用されます。

オプション

オプションを指定すると，指定した条件で絞り込まれた "未取得 "状態のビジネスメッ
セージを取得します。すべてのオプションを省略した場合は，取得できるすべてのビジ
ネスメッセージを取得します。

2 異常終了（システム定義エラー）

3 異常終了（引数エラー）

4 異常終了（実行時エラー）
ドキュメント状態を変更できませんでした。要因を次に示します。
• データベースへの接続に失敗した。
• ビジネスメッセージの更新時，データベースアクセスエラーが発生した。
• メモリ不足など内部エラーが発生した。

なお，処理の途中で実行時エラーになった場合，それまでに状態変更に成功したビ
ジネスメッセージはロールバックされません。

HSRSCompleteMessage.bat -mid 
20060418063642-4227063e2a664f4299b4440e07833adf@C000000000000001.com -sid 
C000000000000001 -rid S000000000000000

戻り値 内容
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-sid ドキュメント送信者識別子
ビジネスメッセージのドキュメント送信者識別子を指定します。ここでは，ビジネ
スメッセージを送信したクライアント企業の取引先識別子を指定します。このオプ
ションは省略できます。

-mid ドキュメント識別子
ビジネスメッセージのドキュメント識別子を指定します。このオプションは省略で
きます。

-sd 開始日時
検索したい期間の開始日時を指定します。このオプションを指定すると，開始日時
以降にデータベースに登録されたビジネスメッセージを取得できます。このオプ
ションは省略できます。
開始日時の形式は YYYYMMDDhhmmss形式で，"YYYY"は必ず指定してくださ
い。"YYYY"以外を省略した場合，"YYYY0101000000"が指定されます。
• YYYY：年（1970～ 2038）
• MM：月（01～ 12）
• DD：日（01～ 31）
• hh：時（00～ 23）
• mm：分（00～ 59）
• ss：秒（00～ 59）

-ed 終了日時
検索したい期間の終了日時を指定します。このオプションを指定すると，終了日時
以前にデータベースに登録されたビジネスメッセージを取得できます。このオプ
ションは省略できます。
終了日時には，開始日時よりもあとの日時を指定してください。指定形式は開始日
時と同じで，"YYYY"以外を省略した場合，"YYYY1231235959"が指定されます。

戻り値

戻り値 内容

0 正常終了
ビジネスメッセージを取得しました。または，条件に合うビジネスメッセージが
データベースにありませんでした。

1 警告付き正常終了
取得対象のビジネスメッセージうち，取得に失敗したものがあります。要因を次
に示します。
• 処理を継続できるデータベースアクセスエラーが発生した。
• 取得対象のビジネスメッセージが，処理中に削除された。
• 取得対象のビジネスメッセージのドキュメント状態が，処理中に "取得済み "
に変更された。

• ドキュメントのファイル出力に失敗した。

2 異常終了（システム定義エラー）

3 異常終了（引数エラー）
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実行例

受信したビジネスメッセージのうち，"未取得 "状態のすべてのビジネスメッセージを取
得する場合の実行例を，次に示します。

"未取得 "状態のビジネスメッセージを，送信元のクライアント企業を特定して取得する
場合の実行例を，次に示します。

"未取得 "状態のビジネスメッセージを，ドキュメント送信者識別子およびドキュメント
識別子で特定して取得する場合の実行例を，次に示します。

2006/04/01から 2006/04/30までの期間に受信したビジネスメッセージのうち，"未取得
"状態のすべてのビジネスメッセージを取得する場合の実行例を，次に示します。

HSRSPutMessage（ビジネスメッセージ登録）

形式
　
HSRSPutMessage -rid ドキュメント受信者識別子
               -ft ドキュメント形式 
               -dt ドキュメント種別 
              [-ct ドキュメント圧縮形式]
              {-file ドキュメントファイル名 | 
               -dir ドキュメントディレクトリ名}
              [-del {ON | OFF} ]

4 異常終了（実行時エラー）
取得対象のビジネスメッセージを全件取得する前に，処理が中断されました。要
因を次に示します。
• データベースへの接続に失敗した。
• ビジネスメッセージの読み込み時，データベースアクセスエラーが発生した。
• 取得対象のビジネスメッセージのドキュメント状態更新時，データベースアク
セスエラーが発生した。

• メモリ不足など内部エラーが発生した。

なお，処理の途中で実行時エラーになった場合，それまでに取得に成功したビジ
ネスメッセージはロールバックされません。

HSRSGetMessage.bat

HSRSGetMessage.bat -sid C000000000000001

HSRSGetMessage.bat -sid C000000000000001 -mid 
20060418063642-4227063e2a664f4299b4440e07833adf@C000000000000001.com 

HSRSGetMessage.bat -sd 20060401 -ed 20060430

戻り値 内容
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機能

クライアント企業に送信するビジネスメッセージをデータベースに登録します。

引数に指定したドキュメントファイルが読み込まれ，データベースに "未取得 "状態のビ
ジネスメッセージとして登録されます。このとき，ドキュメント送信者識別子にはサー
バ識別子が使用されます。

ドキュメントディレクトリ（ドキュメントファイルの保存先ディレクトリ）を指定した
場合は，そのディレクトリ下のすべてのドキュメントファイルが読み込まれ，ビジネス
メッセージとして登録されます。ただし，サブディレクトリ下のファイルは登録されま
せん。

オプション

-rid ドキュメント受信者識別子
ビジネスメッセージのドキュメント受信者識別子を指定します。ここでは，ビジネ
スメッセージ送信先のクライアント企業の取引先識別子を指定します。このオプ
ションは必ず指定してください。

-ft ドキュメント形式
添付するドキュメントのドキュメント形式を指定します。このオプションは必ず指
定してください。
指定できるドキュメント形式を次に示します。
• SecondGenEDI
• JEDICOS-XML
• JEDICOS
• J Protocol
• Mutuality defined

-dt ドキュメント種別
添付するドキュメントのドキュメント種別を指定します。このオプションは必ず指
定してください。
指定できるドキュメント種別は，-ftオプションで指定したドキュメント形式ごとに
異なります。指定できる組み合わせについては，「3.2.4(1)　ドキュメント形式とド
キュメント種別」を参照してください。

-ct ドキュメント圧縮形式
添付するドキュメントのドキュメント圧縮形式を指定します。ドキュメントを圧縮
しない場合，このオプションは省略できます。
指定する内容については，「3.2.4(2)　ドキュメント圧縮形式」を参照してください。

-file ドキュメントファイル名
ドキュメントファイル名をフルパスで指定します。-dirオプションが指定されてい
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る場合は指定できません。-dirオプションを指定しない場合，このオプションを必
ず指定してください。

-dir ドキュメントディレクトリ名
ドキュメントファイルの保存先ディレクトリ名をフルパスで指定します。-fileオプ
ションが指定されている場合は指定できません。-fileオプションを指定しない場合，
このオプションを必ず指定してください。

-del { ON | OFF }
ビジネスメッセージの登録後，添付したドキュメントファイルをドキュメントディ
レクトリから削除するかどうかを指定します。
• ON：登録後にドキュメントファイルを削除します。
• OFF：登録後，ドキュメントファイルをドキュメントディレクトリに残します。

指定を省略した場合は，"ON"が指定されます。
"ON"または "OFF"は大文字・小文字が区別されません。大文字・小文字を混在さ
せて指定することもできます。

戻り値

戻り値 内容

0 正常終了
ビジネスメッセージをデータベースに登録しました。

1 警告付き正常終了
登録対象のビジネスメッセージのうち，登録に失敗したものがあります。要因を次
に示します。
• 処理を継続できるデータベースアクセスエラーが発生した。
• ドキュメントファイルのサイズが 0バイトである。
• ドキュメントファイルの BASE64エンコーディング後，ドキュメントの最大長
が，サーバ共通定義ファイルのサイズ定義（ebxml.mssl.size.document.dataプ
ロパティ）で指定したサイズを超えた。

• -dirオプションで指定したディレクトリの下に，ファイルが存在しない。

2 異常終了（システム定義エラー）

3 異常終了（引数エラー）

4 異常終了（実行時エラー）
登録対象のビジネスメッセージを全件登録する前に，処理が中断されました。要因
を次に示します。
• ドキュメント受信者識別子が登録されてない。
• ドキュメント受信者の取引先状態が "取引停止 "状態である。
• ドキュメントファイル読み込み時に，指定したドキュメントファイルがなかっ
た。

• ドキュメントファイルの読み込みに失敗した。
• ドキュメントファイルの BASE64エンコーディングに失敗した。
• データベースへの接続に失敗した。
• ビジネスメッセージの登録時，データベースアクセスエラーが発生した。
• メモリ不足など内部エラーが発生した。

なお，処理の途中で実行時エラーになった場合，それまでに登録に成功したビジネ
スメッセージはロールバックされません。
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実行例

特定のドキュメント（C:¥send¥po.xml）をビジネスメッセージとしてデータベースに登
録する場合の実行例を，次に示します。

ドキュメントディレクトリ（C:¥send）下にあるすべてのドキュメントを，ビジネス
メッセージとしてデータベースに登録する場合の実行例を，次に示します。

HSRSRegisterPartner（取引先識別子登録）

形式
　
HSRSRegisterPartner -cf 取引先識別子ファイル名
　

機能

ユーザーが取引先識別子ファイルに記述した取引先識別子をデータベースに一括登録し
ます。登録時，取引先状態は "取引中 "で登録されます。

オプション

-cf 取引先識別子ファイル名
取引先識別子ファイルのファイル名をフルパスで指定します。このオプションは必
ず指定してください。

戻り値

HSRSPutMessage.bat -rid C000000000000001 -ft JEDICOS-XML -dt "Purchase Order" 
-file C:¥send¥po.xml

HSRSPutMessage.bat -rid C000000000000001 -ft JEDICOS-XML -dt "Purchase Order" 
-dir  C:¥send

戻り値 内容

0 正常終了
取引先識別子ファイルに記述されている取引先識別子を，全件データベースに登録し
ました。

1 警告付き正常終了
取引先識別子ファイルに記述されている取引先識別子のうち，データベースへの登録
に失敗したものがあります。要因を次に示します。
• 取引先識別子がすでにデータベースにある。
• 取引先識別子ファイルの内容が空ファイルである。
• 処理を継続できるデータベースアクセスエラーが発生した。

2 異常終了（システム定義エラー）

3 異常終了（引数エラー）
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実行例

取引先識別子ファイルに記述した取引先識別子をデータベースに登録する場合の実行例
を，次に示します。

HSRSRegisterPartnerUri（取引先 URI登録）

形式
　
HSRSRegisterPartnerUri -cf 取引先URIファイル名
　

機能

ユーザーが取引先URIファイルに記述した取引先 URIをデータベースに一括登録しま
す。

オプション

-cf 取引先 URIファイル名
取引先URIファイルのファイル名をフルパスで指定します。このオプションは必ず
指定してください。

戻り値

4 異常終了（実行時エラー）
取引先識別子ファイルに記述されている取引先識別子を全件登録する前に，処理が中
断されました。要因を次に示します。
• 取引先識別子ファイルの読み込みに失敗した。
• 取引先識別子ファイルに記述された取引先識別子の長さに誤りがある。
• 取引先識別子ファイル内に同一名称の取引先識別子が記述されている。
• データベースへの接続に失敗した。
• 処理を継続できないデータベースアクセスエラーが発生した。
• メモリ不足などの内部エラーが発生した。

なお，処理の途中で実行時エラーになった場合，それまでに登録に成功した取引先識
別子はロールバックされません。

HSRSRegisterPartner.bat -cf C:¥data¥id.txt

戻り値 内容

0 正常終了
取引先 URIファイルに記述されている取引先URIを，全件データベースに登録し
ました。

戻り値 内容
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実行例

取引先 URIファイルに記述した取引先 URIをデータベースに登録する場合の実行例を，
次に示します。

HSRSRemoveMessage（ビジネスメッセージ削除）

形式
　
HSRSRemoveMessage [-sid ドキュメント送信者識別子]
                  [-rid ドキュメント受信者識別子]
                  [-mid ドキュメント識別子]
                  [-sd 開始日時]
                  [-ed 終了日時]
                  [-force]
　

機能

"取得済み "状態のビジネスメッセージのうち，ビジネスメッセージ保持期間を過ぎたビ
ジネスメッセージをデータベースから削除します。

オプション

オプションを指定すると，指定した条件で絞り込まれた "取得済み "状態のビジネスメッ

1 警告付き正常終了
取引先URIファイルに記述されている取引先 URIのうち，データベースへの登録
に失敗したものがあります。要因を次に示します。
• 取引先 URIがすでにデータベースにある。
• 処理を継続できるデータベースアクセスエラーが発生した。
• 取引先 URIファイルが空ファイルである。

2 異常終了（システム定義エラー）

3 異常終了（引数エラー）

4 異常終了（実行時エラー）
取引先識 URIファイルに記述されている取引先 URIを全件登録する前に，処理が
中断されました。要因を次に示します。
• 取引先 URIファイルの読み込みに失敗した。
• 取引先 URIファイルに記述された取引先 URIの長さに誤りがある。
• 取引先 URIファイル内に同一名称の取引先 URIが記述されている。
• データベースへの接続に失敗した。
• 処理を継続できないデータベースアクセスエラーが発生した。
• メモリ不足などの内部エラーが発生した。

なお，処理の途中で実行時エラーになった場合，それまでに登録に成功した取引先
URIはロールバックされません。

HSRSRegisterPartnerUri.bat -cf C:¥data¥uri.txt

戻り値 内容
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セージを削除します。すべてのオプションを省略した場合は，削除できるすべてのビジ
ネスメッセージを削除します。

-sid ドキュメント送信者識別子
ビジネスメッセージのドキュメント送信者識別子を指定します。このオプションは
省略できます。

-rid ドキュメント受信者識別子
ビジネスメッセージのドキュメント受信者識別子を指定します。このオプションは
省略できます。

-mid ドキュメント識別子
ビジネスメッセージのドキュメント識別子を指定します。このオプションは省略で
きます。

-sd 開始日時
検索したい期間の開始日時を指定します。このオプションを指定すると，開始日時
以降にデータベースに登録されたビジネスメッセージを削除できます。このオプ
ションは省略できます。
開始日時の形式は YYYYMMDDhhmmss形式で，"YYYY"は必ず指定してくださ
い。"YYYY"以外を省略した場合，"YYYY0101000000"が指定されます。
• YYYY：年（1970～ 2038）
• MM：月（01～ 12）
• DD：日（01～ 31）
• hh：時（00～ 23）
• mm：分（00～ 59）
• ss：秒（00～ 59）

-ed 終了日時
検索したい期間の終了日時を指定します。このオプションを指定すると，終了日時
以前にデータベースに登録されたビジネスメッセージを削除できます。このオプ
ションは省略できます。
終了日時には，開始日時よりもあとの日時を指定してください。指定形式は開始日
時と同じで，"YYYY"以外を省略した場合，"YYYY1231235959"が指定されます。

-force
このオプションを指定すると，"取得済み "状態でビジネスメッセージ保持期間を過
ぎたビジネスメッセージに加え，"未取得 "状態でビジネスメッセージ保持期間を過
ぎたビジネスメッセージもデータベースから強制的に削除できます。このオプショ
ンは省略できます。
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戻り値

注　このコマンドでは，戻り値 1は出力されません。

実行例

"取得済み "状態のビジネスメッセージのうち，ビジネスメッセージ保持期間を過ぎたす
べてのビジネスメッセージを削除する場合の実行例を，次に示します。

送信元のクライアント企業を特定して，"取得済み "状態でかつビジネスメッセージ保持
期間を過ぎたビジネスメッセージを削除する場合の実行例を，次に示します。

"取得済み "状態でかつビジネスメッセージ保持期間を過ぎたビジネスメッセージを，ド
キュメント送信者識別子およびドキュメント識別子で特定して削除する場合の実行例を，
次に示します。

2006/04/01から 2006/04/30までの期間にデータベースに登録されたビジネスメッセージ
のうち，"取得済み "状態でかつビジネスメッセージ保持期間を過ぎたすべてのビジネス
メッセージを削除する場合の実行例を，次に示します。

戻り値 内容

0 正常終了
削除対象のビジネスメッセージを全件データベースから削除しました。または，条件
に合うビジネスメッセージがありませんでした。

2 異常終了（システム定義エラー）

3 異常終了（引数エラー）

4 異常終了（実行時エラー）
削除対象のビジネスメッセージを全件削除する前に，処理が中断されました。要因を
次に示します。
• データベースへの接続に失敗した。
• 処理を継続できないデータベースアクセスエラーが発生した。
• メモリ不足などの内部エラーが発生した。

なお，処理の途中で実行時エラーになった場合，それまでに削除に成功したビジネス
メッセージはロールバックされません。

HSRSRemoveMessage.bat

HSRSRemoveMessage.bat -sid C000000000000001

HSRSRemoveMessage.bat -sid C000000000000001 -rid S000000000000000 -mid 
20060418063642-4227063e2a664f4299b4440e07833adf@C000000000000001.com

HSRSRemoveMessage.bat -sd 20060401 -ed 20060430
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HSRSRemovePartner（取引先識別子削除）

形式
　
HSRSRemovePartner -cf 取引先識別子ファイル名
　

機能

ユーザーが取引先識別子ファイルに記述した取引先識別子のうち，"取引停止 "状態の取
引先識別子を，データベースから削除します。

オプション

-cf 取引先識別子ファイル名
取引先識別子ファイルのファイル名をフルパスで指定します。このオプションは必
ず指定してください。

戻り値

実行例

取引先識別子ファイルに記述した取引先識別子をデータベースから削除する場合の実行
例を，次に示します。

戻り値 内容

0 正常終了
取引先識別子ファイルに記述されている取引先識別子を，全件データベースか
ら削除しました。

1 警告付き正常終了
取引先識別子ファイルに記述されている取引先識別子のうち，データベースか
らの削除に失敗したものがあります。要因を次に示します。
• 取引先識別子がすでにデータベースにない。
• 取引先状態が "取引停止 "状態でない。
• 処理を継続できるデータベースアクセスエラーが発生した。
• 取引先識別子ファイルが空ファイルである。

2 異常終了（システム定義エラー）

3 異常終了（引数エラー）

4 異常終了（実行時エラー）
取引先識別子ファイルに記述されている取引先識別子を全件削除する前に，処
理が中断されました。要因を次に示します。
• 取引先識別子ファイルの読み込みに失敗した。
• 取引先識別子ファイルに記述された取引先識別子の長さに誤りがある。
• 取引先識別子ファイル内に同一名称の取引先識別子が記述されている。
• データベースへの接続に失敗した。
• 処理を継続できないデータベースアクセスエラーが発生した。
• メモリ不足などの内部エラーが発生した。

なお，処理の途中で実行時エラーになった場合，それまでに削除に成功した取
引先識別子はロールバックされません。
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HSRSRemovePartnerUri（取引先 URI削除）

形式
　
HSRSRemovePartnerUri -cf 取引先URIファイル名
　

機能

ユーザーが取引先 URIファイルに記述した取引先 URIを，データベースから削除しま
す。

オプション

-cf 取引先 URIファイル名
取引先 URIファイルのファイル名をフルパスで指定します。このオプションは必ず
指定してください。

戻り値

HSRSRemovePartner.bat -cf C:¥data¥id.txt

戻り値 内容

0 正常終了
取引先 URIファイルに記述されている取引先 URIを，全件データベースから削
除しました。

1 警告付き正常終了
取引先 URIファイルに記述されている取引先 URIのうち，データベースからの
削除に失敗したものがあります。要因を次に示します。
• 取引先 URIがすでにデータベースにない。
• 処理を継続できるデータベースアクセスエラーが発生した。
• 取引先 URIファイルが空ファイルである。

2 異常終了（システム定義エラー）

3 異常終了（引数エラー）

4 異常終了（実行時エラー）
取引先 URIファイルに記述されている取引先 URIを全件削除する前に，処理が
中断されました。要因を次に示します。
• 取引先 URIファイルの読み込みに失敗した。
• 取引先 URIファイルに記述された取引先 URIの定義に誤りがある。
• 取引先 URIファイル内に同一名称の取引先 URIが記述されている。
• データベースへの接続に失敗した。
• 処理を継続できないデータベースアクセスエラーが発生した。
• メモリ不足などの内部エラーが発生した。

なお，処理の途中で実行時エラーになった場合，それまでに削除に成功した取引
先 URIはロールバックされません。
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実行例

取引先 URIファイルに記述した取引先 URIをデータベースから削除する場合の実行例
を，次に示します。

HSRSStartBusiness（取引先状態変更（取引開始））

形式
　
HSRSStartBusiness -cf 取引先識別子ファイル名
　

機能

ユーザーが取引先識別子ファイルに記述した取引先識別子を持つクライアント企業の取
引先状態を "取引停止 "から "取引中 "に変更します。

オプション

-cf 取引先識別子ファイル名
取引先識別子ファイルのファイル名をフルパスで指定します。このオプションは必
ず指定してください。

戻り値

HSRSRemovePartnerUri.bat -cf C:¥data¥uri.txt

戻り値 内容

0 正常終了
該当するクライアント企業の取引先状態を全件変更しました。

1 警告付き正常終了
取引先識別子ファイルに記述されている取引先識別子のうち，取引先状態の変更
に失敗したものがあります。要因を次に示します。
• 該当する取引先識別子がデータベースにない。
• 取引先状態が "取引停止 "状態でない。
• 処理を継続できるデータベースアクセスエラーが発生した。
• 取引先識別子ファイルが空ファイルである。

2 異常終了（システム定義エラー）

3 異常終了（引数エラー）



9.　コマンド

148

実行例

取引先識別子ファイルに記述した取引先識別子を持つクライアント企業の取引先状態を "
取引中 "に変更する場合の実行例を，次に示します。

HSRSStopBusiness（取引先状態変更（取引停止））

形式
　
HSRSStopBusiness -cf 取引先識別子ファイル名
　

機能

ユーザーが取引先識別子ファイルに記述した取引先識別子を持つクライアント企業の取
引先状態を "取引中 "から "取引停止 "に変更します。

オプション

-cf 取引先識別子ファイル名
取引先識別子ファイルのファイル名をフルパスで指定します。このオプションは必
ず指定してください。

戻り値

4 異常終了（実行時エラー）
該当するクライアント企業の取引先状態を全件変更する前に，処理が中断されま
した。要因を次に示します。
• 取引先識別子ファイルの読み込みに失敗した。
• 取引先識別子ファイルに記述された取引先識別子の長さに誤りがある。
• 取引先識別子ファイル内に同一名称の取引先識別子が記述されていた。
• データベースへの接続に失敗した。
• 処理を継続できないデータベースアクセスエラーが発生した。
• メモリ不足などの内部エラーが発生した。

なお，処理の途中で実行時エラーになった場合，それまでに状態変更に成功した
取引先識別子はロールバックされません。

HSRSStartBusiness.bat -cf C:¥data¥id.txt

戻り値 内容

0 正常終了
該当するクライアント企業の取引先状態を全件変更しました。

戻り値 内容
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実行例

取引先識別子ファイルに記述した取引先識別子を持つクライアント企業の取引先状態を "
取引停止 "に変更する場合の実行例を，次に示します。

HSRSUncompleteMessage（ドキュメント状態変更（強制引
き戻し））

形式
　
HSRSUncompleteMessage -mid ドキュメント識別子
                          -sid ドキュメント送信者識別子
                          -rid ドキュメント受信者識別子
　

機能

ビジネスメッセージのドキュメント状態を，"取得済み "状態から "未取得 "状態に変更
します。

なお，ビジネスメッセージのドキュメント状態は，状況照会 GUIからも変更できます。
詳細については，「7.　状況照会 GUI」を参照してください。

1 警告付き正常終了
取引先識別子ファイルに記述されている取引先識別子のうち，取引先状態の変更
に失敗したものがあります。失敗した原因を次に示します。
• 取引先識別子がデータベースにない。
• 取引先状態が "取引中 "状態でない。
• 処理を継続できるデータベースアクセスエラーが発生した。
• 取引先識別子ファイルが空ファイルである。

2 異常終了（システム定義エラー）

3 異常終了（引数エラー）

4 異常終了（実行時エラー）
該当するクライアント企業の取引先状態を全件変更する前に，処理が中断されま
した。要因を次に示します。
• 取引先識別子ファイルの読み込みに失敗した。
• 取引先識別子ファイルに記述された取引先識別子の長さに誤りがある。
• 取引先識別子ファイル内に同一名称の取引先識別子が記述されている。
• データベースへの接続に失敗した。
• 処理を継続できないデータベースアクセスエラーが発生した。
• メモリ不足などの内部エラーが発生した。

なお，処理の途中で実行時エラーになった場合でも，それまでに状態変更に成功
した取引先識別子はロールバックされません。

HSRSStopBusiness.bat -cf C:¥data¥id.txt

戻り値 内容
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オプション

-mid ドキュメント識別子
ビジネスメッセージのドキュメント識別子を指定します。このオプションは必ず指
定してください。

-sid ドキュメント送信者識別子
ビジネスメッセージのドキュメント送信者識別子を指定します。このオプションは
必ず指定してください。

-rid ドキュメント受信者識別子
ビジネスメッセージのドキュメント受信者識別子を指定します。このオプションは
必ず指定してください。

戻り値

実行例

CMS Lightサーバのシステムが受信したビジネスメッセージのドキュメント状態を，強
制的に "未取得 "状態に変更する場合の実行例を，次に示します。

戻り値 内容

0 正常終了
ドキュメント状態を正常に変更しました。

1 警告付き正常終了
ドキュメント状態がすでに "未取得 "でした。または，条件に合うビジネスメッ
セージがありませんでした。

2 異常終了（システム定義エラー）

3 異常終了（引数エラー）

4 異常終了（実行時エラー）
ドキュメント状態を変更できませんでした。要因を次に示します。
• データベースへの接続に失敗した。
• 処理を継続できないデータベースアクセスエラーが発生した。
• メモリ不足などの内部エラーが発生した。

なお，処理の途中で実行時エラーになった場合，それまでに状態変更に成功したビ
ジネスメッセージはロールバックされません。

HSRSUncompleteMessage.bat -mid 
20060418063642-4227063e2a664f4299b4440e07833adf@C000000000000001.com -sid 
C000000000000001 -rid S000000000000000
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10　メッセージ
この章では，CMS Lightサーバが出力するメッセージの出力
先，記述形式，および記述内容について説明します。

10.1　メッセージの概要

10.2　KDSR00001～ KDSR09999のメッセージ

10.3　KDSR10001～ KDSR19999のメッセージ

10.4　KDSR20001～ KDSR22999のメッセージ

10.5　KDSR30001～ KDSR32999のメッセージ
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10.1　メッセージの概要
ここでは，CMS Lightサーバが出力するメッセージの出力先，メッセージの説明で使用
する見出し，およびメッセージに出力されるデータベースのエラーコードについて説明
します。

10.1.1　メッセージの出力先
メッセージの出力先を次に示します。

• 標準エラー出力
• 標準出力
• エラーログ
• トレースログ
• 通信ログ
• 状況照会 GUIの画面
• ダイアログ
• クライアント企業のシステムのログ（CMS Lightサーバのシステムには出力されませ
ん）

出力先のうち，エラーログ，トレースログ，および通信ログの詳細については「6.2　ロ
グファイルの採取」を参照してください。

10.1.2　メッセージの説明で使用する見出し
ここでは，メッセージの説明で使用する，各見出しについて説明します。

KDSRnnnnn-XKDSRnnnnn-XKDSRnnnnn-XKDSRnnnnn-X（（（（YYYY））））

メッセージテキスト
可変値について説明します。

説明
メッセージが出力された要因，およびシステムの動作について説明します。

対処
ユーザーが実施する対処について説明します。
なお，対処方法の "保守員に連絡してください "とは，購入時の契約に基づいて，保
守員が弊社問い合わせ窓口へ連絡することを示します。

なお，"可変値に関する説明 "，"説明 "および "対処 "はメッセージによって記述しない
場合があります。

（1） メッセージ IDの形式

メッセージ IDの形式の詳細について説明します。
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KDSR
CMS Lightサーバのメッセージプレフィックスで，固定値です。

nnnnn
メッセージ IDの通し番号を示します。

X
メッセージのレベルを表します。メッセージのレベルは英字 1文字で示します。
メッセージのレベルを示す文字とその意味を次に示します。
• E
エラーレベルの障害が発生したことを通知するメッセージです。このメッセージ
が出力されたときは，処理を中断します。 

• W
警告レベルの障害が発生したことを通知するメッセージです。メッセージが出力
されたあとも処理を続行します。 

• I
システムの処理を通知するメッセージです。メッセージが出力されたあとも処理
を続行します。

（Y）
メッセージの出力先を表します。出力先は英字 1文字で示します。
出力先を示す文字とその意味を次に示します。
• S：標準出力，または標準エラー出力
• E：エラーログ
• T：トレースログ
• N：通信ログ
• G：状況照会 GUIの画面
• D：ダイアログ
• C：クライアント企業のシステムのログ

10.1.3　データベースのエラーコードと HiRDBのメッセージ
IDとの関係

データベースアクセスエラーが発生した場合に CMS Lightサーバがメッセージに出力す
るエラーコードと，HiRDBのメッセージ IDとの関係を，次に示します。

表 10-1　データベースのエラーコードと HiRDBのメッセージ IDとの関係

項番 データベースのエラーコード HiRDBのメッセージ ID

1 -nnn KFPA11nnn

2 -1nnn KFPA19nnn

3 +nnn KFPA12nnn
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注　表で示した "nnn"は，HiRDBのメッセージ IDの通し番号です。

CMS Lightサーバが出力するメッセージにエラーコードが表示されている場合，エラー
コードを基に，該当する HiRDBまたは Cosminexusのメッセージを参照してください。
HiRDBのメッセージの詳細については，マニュアル「HiRDB メッセージ」を，
Cosminexusのメッセージの詳細については，マニュアル「Cosminexus メッセージ」を
参照してください。

4 0 HiRDBのエラーではなく，Cosminexus関連（Cosminexus 
DABroker Library）のエラーです。Cosminexusのメッセー
ジを参照してください。

5 上記以外

項番 データベースのエラーコード HiRDBのメッセージ ID
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10.2　KDSR00001～ KDSR09999のメッセー
ジ

KDSR00001-EKDSR00001-EKDSR00001-EKDSR00001-E（（（（SSSS））））

{0}システムプロパティが指定されていません。
{0}：システムプロパティ名

説明
J2EEサーバ用ユーザープロパティファイルにシステムプロパティが指定されてい
ません。

CMS Lightサーバの初期化※を中断します。

注※
CMS Lightサーバの内部アプリケーション（ビジネスメッセージ送受信アプリ
ケーション，状況照会アプリケーション）およびコマンドの初期化を意味しま
す。初期化のタイミングを次に示します。
• J2EEアプリケーションのデプロイ時
• コマンド起動時

対処
J2EEサーバ用ユーザープロパティファイルにシステムプロパティを指定してくだ
さい。J2EEサーバ用ユーザープロパティファイルの編集方法については，「4.5.3(1)
　J2EEサーバ用ユーザープロパティファイル」を参照してください。

KDSR00002-EKDSR00002-EKDSR00002-EKDSR00002-E（（（（SSSS））））

{0}システムプロパティの値に誤りがあります。(値 ={1})
{0}：システムプロパティ名
{1}：システムプロパティの値

説明
J2EEサーバ用ユーザープロパティファイルに指定されたシステムプロパティの値
に誤りがあります。

CMS Lightサーバの初期化※を中断します。

注※
CMS Lightサーバの内部アプリケーション（ビジネスメッセージ送受信アプリ
ケーション，状況照会アプリケーション）およびコマンドの初期化を意味しま
す。初期化のタイミングを次に示します。
• J2EEアプリケーションのデプロイ時
• コマンド起動時

対処
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システムプロパティに正しい値を指定してください。J2EEサーバ用ユーザープロ
パティファイルの編集方法については，「4.5.3(1)　J2EEサーバ用ユーザープロパ
ティファイル」を参照してください。

KDSR00003-EKDSR00003-EKDSR00003-EKDSR00003-E（（（（SSSS））））

サーバ共通定義ファイルが存在しません。(ファイル名 ={0})
{0}：サーバ共通定義ファイル名

説明
サーバ共通定義ファイルがありません。

CMS Lightサーバの初期化※を中断します。

注※
CMS Lightサーバの内部アプリケーション（ビジネスメッセージ送受信アプリ
ケーション，状況照会アプリケーション）およびコマンドの初期化を意味しま
す。初期化のタイミングを次に示します。
• J2EEアプリケーションのデプロイ時
• コマンド起動時

対処
<CMS Lightサーバのインストールディレクトリ >¥confにサーバ共通定義ファイル
を格納してください。

KDSR00004-EKDSR00004-EKDSR00004-EKDSR00004-E（（（（SSSS））））

サーバ共通定義ファイルの読み取り権限がありません。(ファイル名 ={0})
{0}：サーバ共通定義ファイル名

説明
サーバ共通定義ファイルの読み取り権限がありません。

CMS Lightサーバの初期化※を中断します。

注※
CMS Lightサーバの内部アプリケーション（ビジネスメッセージ送受信アプリ
ケーション，状況照会アプリケーション）およびコマンドの初期化を意味しま
す。初期化のタイミングを次に示します。
• J2EEアプリケーションのデプロイ時
• コマンド起動時

対処
サーバ共通定義ファイルのアクセス権限を見直してください。

KDSR00005-EKDSR00005-EKDSR00005-EKDSR00005-E（（（（SSSS））））

サーバ共通定義ファイルの読み込みに失敗しました。(ファイル名 ={0})
{0}：サーバ共通定義ファイル名



10.　メッセージ

157

説明
サーバ共通定義ファイルの読み込みに失敗しました。

CMS Lightサーバの初期化※を中断します。

注※
CMS Lightサーバの内部アプリケーション（ビジネスメッセージ送受信アプリ
ケーション，状況照会アプリケーション）およびコマンドの初期化を意味しま
す。初期化のタイミングを次に示します。
• J2EEアプリケーションのデプロイ時
• コマンド起動時

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR00006-EKDSR00006-EKDSR00006-EKDSR00006-E（（（（SSSS））））

{0}プロパティが指定されていません。
{0}：プロパティ名

説明
サーバ共通定義ファイルにプロパティが指定されていません。

CMS Lightサーバの初期化※を中断します。

注※
CMS Lightサーバの内部アプリケーション（ビジネスメッセージ送受信アプリ
ケーション，状況照会アプリケーション）およびコマンドの初期化を意味しま
す。初期化のタイミングを次に示します。
• J2EEアプリケーションのデプロイ時
• コマンド起動時

対処
サーバ共通定義ファイルにプロパティを指定してください。サーバ共通定義ファイ
ルについては，「8.2　サーバ共通定義ファイル」を参照してください。

KDSR00007-EKDSR00007-EKDSR00007-EKDSR00007-E（（（（SSSS））））

{0}プロパティの値に誤りがあります。(値 ={1})
{0}：プロパティ名
{1}：プロパティの値

説明
サーバ共通定義ファイルに指定されたプロパティの値に誤りがあります。

CMS Lightサーバの初期化※を中断します。

注※
CMS Lightサーバの内部アプリケーション（ビジネスメッセージ送受信アプリ
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ケーション，状況照会アプリケーション）およびコマンドの初期化を意味しま
す。初期化のタイミングを次に示します。
• J2EEアプリケーションのデプロイ時
• コマンド起動時

対処
サーバ共通定義ファイルのプロパティに正しい値を指定してください。サーバ共通
定義ファイルについては，「8.2　サーバ共通定義ファイル」を参照してください。

KDSR00008-EKDSR00008-EKDSR00008-EKDSR00008-E（（（（SSSS））））

ログの出力開始処理が失敗しました。({0},{1})
{0}：エラーメソッド名称
{1}：エラー位置・原因

説明
ログの出力開始処理が失敗しました。

CMS Lightサーバの初期化※を中断します。

注※
CMS Lightサーバの内部アプリケーション（ビジネスメッセージ送受信アプリ
ケーション，状況照会アプリケーション）およびコマンドの初期化を意味しま
す。初期化のタイミングを次に示します。
• J2EEアプリケーションのデプロイ時
• コマンド起動時

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR00009-EKDSR00009-EKDSR00009-EKDSR00009-E（（（（SSSS））））

ログの出力処理が失敗しました。({0},{1})
{0}：エラーメソッド名称
{1}：エラー位置・原因

説明
ログの出力処理が失敗しました。
CMS Lightサーバの処理を続行します。

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR00010-EKDSR00010-EKDSR00010-EKDSR00010-E（（（（SSSS））））

ログの出力終了処理が失敗しました。({0},{1})
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{0}：エラーメソッド名称
{1}：エラー位置・原因

説明
ログの出力終了処理が失敗しました。
CMS Lightサーバの処理を続行します。

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR00011-EKDSR00011-EKDSR00011-EKDSR00011-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

JP1/Baseの jevsendコマンドが起動できませんでした。

説明
JP1/Baseの jevsendコマンドが起動できませんでした。

対処
JP1/Baseの jevsendコマンドが格納されているディレクトリが，システムの PATH
環境変数に設定されているか，または，J2EEサーバ用セキュリティポリシーファ
イルの内容が正しいかを確認してください。

KDSR00012-EKDSR00012-EKDSR00012-EKDSR00012-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

JP1/Baseの jevsendコマンドでエラーが発生しました。(戻り値 ={0})
{0}：JP1/Baseの jevsendコマンドの戻り値

説明
JP1/Baseの jevsendコマンドが正常終了しませんでした。

対処
JP1/Baseのマニュアルでコマンドの戻り値に対する対処を確認してください。

KDSR00014-EKDSR00014-EKDSR00014-EKDSR00014-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメントのサイズに誤りがあります。

説明
BASE64デコーディングするドキュメントのサイズが 4の倍数ではありません。

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR00015-EKDSR00015-EKDSR00015-EKDSR00015-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

UnsupportedEncodingExceptionが発生しました。

説明
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BASE64処理で UnsupportedEncodingExceptionが発生しました。

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR00016-EKDSR00016-EKDSR00016-EKDSR00016-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメントのフォーマットに誤りがあります。

説明
BASE64デコーディングするドキュメントの最後から 4バイトまたは 3バイト目に
"="が含まれています。

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR01001-WKDSR01001-WKDSR01001-WKDSR01001-W（（（（SSSS））））

{0}プロパティにデフォルト値を適用しました。(値 ={1})
{0}：プロパティ名
{1}：プロパティの値

説明
サーバ共通定義ファイルに指定されたプロパティの値に誤りがあるため，デフォル
ト値を適用しました。

CMS Lightサーバの初期化※を続行します。

注※
CMS Lightサーバの内部アプリケーション（ビジネスメッセージ送受信アプリ
ケーション，状況照会アプリケーション）およびコマンドの初期化を意味しま
す。初期化のタイミングを次に示します。
• J2EEアプリケーションのデプロイ時
• コマンド起動時

対処
サーバ共通定義ファイルのプロパティに正しい値を指定してください。サーバ共通
定義ファイルについては，「8.2　サーバ共通定義ファイル」を参照してください。

KDSR01002-WKDSR01002-WKDSR01002-WKDSR01002-W（（（（EEEE，，，，TTTT））））
{0}

{0}：スタックトレース

説明
CMS Lightサーバで発生した例外のスタックトレースです。
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KDSR02001-IKDSR02001-IKDSR02001-IKDSR02001-I（（（（TTTT））））

システムプロパティ情報 {0}={1}
{0}：システムプロパティ名
{1}：システムプロパティの値

説明
J2EEサーバ用ユーザープロパティファイル（usrconf.properties）に定義されたシ
ステムプロパティの情報です。
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10.3　KDSR10001～ KDSR19999のメッセー
ジ

KDSR10001-EKDSR10001-EKDSR10001-EKDSR10001-E（（（（CCCC））））

SOAPメッセージに誤りがあります。({0})
{0}：詳細エラーコード
詳細エラーコードとは，メッセージ ID（KDSRnnnnn-X）の nnnnn部分のことです。

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションが不正な SOAPメッセージを受信しま
した。
クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
詳細エラーコードが示すメッセージの対処方法を参照してください。

KDSR10002-EKDSR10002-EKDSR10002-EKDSR10002-E（（（（CCCC））））

uCosminexus Message Service Server Light for ebXMLで障害が発生しました。({0})
{0}：詳細エラーコード
詳細エラーコードとは，メッセージ ID（KDSRnnnnn-X）の nnnnn部分のことです。

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションで障害が発生しました。
クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
詳細エラーコードが示すメッセージの対処方法を参照してください。

KDSR10003-EKDSR10003-EKDSR10003-EKDSR10003-E（（（（SSSS））））

ビジネスメッセージ送受信アプリケーションが初期化されていません。

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションが正しく初期化されていません。
クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションを起動したときに出力されるメッセー
ジの対処方法を参照してください。
出力されるメッセージのメッセージ IDを次に示します。
• KDSR00001-E
• KDSR00002-E
• KDSR00003-E
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• KDSR00004-E
• KDSR00005-E
• KDSR00006-E
• KDSR00007-E
• KDSR00008-E

KDSR10004-EKDSR10004-EKDSR10004-EKDSR10004-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

SOAPメッセージの XMLスキーマ検証に失敗しました。

説明
受信した SOAPメッセージの XMLスキーマ検証に失敗しました。
クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
クライアント企業に対して，正しい SOAPメッセージを送信するよう指示してくだ
さい。

KDSR10005-EKDSR10005-EKDSR10005-EKDSR10005-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

対象外の SOAPメッセージです。

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションが対象外の SOAPメッセージを受信し
ました。
クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
クライアント企業に対して，正しい SOAPメッセージを送信するよう指示してくだ
さい。

KDSR10006-EKDSR10006-EKDSR10006-EKDSR10006-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

{0}要素に値が指定されていません。
{0}：要素名

説明
受信した SOAPメッセージの要素に値が指定されていません。クライアント企業の
システムに SOAP Faultメッセージを送信します。
メッセージに出力される要素名を，次に示します。

表 10-2　メッセージに出力される要素名（KDSR10006-E）

項番 出力されるタイミング 要素名 意味

1 ビジネスメッセージ送
信要求受付時・ビジネ
スメッセージ受信時共
通

From 取引先 URIが指定されていません。
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対処
クライアント企業に対して，正しい SOAPメッセージを送信するよう指示してくだ
さい。

KDSR10007-EKDSR10007-EKDSR10007-EKDSR10007-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

データベースアクセスエラーが発生しました。(エラーコード ={0})
{0}：データベースのエラーコード

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションでデータベースアクセスエラーが発生
しました。

2 To サーバ URIが指定されていません。

3 MessageId SOAPメッセージの識別子が指定され
ていません。

4 Timestamp SOAPメッセージの作成日時が指定さ
れていません。

5 ビジネスメッセージ受
信時

messageId ドキュメント識別子が指定されていま
せん。

6 data ドキュメントが指定されていません。

7 senderId ドキュメント送信者識別子（取引先識
別子）が指定されていません。

8 receiverId ドキュメント受信者識別子（サーバ識
別子）が指定されていません。

9 formatType ドキュメント形式が指定されていませ
ん。

10 documentType ドキュメント種別が指定されていませ
ん。

11 compressType ドキュメント圧縮形式が指定されてい
ません。

12 OptionalFormatType ドキュメント種別は指定されています
が，ドキュメント形式が指定されてい
ません。

13 OptionalDocumentType ドキュメント形式は指定されています
が，ドキュメント種別は指定されてい
ません。

14 ビジネスメッセージ送
信要求受付時

messageId ドキュメント識別子が指定されていま
せん。

15 senderId ドキュメント送信者識別子（サーバ識
別子）が指定されていません。

16 receiverId ドキュメント受信者識別子（取引先識
別子）が指定されていません。

項番 出力されるタイミング 要素名 意味
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クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
エラーコードを基に，該当するHiRDBのメッセージの対処に従ってください。エ
ラーコードとHiRDBのメッセージ IDとの関係については，「10.1.3　データベー
スのエラーコードとHiRDBのメッセージ IDとの関係」を参照してください。

KDSR10008-EKDSR10008-EKDSR10008-EKDSR10008-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

取引先 URIが存在しません。(取引先 URI={0})
{0}：MessageHeader要素下の From要素の値

説明
SOAPメッセージの SOAPヘッダ部に指定された取引先 URIが，HiRDBのテーブ
ル（HSRSPartnerUri）にありません。
クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
クライアント企業の情報を記述したマスターファイルで，取引先URIの設定を確認
してください。設定に誤りがある場合，設定を修正し，クライアント企業に SOAP
メッセージを再度送信するよう依頼してください。マスターファイルについては，
「5.5.4　マスターファイルを作成，更新する」を参照してください。
設定が正しい場合，クライアント企業のシステムに対して，正しい SOAPメッセー
ジを送信するよう指示してください。

KDSR10009-EKDSR10009-EKDSR10009-EKDSR10009-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

サーバ URIが一致しません。(サーバ URI={0})
{0}：MessageHeader要素下の To要素の値

説明
SOAPメッセージの SOAPヘッダ部に指定されたサーバ URIが，サーバ共通定義
ファイルに指定されたサーバURIと一致しません。
クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
サーバ共通定義ファイルのサーバURIの設定を確認してください。設定に誤りがあ
る場合，設定を修正し，クライアント企業のシステムに SOAPメッセージを再度送
信するよう依頼してください。
設定が正しい場合，クライアント企業のシステムに対して，正しい SOAPメッセー
ジを送信するよう指示してください。

KDSR10010-EKDSR10010-EKDSR10010-EKDSR10010-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

{0}要素の値に誤りがあります。(値 ={1})
{0}：要素名
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{1}：要素の値

説明
受信した SOAPメッセージの要素に指定された値に誤りがあります。クライアント
企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。
メッセージに出力される要素名を，次に示します。

表 10-3　メッセージに出力される要素名（KDSR10010-E）

対処
クライアント企業のシステムに対して，正しい SOAPメッセージを送信するよう指
示してください。

項番 出力されるタイミング 要素名 意味

1 ビジネスメッセージ送
信要求受付時・ビジネ
スメッセージ受信時共
通

From 取引先 URIの長さに誤りがあります。

2 To サーバ URIの長さに誤りがあります。

3 ビジネスメッセージ受
信時

messageId ドキュメント識別子の長さに誤りがあ
ります。

4 data ドキュメントの長さに誤りがありま
す。

5 senderId ドキュメント送信者識別子（取引先識
別子）の長さに誤りがあります。

6 receiverId ドキュメント受信者識別子（サーバ識
別子）の長さに誤りがあります。

7 formatType ドキュメント形式の長さに誤りがあり
ます。

8 documentType ドキュメント種別の長さに誤りがあり
ます。

9 compressType ドキュメント圧縮形式の長さに誤りが
あります。

10 OptionalFormatType ドキュメント形式の長さに誤りがあり
ます。

11 OptionalDocumentType ドキュメント種別の長さに誤りがあり
ます。

12 ビジネスメッセージ送
信要求受付時

messageId ドキュメント識別子の長さに誤りがあ
ります。

13 senderId ドキュメント送信者識別子（サーバ識
別子）の長さに誤りがあります。

14 receiverId ドキュメント受信者識別子（取引先識
別子）の長さに誤りがあります。
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KDSR10011-EKDSR10011-EKDSR10011-EKDSR10011-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

取引先識別子が存在しません。(取引先識別子 ={0})
{0}：取引先識別子（PutDocument要素下の senderId要素，GetDocument要素下の
receiverId要素，または ConfirmDocument要素下の receiverId要素の値）

説明
SOAPメッセージの SOAPボディ部に指定された取引先識別子が，HiRDBのテー
ブル（HSRSPartnerInfo）にありません。
クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
クライアント企業の情報を記述したマスターファイルで，取引先識別子の設定を確
認してください。設定に誤りがある場合，設定を修正し，クライアント企業のシス
テムに SOAPメッセージを再度送信するよう依頼してください。マスターファイル
については，「5.5.4　マスターファイルを作成，更新する」を参照してください。
設定が正しい場合，クライアント企業のシステムに対して，正しい SOAPメッセー
ジを送信するよう指示してください。

KDSR10012-EKDSR10012-EKDSR10012-EKDSR10012-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

取引先状態が "取引中 "ではありません。(取引先識別子 ={0})
{0}：取引先識別子（PutDocument要素下の senderId要素，GetDocument要素下の
receiverId要素，または ConfirmDocument要素下の receiverId要素の値）

説明
取引先識別子の取引先状態が "取引中 "ではありません。
クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
クライアント企業の情報を記述したマスターファイルで，取引先識別子の設定を確
認してください。設定に誤りがある場合，設定を修正し，クライアント企業のシス
テムに SOAPメッセージを再度送信するよう依頼してください。マスターファイル
については，「5.5.4　マスターファイルを作成，更新する」を参照してください。
設定が正しい場合，クライアント企業のシステムに対して，正しい SOAPメッセー
ジを送信するよう指示してください。

KDSR10013-EKDSR10013-EKDSR10013-EKDSR10013-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

サーバ識別子が一致しません。(サーバ識別子 ={0})
{0}：SOAPメッセージに指定されたサーバ識別子（PutDocument要素下の receiverId
要素，または ConfirmDocument要素下の senderId要素の値）

説明
SOAPメッセージの SOAPボディ部に指定されたサーバ識別子が，サーバ共通定義
ファイルに指定されたサーバ識別子と一致しません。
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クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
サーバ共通定義ファイルのサーバ識別子の設定を確認してください。設定に誤りが
ある場合，設定を修正し，クライアント企業のシステムに SOAPメッセージを再度
送信するよう依頼してください。
設定が正しい場合，クライアント企業のシステムに対して，正しい SOAPメッセー
ジを送信するよう指示してください。

KDSR10014-EKDSR10014-EKDSR10014-EKDSR10014-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージが存在しません。(ドキュメント送信者識別子 ={0},ドキュメント受信者識
別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2})

{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
{2}：ドキュメント識別子

説明
ビジネスメッセージがデータベースにありません。
クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
クライアント企業のシステムに対して，正しい SOAPメッセージを送信するよう指
示してください。

KDSR10015-EKDSR10015-EKDSR10015-EKDSR10015-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメントのファイル出力に失敗しました。(ファイル名 ={0},ドキュメント送信者識別子
={1},ドキュメント受信者識別子 ={2},ドキュメント識別子 ={3})

{0}：ドキュメントファイル名
{1}：ドキュメント送信者識別子
{2}：ドキュメント受信者識別子
{3}：ドキュメント識別子

説明
ビジネスメッセージに添付されたドキュメントのファイル出力に失敗しました。
ドキュメントのファイル出力を中断します。

対処
HSRSGetMessageコマンドを使用して，手動でファイル出力してください。

KDSR10016-EKDSR10016-EKDSR10016-EKDSR10016-E（（（（SSSS））））

ビジネスメッセージ送受信アプリケーションの初期化に失敗しました。

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションの初期化に失敗しました。
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ビジネスメッセージ送受信アプリケーションの初期化を中断します。

対処
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションを起動したときに出力されるメッセー
ジの対処方法を参照してください。
出力されるメッセージのメッセージ IDを次に示します。
• KDSR00001-E
• KDSR00002-E
• KDSR00003-E
• KDSR00004-E
• KDSR00005-E
• KDSR00006-E
• KDSR00007-E
• KDSR00008-E

KDSR10017-EKDSR10017-EKDSR10017-EKDSR10017-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

SOAP通信エラーが発生しました。({0})
{0}：SOAPException例外のエラーメッセージ

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションで SOAP通信エラーが発生しました。
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションの送受信を中断します。

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR10018-EKDSR10018-EKDSR10018-EKDSR10018-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））
{0}

{0}：SAXParseException例外のエラーメッセージ

説明
SOAPメッセージの XMLスキーマ検証で回復できないエラーが発生しました。
クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
KDSR10004-Eの対処方法を参照してください。

KDSR10019-EKDSR10019-EKDSR10019-EKDSR10019-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））
{0}

{0}：SAXParseException例外のエラーメッセージ

説明
SOAPメッセージの XMLスキーマ検証で回復できるエラーが発生しました。
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クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
KDSR10004-Eの対処方法を参照してください。

KDSR10020-EKDSR10020-EKDSR10020-EKDSR10020-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメント形式とドキュメント種別の組み合わせに誤りがあります。(ドキュメント形式 ={0},
ドキュメント種別 ={1})

{0}：ドキュメント形式
{1}：ドキュメント種別

説明
ドキュメント形式とドキュメント種別の組み合わせに誤りがあります。
クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
クライアント企業のシステムに対して，正しい SOAPメッセージを送信するよう指
示してください。
ドキュメント形式とドキュメント種別の組み合わせについては，「3.2.4(1)　ドキュ
メント形式とドキュメント種別」を参照してください。

KDSR10021-EKDSR10021-EKDSR10021-EKDSR10021-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

データベースアクセスエラーが発生しました。(詳細メッセージ ={0})
{0}：データベースのエラーメッセージ

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションで，データベースアクセスエラーが発
生しました。
クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR10022-EKDSR10022-EKDSR10022-EKDSR10022-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメントのファイル出力に失敗しました。(ドキュメント送信者識別子 ={0},ドキュメント
受信者識別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2},詳細メッセージ ={3})

{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
{2}：ドキュメント識別子
{3}：エラー詳細メッセージ

説明
ビジネスメッセージに添付されたドキュメントのファイル出力に失敗しました。



10.　メッセージ

171

ドキュメントのファイル出力を中断します。

対処
HSRSGetMessageコマンドを使用して，手動でファイル出力してください。

KDSR10023-EKDSR10023-EKDSR10023-EKDSR10023-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメントの BASE64デコーディングに失敗しました。(詳細メッセージ ={0})
{0}：BASE64処理のエラーメッセージ

説明
ドキュメントの BASE64デコーディングに失敗しました。
ドキュメントのファイル出力を中断します。

対処
詳細メッセージの対処方法を参照してください。
詳細メッセージのメッセージ IDを次に示します。
• KDSR00014-E
• KDSR00015-E
• KDSR00016-E

KDSR11001-WKDSR11001-WKDSR11001-WKDSR11001-W（（（（EEEE，，，，TTTT））））
{0}

{0}：スタックトレース

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションで発生した例外のスタックトレースで
す。

KDSR11002-WKDSR11002-WKDSR11002-WKDSR11002-W（（（（EEEE，，，，TTTT））））

受信したビジネスメッセージはすでに存在します。(ドキュメント送信者識別子 ={0},ドキュメ
ント受信者識別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2})

{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
{2}：ドキュメント識別子

説明
受信したビジネスメッセージが，すでにデータベースにあります。
クライアント企業のシステムに PutDocumentResponse(false)メッセージを送信し
ます。

KDSR11003-WKDSR11003-WKDSR11003-WKDSR11003-W（（（（EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメント状態が "取得済み "です。(ドキュメント送信者識別子 ={0},ドキュメント受信者識
別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2})
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{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
{2}：ドキュメント識別子

説明
ビジネスメッセージのドキュメント状態が "取得済み "です。
クライアント企業のシステムに ConfirmDocumentResponse(false)メッセージを送
信します。

KDSR11004-WKDSR11004-WKDSR11004-WKDSR11004-W（（（（EEEE，，，，TTTT））））
{0}

{0}：SAXParseException例外のエラーメッセージ

説明
SOAPメッセージの XMLスキーマ検証で警告が発生しました。
クライアント企業のシステムに SOAP Faultメッセージを送信します。

対処
KDSR10004-Eの対処方法を参照してください。

KDSR11005-WKDSR11005-WKDSR11005-WKDSR11005-W（（（（EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメントを取得失敗ディレクトリに出力しました。(ファイル名 ={0},ドキュメント送信者
識別子 ={1},ドキュメント受信者識別子 ={2},ドキュメント識別子 ={3})

{0}：ドキュメントファイル名
{1}：ドキュメント送信者識別子
{2}：ドキュメント受信者識別子
{3}：ドキュメント識別子

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションがドキュメントを取得失敗ディレクト
リに出力しました。

KDSR12001-IKDSR12001-IKDSR12001-IKDSR12001-I（（（（TTTT））））

ドキュメントを取得完了ディレクトリに出力しました。(ファイル名 ={0},ドキュメント送信者
識別子 ={1},ドキュメント受信者識別子 ={2},ドキュメント識別子 ={3})

{0}：ドキュメントファイル名
{1}：ドキュメント送信者識別子
{2}：ドキュメント受信者識別子
{3}：ドキュメント識別子

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションがドキュメントを取得完了ディレクト
リに出力しました。
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KDSR12003-IKDSR12003-IKDSR12003-IKDSR12003-I（（（（NNNN））））
{0} {1} {2}

{0}：SOAPメッセージの受信日時
{1}：出力識別子
{2}：受信した SOAPメッセージ

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションが受信した SOAPメッセージです。

KDSR12004-IKDSR12004-IKDSR12004-IKDSR12004-I（（（（NNNN））））
{0} {1} {2}

{0}：SOAPメッセージの送信日時
{1}：出力識別子
{2}：送信する SOAPメッセージ

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションが送信した SOAPメッセージです。

KDSR12005-IKDSR12005-IKDSR12005-IKDSR12005-I（（（（TTTT））））
{0}::{1}

{0}：クラス名
{1}：メソッド名

説明
クラスのメソッドが開始されました。

KDSR12006-IKDSR12006-IKDSR12006-IKDSR12006-I（（（（TTTT））））
{0}::{1}

{0}：クラス名
{1}：メソッド名

説明
クラスのメソッドが終了しました。

KDSR12007-IKDSR12007-IKDSR12007-IKDSR12007-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージ送受信アプリケーションの初期化に成功しました。

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションの初期化に成功しました。

KDSR12008-IKDSR12008-IKDSR12008-IKDSR12008-I（（（（TTTT））））

SOAPメッセージを受信しました。
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説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションが SOAPメッセージを受信しました。

KDSR12009-IKDSR12009-IKDSR12009-IKDSR12009-I（（（（TTTT））））

SOAPメッセージを送信しました。

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションが SOAPメッセージを送信しました。

KDSR12010-IKDSR12010-IKDSR12010-IKDSR12010-I（（（（TTTT））））

{0}処理を開始しました。
{0}：PutDocument，GetDocument，ConfirmDocumentのどれか

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションで各 SOAPメッセージの処理が開始さ
れました。

KDSR12011-IKDSR12011-IKDSR12011-IKDSR12011-I（（（（TTTT））））

{0}処理を終了しました。
{0}：PutDocument，GetDocument，ConfirmDocumentのどれか

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションで各 SOAPメッセージの処理が終了し
ました。

KDSR12012-IKDSR12012-IKDSR12012-IKDSR12012-I（（（（TTTT））））

ドキュメントのファイル出力を開始しました。

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションでドキュメントのファイル出力が開始
されました。

KDSR12013-IKDSR12013-IKDSR12013-IKDSR12013-I（（（（TTTT））））

ドキュメントのファイル出力を終了しました。

説明
ビジネスメッセージ送受信アプリケーションでドキュメントのファイル出力が終了
しました。

KDSR12014-IKDSR12014-IKDSR12014-IKDSR12014-I（（（（TTTT））））

プロパティ情報 {0}={1}
{0}：プロパティ名
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{1}：プロパティの値

説明
サーバ共通定義ファイルに定義されたプロパティの情報です。
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10.4　KDSR20001～ KDSR22999のメッセー
ジ

KDSR20001-EKDSR20001-EKDSR20001-EKDSR20001-E（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，GGGG））））

データベースの接続に失敗しました。

説明
データベース接続に失敗しました。
処理を中断します。

対処
データベースが正常に起動しているか確認し，起動していない場合は正しく起動さ
せてください。
データベースが正常に起動していた場合は，ログを採取し，保守員に連絡してくだ
さい。採取するログについては，「6.2　ログファイルの採取」を参照してください。

KDSR20002-EKDSR20002-EKDSR20002-EKDSR20002-E（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，GGGG））））

データベースアクセスエラーが発生しました。(エラーコード ={0})
{0}：データベースのエラーコード

説明
データベースアクセスエラーが発生しました。
処理を中断します。

対処
エラーコードを基に，該当する HiRDBのメッセージの対処に従ってください。エ
ラーコードと HiRDBのメッセージ IDとの関係については，「10.1.3　データベー
スのエラーコードと HiRDBのメッセージ IDとの関係」を参照してください。

KDSR20003-EKDSR20003-EKDSR20003-EKDSR20003-E（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，GGGG））））

状況照会アプリケーションの処理中に，継続できないエラーが発生しました。(詳細メッセージ
={0})

{0}：詳細エラーメッセージ

説明
処理が継続できないエラーが発生しました。
処理を中断します。

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。
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KDSR20004-EKDSR20004-EKDSR20004-EKDSR20004-E（（（（SSSS））））

状況照会アプリケーションの初期化に失敗しました。

説明
状況照会アプリケーションの初期化に失敗しました。
初期化処理を中断します。

対処
状況照会アプリケーションを起動したときに出力されるメッセージの対処方法を参
照してください。
出力されるメッセージのメッセージ IDを次に示します。
• KDSR00001-E
• KDSR00002-E
• KDSR00003-E
• KDSR00004-E
• KDSR00005-E
• KDSR00006-E
• KDSR00007-E
• KDSR00008-E

KDSR20005-EKDSR20005-EKDSR20005-EKDSR20005-E（（（（EEEE，，，，TTTT））））
{0}

{0}：スタックトレース

説明
エラー発生時の詳細情報です。

KDSR20006-EKDSR20006-EKDSR20006-EKDSR20006-E（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，GGGG））））

ページ遷移エラーが発生しました。

説明
不正なページ遷移が行われようとしました。
処理を中断します。

対処
ログイン画面に戻って再度ログインしてください。

KDSR20007-EKDSR20007-EKDSR20007-EKDSR20007-E（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，GGGG））））

状況照会アプリケーションの内部処理で，不正なドキュメント状態が指定されました。(状態
コード ={0})

{0}：ドキュメント状態コード

説明
内部エラーによって，状況照会アプリケーションの内部処理中に不正なドキュメン
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ト状態が指定されました。
処理を中断します。

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR20008-EKDSR20008-EKDSR20008-EKDSR20008-E（（（（GGGG））））

状況照会アプリケーションの初期化に失敗しているため，状況照会 GUIを使用できません。

説明
状況照会アプリケーションの初期化に失敗しているため，状況照会アプリケーショ
ンへのアクセスがキャンセルされました。
処理を中断します。

対処
状況照会アプリケーションを起動したときに出力されるメッセージの対処方法を参
照してください。
出力されるメッセージのメッセージ IDを次に示します。
• KDSR00001-E
• KDSR00002-E
• KDSR00003-E
• KDSR00004-E
• KDSR00005-E
• KDSR00006-E
• KDSR00007-E
• KDSR00008-E

KDSR20009-EKDSR20009-EKDSR20009-EKDSR20009-E（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，GGGG））））

状況照会アプリケーションの内部処理で，不正なソート条件が指定されました。

説明
内部エラーによって，不正なソート条件が指定されました。

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR20010-EKDSR20010-EKDSR20010-EKDSR20010-E（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，GGGG））））

状況照会アプリケーションの内部処理で，不正な一画面の表示件数が指定されました。

説明
内部エラーによって，一画面の表示件数に不正な値が指定されました。

対処
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ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR21001-WKDSR21001-WKDSR21001-WKDSR21001-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，GGGG））））

ログイン認証に失敗しました。ログイン ID・パスワードを確認して，再度ログインを実行して
ください。

説明
ログイン IDまたはパスワードに誤りがあるため，ログイン認証に失敗しました。

対処
ログイン IDとパスワードを再確認して，再度ログインしてください。

KDSR21002-WKDSR21002-WKDSR21002-WKDSR21002-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，GGGG））））

セッションがタイムアウトしたか，またはセッションが無効です。ログインページから再度ロ
グインしてください。

説明
セッションが無効な状態でページにアクセスしました。考えられる要因は次のとお
りです。
• セッションタイムアウトです。
• ログインしないで，ほかのページへアクセスしようとしました。

対処
再度ログインしてください。

KDSR21003-WKDSR21003-WKDSR21003-WKDSR21003-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，GGGG））））

該当するビジネスメッセージは，すでに指定されたドキュメント状態に遷移しています。

説明
対象のビジネスメッセージのドキュメント状態を更新しようとしましたが，すでに
指定された状態になっています。

対処
ビジネスメッセージのドキュメント状態を再確認してください。

KDSR21004-WKDSR21004-WKDSR21004-WKDSR21004-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，GGGG））））

該当するビジネスメッセージは存在しません。

説明
対象のビジネスメッセージはすでにありません。

対処
ビジネスメッセージがあるか再確認してください。
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KDSR21005-WKDSR21005-WKDSR21005-WKDSR21005-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，DDDD））））

ログイン IDの形式に誤りがあります。

説明
入力されたログイン IDの形式に誤りがあります。

対処
正しい形式で再入力してください。

KDSR21006-WKDSR21006-WKDSR21006-WKDSR21006-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，DDDD））））

パスワードの形式に誤りがあります。

説明
入力されたパスワードの形式に誤りがあります。

対処
正しい形式で再入力してください。

KDSR21007-WKDSR21007-WKDSR21007-WKDSR21007-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，DDDD））））

ドキュメント送信者識別子の形式に誤りがあります。

説明
入力されたドキュメント送信者識別子の形式に誤りがあります。

対処
正しい形式で再入力してください。

KDSR21008-WKDSR21008-WKDSR21008-WKDSR21008-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，DDDD））））

ドキュメント受信者識別子の形式に誤りがあります。

説明
入力されたドキュメント受信者識別子の形式に誤りがあります。

対処
正しい形式で再入力してください。

KDSR21009-WKDSR21009-WKDSR21009-WKDSR21009-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，DDDD））））

ドキュメント識別子の形式に誤りがあります。

説明
入力されたドキュメント識別子の形式に誤りがあります。

対処
正しい形式で再入力してください。

KDSR21010-WKDSR21010-WKDSR21010-WKDSR21010-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，DDDD））））

ドキュメント形式の形式に誤りがあります。
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説明
入力されたドキュメント形式の形式に誤りがあります。

対処
正しい形式で再入力してください。

KDSR21011-WKDSR21011-WKDSR21011-WKDSR21011-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，DDDD））））

ドキュメント種別の形式に誤りがあります。

説明
入力されたドキュメント種別の形式に誤りがあります。

対処
正しい形式で再入力してください。

KDSR21012-WKDSR21012-WKDSR21012-WKDSR21012-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，DDDD））））

ドキュメント圧縮形式の形式に誤りがあります。

説明
入力されたドキュメント圧縮形式の形式に誤りがあります。

対処
正しい形式で再入力してください。

KDSR21013-WKDSR21013-WKDSR21013-WKDSR21013-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，DDDD））））

登録日時の形式に誤りがあります。

説明
入力された登録日時の形式に誤りがあります。

対処
正しい形式で再入力してください。

KDSR21014-WKDSR21014-WKDSR21014-WKDSR21014-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，DDDD））））

取得日時の形式に誤りがあります。

説明
入力された取得日時の形式に誤りがあります。

対処
正しい形式で再入力してください。

KDSR21015-WKDSR21015-WKDSR21015-WKDSR21015-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，DDDD））））

ページ番号に誤りがあります。

説明
入力されたページ番号に誤りがあります。
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対処
正しい形式で再入力してください。

KDSR21016-WKDSR21016-WKDSR21016-WKDSR21016-W（（（（DDDD））））

ログイン IDを入力してください。

説明
ログイン IDが入力されていません。

対処
ログイン IDを入力してください。

KDSR21017-WKDSR21017-WKDSR21017-WKDSR21017-W（（（（DDDD））））

パスワードを入力してください。

説明
パスワードが入力されていません。

対処
パスワードを入力してください。

KDSR21018-WKDSR21018-WKDSR21018-WKDSR21018-W（（（（EEEE，，，，TTTT，，，，DDDD））））

ドキュメント状態が指定されていません。

説明
検索条件として，ドキュメント状態が一つも指定されていません。

対処
検索条件として，ドキュメント状態を一つ以上指定してください。

KDSR21019-WKDSR21019-WKDSR21019-WKDSR21019-W（（（（EEEE，，，，TTTT））））

内部パラメーター値 {0}={1}
{0}：内部パラメーター名
{1}：内部パラメーター値

説明
エラー発生時の詳細情報です。エラーの原因となった，内部パラメーターの値を表
示します。

KDSR22001-IKDSR22001-IKDSR22001-IKDSR22001-I（（（（TTTT））））

状況照会アプリケーションにログインしました。(セッション ID={0})
{0}：HTTP接続時に J2EEサーバから割り当てられたセッション ID

説明
状況照会アプリケーションにログインしました。
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KDSR22002-IKDSR22002-IKDSR22002-IKDSR22002-I（（（（TTTT））））

状況照会アプリケーションからログアウトしました。(セッション ID={0})
{0}：HTTP接続時に J2EEサーバから割り当てられたセッション ID

説明
状況照会アプリケーションからログアウトしました。

KDSR22003-IKDSR22003-IKDSR22003-IKDSR22003-I（（（（GGGG））））

対象となるビジネスメッセージが存在しません。

説明
検索条件に合うビジネスメッセージが 1件もありませんでした。

KDSR22004-IKDSR22004-IKDSR22004-IKDSR22004-I（（（（TTTT））））

ログイン認証処理を開始します。

説明
ログイン認証の処理が開始するときのトレース情報です。

KDSR22005-IKDSR22005-IKDSR22005-IKDSR22005-I（（（（TTTT））））

ログイン認証処理を終了します。

説明
ログイン認証の処理が終了するときのトレース情報です。

KDSR22006-IKDSR22006-IKDSR22006-IKDSR22006-I（（（（TTTT））））

ビジネスメッセージの検索処理を開始します。

説明
ビジネスメッセージ検索の処理が開始するときのトレース情報です。

KDSR22007-IKDSR22007-IKDSR22007-IKDSR22007-I（（（（TTTT））））

ビジネスメッセージの検索処理を終了します。

説明
ビジネスメッセージ検索の処理が終了するときのトレース情報です。

KDSR22008-IKDSR22008-IKDSR22008-IKDSR22008-I（（（（TTTT））））

ビジネスメッセージ一覧ファイルのダウンロード処理を開始します。

説明
ビジネスメッセージ一覧の CSVファイルダウンロード処理が開始するときのトレー
ス情報です。
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KDSR22009-IKDSR22009-IKDSR22009-IKDSR22009-I（（（（TTTT））））

ビジネスメッセージ一覧ファイルのダウンロード処理を終了します。

説明
ビジネスメッセージ一覧の CSVファイルダウンロード処理が終了するときのトレー
ス情報です。

KDSR22010-IKDSR22010-IKDSR22010-IKDSR22010-I（（（（TTTT））））

ビジネスメッセージのドキュメント状態変更処理を開始します。

説明
ドキュメント状態の変更処理が開始するときのトレース情報です。

KDSR22011-IKDSR22011-IKDSR22011-IKDSR22011-I（（（（TTTT））））

ビジネスメッセージのドキュメント状態変更処理を終了します。

説明
ドキュメント状態の変更処理が終了するときのトレース情報です。

KDSR22012-IKDSR22012-IKDSR22012-IKDSR22012-I（（（（TTTT））））

ドキュメント状態を変更したビジネスメッセージの最新情報を再取得します。(ドキュメント送
信者識別子 ={0},ドキュメント受信者識別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2})

{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
{2}：ドキュメント識別子

説明
ビジネスメッセージ情報を再取得するときのトレース情報です。

KDSR22013-IKDSR22013-IKDSR22013-IKDSR22013-I（（（（TTTT））））

ビジネスメッセージ一覧ファイルをダウンロードします。(ファイル名 ={0})
{0}：ビジネスメッセージ一覧ファイル名

説明
ビジネスメッセージ一覧ファイルを CSVファイルとしてダウンロードするときの
ファイル名です。

KDSR22014-IKDSR22014-IKDSR22014-IKDSR22014-I（（（（TTTT））））

メソッドを開始します。({0}::{1})
{0}：クラス名
{1}：メソッド名

説明
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内部メソッドを開始するときのトレース情報です。

KDSR22015-IKDSR22015-IKDSR22015-IKDSR22015-I（（（（TTTT））））

メソッドを終了します。({0}::{1})
{0}：クラス名
{1}：メソッド名

説明
内部メソッドを終了するときのトレース情報です。

KDSR22016-IKDSR22016-IKDSR22016-IKDSR22016-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

状況照会アプリケーションの初期化に成功しました。

説明
状況照会アプリケーションの初期化に成功しました。

KDSR22017-IKDSR22017-IKDSR22017-IKDSR22017-I（（（（TTTT））））

プロパティ情報 {0}={1}
{0}：プロパティ名
{1}：プロパティの値

説明
サーバ共通定義ファイルに定義されたプロパティの情報です。

KDSR22018-IKDSR22018-IKDSR22018-IKDSR22018-I（（（（TTTT））））

ページ生成処理を開始します。（{0}）
{0}：JSPファイル名

説明
JSPがページ生成処理を開始するときのトレース情報です。

KDSR22019-IKDSR22019-IKDSR22019-IKDSR22019-I（（（（TTTT））））

ページ生成処理を終了します。（{0}）
{0}：JSPファイル名

説明
JSPがページ生成処理を終了するときのトレース情報です。
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10.5　KDSR30001～ KDSR32999のメッセー
ジ

KDSR30001-EKDSR30001-EKDSR30001-EKDSR30001-E（（（（SSSS））））

{0}コマンドの初期化に失敗しました。
{0}：コマンド名

説明
コマンドの初期化に失敗しました。
コマンドの処理を中断します。

対処
コマンドを起動したときに出力されるメッセージの対処方法を参照してください。
出力されるメッセージのメッセージ IDを次に示します。
• KDSR00001-E
• KDSR00002-E
• KDSR00003-E
• KDSR00004-E
• KDSR00005-E
• KDSR00006-E
• KDSR00007-E
• KDSR00008-E

KDSR30002-EKDSR30002-EKDSR30002-EKDSR30002-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

指定必須のコマンド引数が指定されていません。(コマンド引数 ={0})
{0}：コマンド引数

説明
コマンドのコマンドラインに必要なオプションが指定されていません。
コマンドの処理を中断します。

対処
正しい形式でコマンドを再実行してください。コマンドの入力形式については，
「9.2.2　入力形式」を参照してください。

KDSR30003-EKDSR30003-EKDSR30003-EKDSR30003-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

不正なコマンド引数が指定されました。(コマンド引数 ={0})
{0}：コマンド引数

説明
コマンドのコマンドラインに不正なオプションが指定されました。
コマンドの処理を中断します。
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対処
正しい形式でコマンドを再実行してください。コマンドの入力形式については，
「9.2.2　入力形式」を参照してください。

KDSR30004-EKDSR30004-EKDSR30004-EKDSR30004-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

コマンド引数が重複して指定されています。(コマンド引数 ={0})
{0}：コマンド引数

説明
コマンドのコマンドラインに同一のオプションが重複して指定されました。
コマンドの処理を中断します。

対処
正しい形式でコマンドを再実行してください。コマンドの入力形式については，
「9.2.2　入力形式」を参照してください。

KDSR30005-EKDSR30005-EKDSR30005-EKDSR30005-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

コマンドの処理中に，継続できないエラーが発生しました。(詳細メッセージ ={0})
{0}：詳細エラーメッセージ

説明
コマンドの処理中に，継続できないエラーが発生しました。
コマンドの処理を中断します。

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR30006-EKDSR30006-EKDSR30006-EKDSR30006-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

データベースアクセスエラーが発生しました。(エラーコード ={0})
{0}：データベースのエラーコード

説明
コマンドでデータベースアクセスエラーが発生しました。
コマンドの処理を中断します。

対処
• Windowsの場合
エラーコードを基に，該当する HiRDBのメッセージの対処に従ってください。
エラーコードと HiRDBのメッセージ IDとの関係については，「10.1.3　データ
ベースのエラーコードと HiRDBのメッセージ IDとの関係」を参照してくださ
い。

• UNIXの場合
サーバ共通定義ファイルのプロパティ "ebxml.mssl.cmd.db.jdbc.driver"に正しい
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値が指定されているかを確認してください。または，エラーコードを基に，該当
する HiRDBのメッセージの対処に従ってください。エラーコードと HiRDBの
メッセージ IDとの関係については，「10.1.3　データベースのエラーコードと
HiRDBのメッセージ IDとの関係」を参照してください。

KDSR30007-EKDSR30007-EKDSR30007-EKDSR30007-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先識別子ファイル名に誤りがあります。(ファイル名 ={0})
{0}：取引先識別子ファイル名

説明
取引先識別子ファイル名にWindowsの予約デバイス名が含まれています。または，
取引先識別子ファイルの属性がファイルではありません。
コマンドの処理を中断します。

対処
オプションに指定した取引先識別子ファイル名を見直して，コマンドを再実行して
ください。

KDSR30008-EKDSR30008-EKDSR30008-EKDSR30008-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先識別子ファイルが存在しません。(ファイル名 ={0})
{0}：取引先識別子ファイル名

説明
取引先識別子ファイルがありません。
コマンドの処理を中断します。

対処
オプションに指定した取引先識別子ファイル名を見直して，コマンドを再実行して
ください。

KDSR30009-EKDSR30009-EKDSR30009-EKDSR30009-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先識別子ファイルの読み取り権限がありません。(ファイル名 ={0})
{0}：取引先識別子ファイル名

説明
取引先識別子ファイルの読み取り権限がありません。
コマンドの処理を中断します。

対処
取引先識別子ファイルのアクセス権限を見直し，コマンドを再実行してください。

KDSR30010-EKDSR30010-EKDSR30010-EKDSR30010-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先識別子ファイルの読み込みに失敗しました。(ファイル名 ={0})
{0}：取引先識別子ファイル名
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説明
取引先識別子ファイルの読み込みに失敗しました。
コマンドの処理を中断します。

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR30011-EKDSR30011-EKDSR30011-EKDSR30011-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先識別子に誤りがあります。(ファイル名 ={0},行番号 ={1},取引先識別子 ={2})
{0}：取引先識別子ファイル名
{1}：行番号
{2}：取引先識別子

説明
取引先識別子ファイルに定義された取引先識別子に誤りがあります。
コマンドの処理を中断します。

対処
取引先識別子ファイルの内容を見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR30012-EKDSR30012-EKDSR30012-EKDSR30012-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先識別子が重複して定義されています。(ファイル名 ={0},行番号 ={1},取引先識別子 ={2})
{0}：取引先識別子ファイル名
{1}：行番号（重複して定義した行の行番号）
{2}：取引先識別子

説明
取引先識別子ファイルに同一の取引先識別子が重複して定義されました。
コマンドの処理を中断します。

対処
取引先識別子ファイルの内容を見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR30013-EKDSR30013-EKDSR30013-EKDSR30013-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先 URIファイル名に誤りがあります。(ファイル名 ={0})
{0}：取引先URIファイル名

説明
取引先URIファイル名にWindowsの予約デバイス名が含まれています。または，
取引先URIファイルの属性がファイルではありません。
コマンドの処理を中断します。

対処
コマンド引数に指定した取引先URIファイル名を見直して，コマンドを再実行して
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ください。

KDSR30014-EKDSR30014-EKDSR30014-EKDSR30014-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先 URIファイルが存在しません。(ファイル名 ={0})
{0}：取引先 URIファイル名

説明
取引先 URIファイル名がありません。
コマンドの処理を中断します。

対処
コマンド引数に指定した取引先 URIファイル名を見直して，コマンドを再実行して
ください。

KDSR30015-EKDSR30015-EKDSR30015-EKDSR30015-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先 URIファイルの読み取り権限がありません。(ファイル名 ={0})
{0}：取引先 URIファイル名

説明
取引先 URIファイルの読み取り権限がありません。
コマンドの処理を中断します。

対処
取引先 URIファイルのアクセス権限を見直し，コマンドを再実行してください。

KDSR30016-EKDSR30016-EKDSR30016-EKDSR30016-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先 URIファイルの読み込みに失敗しました。(ファイル名 ={0})
{0}：取引先 URIファイル名

説明
取引先 URIファイルの読み込みに失敗しました。
コマンドの処理を中断します。

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR30017-EKDSR30017-EKDSR30017-EKDSR30017-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先 URIに誤りがあります。(ファイル名 ={0},行番号 ={1},取引先 URI={2})
{0}：取引先 URIファイル名
{1}：行番号
{2}：取引先 URI

説明
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取引先URIファイルに定義された取引先URIに誤りがあります。
コマンドの処理を中断します。

対処
取引先URIファイルの内容を見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR30018-EKDSR30018-EKDSR30018-EKDSR30018-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先 URIが重複して定義されています。(ファイル名 ={0},行番号 ={1},取引先 URI={2})
{0}：取引先URIファイル名
{1}：行番号（重複して定義した行の行番号）
{2}：取引先URI

説明
取引先URIファイルに同一の取引先URIが重複して定義されました。
コマンドの処理を中断します。

対処
取引先URIファイルの内容を見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR30019-EKDSR30019-EKDSR30019-EKDSR30019-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメント送信者識別子に誤りがあります。(引数指定値 ={0})
{0}：引数指定値

説明
コマンドラインで指定されたドキュメント送信者識別子が不正な形式です。
コマンドの処理を中断します。

対処
引数を正しい形式に修正して，コマンドを再実行してください。

KDSR30020-EKDSR30020-EKDSR30020-EKDSR30020-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメント受信者識別子に誤りがあります。(引数指定値 ={0})
{0}：引数指定値

説明
コマンドラインで指定されたドキュメント受信者識別子が不正な形式です。
コマンドの処理を中断します。

対処
引数を正しい形式に修正して，コマンドを再実行してください。

KDSR30021-EKDSR30021-EKDSR30021-EKDSR30021-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメント識別子に誤りがあります。(引数指定値 ={0})
{0}：引数指定値
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説明
コマンドラインで指定されたドキュメント識別子が不正な形式です。
コマンドの処理を中断します。

対処
引数を正しい形式に修正して，コマンドを再実行してください。

KDSR30022-EKDSR30022-EKDSR30022-EKDSR30022-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメント形式に誤りがあります。(引数指定値 ={0})
{0}：引数指定値

説明
コマンドラインで指定されたドキュメント形式が不正な形式です。
コマンドの処理を中断します。

対処
引数を正しい形式に修正して，コマンドを再実行してください。

KDSR30023-EKDSR30023-EKDSR30023-EKDSR30023-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメント種別に誤りがあります。(引数指定値 ={0})
{0}：引数指定値

説明
コマンドラインで指定されたドキュメント種別が不正な形式です。
コマンドの処理を中断します。

対処
引数を正しい形式に修正して，コマンドを再実行してください。

KDSR30024-EKDSR30024-EKDSR30024-EKDSR30024-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメント圧縮形式に誤りがあります。(引数指定値 ={0})
{0}：引数指定値

説明
コマンドラインで指定されたドキュメント圧縮形式が不正な形式です。
コマンドの処理を中断します。

対処
引数を正しい形式に修正して，コマンドを再実行してください。

KDSR30025-EKDSR30025-EKDSR30025-EKDSR30025-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

開始日時に誤りがあります。(引数指定値 ={0})
{0}：引数指定値

説明
コマンドラインで指定された開始日時が不正な形式です。
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コマンドの処理を中断します。

対処
引数を正しい形式に修正して，コマンドを再実行してください。

KDSR30026-EKDSR30026-EKDSR30026-EKDSR30026-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

終了日時に誤りがあります。(引数指定値 ={0})
{0}：引数指定値

説明
コマンドラインで指定された終了日時が不正な形式です。
コマンドの処理を中断します。

対処
引数を正しい形式に修正して，コマンドを再実行してください。

KDSR30027-EKDSR30027-EKDSR30027-EKDSR30027-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

HSRSPutMessageコマンドには，-fileオプションか -dirオプションのどちらか一つを指定して
ください。

説明
HSRSPutMessageコマンドに対して，-fileオプションと -dirオプションを同時に
指定したか，またはどちらも指定していませんでした。
コマンドの処理を中断します。

対処
引数の形式を確認し，どちらか一つを指定するよう修正して，コマンドを再実行し
てください。

KDSR30028-EKDSR30028-EKDSR30028-EKDSR30028-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

-delオプションには，"ON"または "OFF"を指定してください。

説明
-delオプションに不正な値が指定されました。
コマンドの処理を中断します。

対処
引数を正しい形式に修正して，コマンドを再実行してください。

KDSR30029-EKDSR30029-EKDSR30029-EKDSR30029-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

該当するドキュメントファイルは存在しません。(ファイル名 ={0})
{0}：ドキュメントファイル名

説明
-fileオプションで指定されたドキュメントファイルがありませんでした。
コマンドの処理を中断します。
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対処
ファイルがあるか，または引数に誤りがないかを確認して，コマンドを再実行して
ください。

KDSR30030-EKDSR30030-EKDSR30030-EKDSR30030-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

-fileオプションには，ファイルを指定してください。(ファイル名 ={0})
{0}：-fileオプションでドキュメントファイル名として指定された名称

説明
-fileオプションでディレクトリ名が指定されました。
コマンドの処理を中断します。

対処
ドキュメントファイル名を指定するか，または -dirオプションを指定して，コマン
ドを再実行してください。

KDSR30031-EKDSR30031-EKDSR30031-EKDSR30031-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

該当するドキュメントファイルには読み取り権限がありません。(ファイル名 ={0})
{0}：ドキュメントファイル名

説明
-fileオプションで指定されたドキュメントファイルに，読み取り権限がありません。
コマンドの処理を中断します。

対処
ドキュメントファイルのアクセス権限を見直し，コマンドを再実行してください。

KDSR30032-EKDSR30032-EKDSR30032-EKDSR30032-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

指定されたドキュメントファイルは処理できない名称です。(ファイル名 ={0})
{0}：ドキュメントファイル名

説明
-fileオプションで指定されたドキュメントファイル名にWindowsの予約デバイス名
が含まれているため，正常な処理ができないおそれがあります。
コマンドの処理を中断します。

対処
ドキュメントファイル名を見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR30033-EKDSR30033-EKDSR30033-EKDSR30033-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

該当するドキュメントディレクトリは存在しません。(ディレクトリ名 ={0})
{0}：ドキュメントディレクトリ名

説明
-dirオプションで指定されたドキュメントディレクトリがありませんでした。



10.　メッセージ

195

コマンドの処理を中断します。

対処
ドキュメントディレクトリがあるか，または引数に誤りがないかを確認して，コマ
ンドを再実行してください。

KDSR30034-EKDSR30034-EKDSR30034-EKDSR30034-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

-dirオプションには，ディレクトリを指定してください。(ディレクトリ名 ={0})
{0}：-dirオプションでドキュメントディレクトリ名として指定された名称

説明
-dirオプションでファイル名が指定されました。
コマンドの処理を中断します。

対処
ドキュメントディレクトリ名を指定するか，または -fileオプションを指定して，コ
マンドを再実行してください。

KDSR30035-EKDSR30035-EKDSR30035-EKDSR30035-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

該当するドキュメントディレクトリには読み取り権限がありません。(ディレクトリ名 ={0})
{0}：ドキュメントディレクトリ名

説明
-dirオプションで指定されたドキュメントディレクトリに，読み取り権限がありま
せん。
コマンドの処理を中断します。

対処
ドキュメントディレクトリのアクセス権限を見直し，コマンドを再実行してくださ
い。

KDSR30036-EKDSR30036-EKDSR30036-EKDSR30036-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

指定されたドキュメントディレクトリは処理できない名称です。(ディレクトリ名 ={0})
{0}：ドキュメントディレクトリ名

説明
-dirオプションで指定されたドキュメントディレクトリ名にWindowsの予約デバイ
ス名が含まれているため，正常な処理ができないおそれがあります。
コマンドの処理を中断します。

対処
ドキュメントディレクトリ名を見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR30037-EKDSR30037-EKDSR30037-EKDSR30037-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメントファイルの読み込みに失敗しました。
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説明
ドキュメントファイルの読み込みに失敗しました。
コマンドの処理を中断します。

対処
エラーログおよびトレースログに出力されているエラーの詳細情報を参照し，失敗
の原因を取り除いたあと，コマンドを再実行してください。

KDSR30038-EKDSR30038-EKDSR30038-EKDSR30038-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメントの BASE64エンコーディングに失敗しました。(詳細メッセージ ={0})
{0}：BASE64処理のエラーメッセージ

説明
ドキュメントの BASE64エンコーディングに失敗しました。
コマンドの処理を中断します。

対処
詳細メッセージの対処方法を参照してください。
詳細メッセージのメッセージ IDを次に示します。
• KDSR00015-E

KDSR30040-EKDSR30040-EKDSR30040-EKDSR30040-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージの登録に失敗しました。(ファイル名 ={0})
{0}：ドキュメントファイル名

説明
継続できない要因によって，ビジネスメッセージの登録に失敗しました。
コマンドの処理を中断します。

対処
エラーログおよびトレースログに出力されているエラーの詳細情報を参照し，失敗
の原因を取り除いたあと，コマンドを再実行してください。

KDSR30041-EKDSR30041-EKDSR30041-EKDSR30041-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージの取得に失敗しました。(ドキュメント送信者識別子 ={0},ドキュメント受
信者識別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2})

{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
{2}：ドキュメント識別子

説明
継続できない要因によって，ビジネスメッセージの取得に失敗しました。
コマンドの処理を中断します。

対処
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エラーログおよびトレースログに出力されているエラーの詳細情報を参照し，失敗
の原因を取り除いたあと，コマンドを再実行してください。

KDSR30042-EKDSR30042-EKDSR30042-EKDSR30042-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージの削除に失敗しました。

説明
継続できない要因によって，ビジネスメッセージの削除に失敗しました。
コマンドの処理を中断します。

対処
エラーログおよびトレースログに出力されているエラーの詳細情報を参照し，失敗
の原因を取り除いたあと，コマンドを再実行してください。

KDSR30043-EKDSR30043-EKDSR30043-EKDSR30043-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージのドキュメント状態変更に失敗しました。(ドキュメント送信者識別子 ={0},
ドキュメント受信者識別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2})

{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
{2}：ドキュメント識別子

説明
継続できない要因によって，ビジネスメッセージのドキュメント状態変更に失敗し
ました。
コマンドの処理を中断します。

対処
エラーログおよびトレースログに出力されているエラーの詳細情報を参照し，失敗
の原因を取り除いたあと，コマンドを再実行してください。

KDSR30044-EKDSR30044-EKDSR30044-EKDSR30044-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

コマンド実行中に障害が発生しました。({0})
{0}：詳細エラーメッセージ

説明
コマンド実行中に例外が発生しました。
コマンドの処理を中断します。

対処
ログを採取し，保守員に連絡してください。採取するログについては，「6.2　ログ
ファイルの採取」を参照してください。

KDSR30045-EKDSR30045-EKDSR30045-EKDSR30045-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

指定された受信者は存在しません。(ドキュメント受信者識別子 ={0})
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{0}：ドキュメント受信者識別子

説明
指定されたドキュメント受信者識別子は HiRDBのテーブル（HSRSPartnerInfo）
にないため，ビジネスメッセージを送信できません。
コマンドの処理を終了します。

対処
クライアント企業の情報を記述したマスターファイルで，取引先識別子を確認して
ください。マスターファイルについては，「5.5.4　マスターファイルを作成，更新す
る」を参照してください。

KDSR30046-EKDSR30046-EKDSR30046-EKDSR30046-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

指定された受信者の取引先状態はすでに "取引停止 "です。(ドキュメント受信者識別子 ={0})
{0}：ドキュメント受信者識別子

説明
指定されたクライアント企業はすでに "取引停止 "状態になっているため，ビジネス
メッセージを送信できません。
コマンドの処理を終了します。

対処
クライアント企業の情報を記述したマスターファイルで，取引先識別子および取引
先状態を確認してください。マスターファイルについては，「5.5.4　マスターファイ
ルを作成，更新する」を参照してください。

KDSR30047-EKDSR30047-EKDSR30047-EKDSR30047-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメント形式とドキュメント種別の組み合わせに誤りがあります。(ドキュメント形式 ={0},
ドキュメント種別 ={1})

{0}：ドキュメント形式
{1}：ドキュメント種別

説明
ドキュメント形式とドキュメント種別の組み合わせに誤りがあります。
コマンドの処理を中断します。

対処
ドキュメント形式とドキュメント種別の組み合わせが正しいか確認してください。
ドキュメント形式とドキュメント種別の組み合わせについては，「3.2.4(1)　ドキュ
メント形式とドキュメント種別」を参照してください。

KDSR30048-EKDSR30048-EKDSR30048-EKDSR30048-E（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメントの BASE64デコーディングに失敗しました。(詳細メッセージ ={0})
{0}：BASE64処理のエラーメッセージ
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説明
ドキュメントの BASE64デコーディングに失敗しました。
コマンドの処理を中断します。

対処
詳細メッセージの対処方法を参照してください。
詳細メッセージのメッセージ IDを次に示します。
• KDSR00014-E
• KDSR00015-E
• KDSR00016-E

KDSR31001-WKDSR31001-WKDSR31001-WKDSR31001-W（（（（EEEE，，，，TTTT））））
{0}

{0}：スタックトレース

説明
コマンドで発生した例外のスタックトレースです。

KDSR31002-WKDSR31002-WKDSR31002-WKDSR31002-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先識別子がすでに存在します。(取引先識別子 ={0})
{0}：取引先識別子

説明
取引先識別子がデータベースにあります。
該当する取引先識別子を無視して，コマンドの処理を続行します。

対処
取引先識別子ファイルを見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR31003-WKDSR31003-WKDSR31003-WKDSR31003-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

該当する取引先識別子が存在しません。(取引先識別子 ={0})
{0}：取引先識別子

説明
取引先識別子がデータベースにありません。
該当する取引先識別子を無視して，コマンドの処理を続行します。

対処
取引先識別子ファイルを見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR31004-WKDSR31004-WKDSR31004-WKDSR31004-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先状態がすでに "取引中 "です。(取引先識別子 ={0})
{0}：取引先識別子

説明
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取引先識別子の取引先状態が "取引中 "です。
該当する取引先識別子を無視して，コマンドの処理を続行します。

対処
取引先識別子ファイルを見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR31005-WKDSR31005-WKDSR31005-WKDSR31005-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先状態がすでに "取引停止 "です。(取引先識別子 ={0})
{0}：取引先識別子

説明
取引先識別子の取引先状態が "取引停止 "です。
該当する取引先識別子を無視して，コマンドの処理を続行します。

対処
取引先識別子ファイルを見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR31006-WKDSR31006-WKDSR31006-WKDSR31006-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先 URIがすでに存在します。(取引先 URI={0})
{0}：取引先 URI

説明
取引先 URIがデータベースにあります。
該当する取引先 URIを無視して，コマンドの処理を続行します。

対処
取引先 URIファイルを見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR31007-WKDSR31007-WKDSR31007-WKDSR31007-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

該当する取引先 URIが存在しません。(取引先 URI={0})
{0}：取引先 URI

説明
取引先 URIがデータベースにありません。
該当する取引先 URIを無視して，コマンドの処理を続行します。

対処
取引先 URIファイルを見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR31008-WKDSR31008-WKDSR31008-WKDSR31008-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

シグナルを受信したため，処理を中断します。

説明
コマンド実行中に［Ctrl］+［C］が押されました。
コマンドの処理を中断します。
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対処
必要に応じてコマンドを再実行してください。

KDSR31009-WKDSR31009-WKDSR31009-WKDSR31009-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

指定されたドキュメントファイルは０バイトです。(ファイル名 ={0})
{0}：ドキュメントファイル名

説明
ドキュメントファイルを処理しようとしましたが，ファイルが 0バイトであるため
処理できません。
まだ処理していないドキュメントファイルがある場合は，処理を継続します。

対処
ドキュメントファイルの内容を確認してください。

KDSR31010-WKDSR31010-WKDSR31010-WKDSR31010-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメントディレクトリの下にファイルが存在しません。

説明
指定されたドキュメントディレクトリの下にドキュメントファイルが 1件もありま
せん。
コマンドの処理を終了します。

対処
ドキュメントディレクトリの下にドキュメントファイルを格納して，コマンドを再
実行してください。

KDSR31011-WKDSR31011-WKDSR31011-WKDSR31011-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージが登録できませんでした。(ファイル名 ={0})
{0}：ドキュメントファイル名

説明
ビジネスメッセージの登録に失敗しました。
まだ登録していないビジネスメッセージがある場合は，処理を継続します。

対処
エラーログおよびトレースログに出力されているエラーの詳細情報を参照し，失敗
の原因を取り除いたあと，コマンドを再実行してください。

KDSR31012-WKDSR31012-WKDSR31012-WKDSR31012-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージが取得できませんでした。(ドキュメント送信者識別子 ={0},ドキュメント
受信者識別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2})

{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
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{2}：ドキュメント識別子

説明
ビジネスメッセージの取得に失敗しました。
まだ取得していないビジネスメッセージがある場合は，処理を継続します。

対処
エラーログおよびトレースログに出力されているエラーの詳細情報を参照し，失敗
の原因を取り除いたあと，コマンドを再実行してください。

KDSR31013-WKDSR31013-WKDSR31013-WKDSR31013-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージのドキュメント状態はすでに "未取得 "です。(ドキュメント送信者識別子
={0},ドキュメント受信者識別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2})

{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
{2}：ドキュメント識別子

説明
ビジネスメッセージはすでに "未取得 "状態です。
コマンドの処理を終了します。

対処
ビジネスメッセージのドキュメント状態を確認してください。

KDSR31014-WKDSR31014-WKDSR31014-WKDSR31014-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージのドキュメント状態はすでに "取得済み "です。(ドキュメント送信者識別
子 ={0},ドキュメント受信者識別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2})

{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
{2}：ドキュメント識別子

説明
ビジネスメッセージはすでに "取得済み "状態です。
コマンドの処理を終了します。

対処
ビジネスメッセージのドキュメント状態を確認してください。

KDSR31015-WKDSR31015-WKDSR31015-WKDSR31015-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージのドキュメントを取得できませんでした。(ドキュメント送信者識別子 ={0},
ドキュメント受信者識別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2})

{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
{2}：ドキュメント識別子
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説明
データベースアクセスエラーが発生しました。
まだ取得していないビジネスメッセージがある場合は，処理を継続します。

対処
エラーログおよびトレースログに出力されているエラーの詳細情報を参照し，失敗
の原因を取り除いたあと，コマンドを再実行してください。

KDSR31016-WKDSR31016-WKDSR31016-WKDSR31016-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

該当するビジネスメッセージは存在しません。(ドキュメント送信者識別子 ={0},ドキュメント
受信者識別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2})

{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
{2}：ドキュメント識別子

説明
指定したビジネスメッセージは，データベースにありませんでした。
コマンドの処理を終了します。

対処
対象ビジネスメッセージがあるか確認してください。

KDSR31017-WKDSR31017-WKDSR31017-WKDSR31017-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージのドキュメント状態を変更できませんでした。(ドキュメント送信者識別子
={0},ドキュメント受信者識別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2})

{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
{2}：ドキュメント識別子

説明
ビジネスメッセージのドキュメント状態変更に失敗しました。
まだ処理できるビジネスメッセージがある場合は，処理を継続します。

対処
エラーログおよびトレースログに出力されているエラーの詳細情報を参照し，失敗
の原因を取り除いたあと，コマンドを再実行してください。

KDSR31018-WKDSR31018-WKDSR31018-WKDSR31018-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメントファイルを出力できませんでした。(ファイル名 ={0},ドキュメント送信者識別子
={1},ドキュメント受信者識別子 ={2},ドキュメント識別子 ={3})

{0}：ドキュメントファイル名
{1}：ドキュメント送信者識別子
{2}：ドキュメント受信者識別子
{3}：ドキュメント識別子
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説明
ドキュメントファイルの出力に失敗しました。
まだ取得していないビジネスメッセージがある場合は，処理を継続します。

対処
エラーログおよびトレースログに出力されているエラーの詳細情報を参照し，失敗
の原因を取り除いたあと，コマンドを再実行してください。

KDSR31019-WKDSR31019-WKDSR31019-WKDSR31019-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先識別子ファイルが空です。(ファイル名 ={0})
{0}：取引先識別子ファイル名

説明
取引先識別子ファイルの内容が空です。
コマンドを警告付き正常終了します。

対処
取引先識別子ファイルを見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR31020-WKDSR31020-WKDSR31020-WKDSR31020-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

取引先 URIファイルが空です。(ファイル名 ={0})
{0}：取引先 URIファイル名

説明
取引先 URIファイルの内容が空です。
コマンドを警告付き正常終了します。

対処
取引先 URIファイルを見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR31021-WKDSR31021-WKDSR31021-WKDSR31021-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

ドキュメントファイルを取得完了ディレクトリに出力できないため，取得失敗ディレクトリに
出力します。

説明
ドキュメントファイルを取得完了ディレクトリに出力しようとしましたが，ファイ
ルの出力に失敗したため，取得失敗ディレクトリへ出力します。
まだ取得していないビジネスメッセージがある場合は，処理を継続します。

対処
取得完了ディレクトリにファイルを出力できるようにしたあと，コマンドを再実行
してください。
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KDSR31022-WKDSR31022-WKDSR31022-WKDSR31022-W（（（（SSSS，，，，EEEE，，，，TTTT））））

登録時のドキュメントの長さが，サーバ共通定義ファイルに指定したドキュメントの最大長を
超えています。(ファイル名 ={0})

{0}：ドキュメントファイル名

説明
BASE64エンコーディングしたあとのドキュメントの長さが，サーバ共通定義ファ
イルで設定したドキュメントの最大長を超えています。ビジネスメッセージをデー
タベースに登録できません。
まだ登録していないビジネスメッセージがある場合は，処理を継続します。

対処
ドキュメントファイルを見直して，コマンドを再実行してください。

KDSR32001-IKDSR32001-IKDSR32001-IKDSR32001-I（（（（TTTT））））
{0}::{1}

{0}：クラス名
{1}：メソッド名

説明
クラスのメソッドが開始されました。

KDSR32002-IKDSR32002-IKDSR32002-IKDSR32002-I（（（（TTTT））））
{0}::{1}

{0}：クラス名
{1}：メソッド名

説明
クラスのメソッドが終了しました。

KDSR32003-IKDSR32003-IKDSR32003-IKDSR32003-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

{0}コマンドの処理を開始しました。
{0}：コマンド名

説明
コマンドの処理が開始されました。

KDSR32004-IKDSR32004-IKDSR32004-IKDSR32004-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

{0}コマンドの処理が正常終了しました。
{0}：コマンド名

説明
コマンドの処理が正常終了しました。
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KDSR32005-IKDSR32005-IKDSR32005-IKDSR32005-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

{0}コマンドの処理が警告付き正常終了しました。
{0}：コマンド名

説明
コマンドの処理が警告付き正常終了しました。

KDSR32006-IKDSR32006-IKDSR32006-IKDSR32006-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

{0}コマンドの処理が異常終了 (システム定義不正 )しました。
{0}：コマンド名

説明
コマンドの処理が異常終了（システム定義不正）しました。

KDSR32007-IKDSR32007-IKDSR32007-IKDSR32007-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

{0}コマンドの処理が異常終了 (引数不正 )しました。
{0}：コマンド名

説明
コマンドの処理が異常終了（引数不正）しました。

KDSR32008-IKDSR32008-IKDSR32008-IKDSR32008-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

{0}コマンドの処理が異常終了 (実行時エラー )しました。
{0}：コマンド名

説明
コマンドの処理が異常終了（実行時エラー）しました。

KDSR32009-IKDSR32009-IKDSR32009-IKDSR32009-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

コマンド引数情報 {0}
{0}：コマンド引数

説明
コマンドのオプションにユーザーが指定した引数です。

KDSR32010-IKDSR32010-IKDSR32010-IKDSR32010-I（（（（TTTT））））

取引先識別子の登録に成功しました。(取引先識別子 ={0})
{0}：取引先識別子

説明
取引先識別子の登録に成功しました。
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KDSR32011-IKDSR32011-IKDSR32011-IKDSR32011-I（（（（TTTT））））

取引先識別子の登録に失敗しました。(取引先識別子 ={0})
{0}：取引先識別子

説明
取引先識別子の登録に失敗しました。

KDSR32012-IKDSR32012-IKDSR32012-IKDSR32012-I（（（（TTTT））））

取引先識別子の削除に成功しました。(取引先識別子 ={0})
{0}：取引先識別子

説明
取引先識別子の削除に成功しました。

KDSR32013-IKDSR32013-IKDSR32013-IKDSR32013-I（（（（TTTT））））

取引先識別子の削除に失敗しました。(取引先識別子 ={0})
{0}：取引先識別子

説明
取引先識別子の削除に失敗しました。

KDSR32014-IKDSR32014-IKDSR32014-IKDSR32014-I（（（（TTTT））））

取引先状態の変更に成功しました。(取引先識別子 ={0})
{0}：取引先識別子

説明
取引先状態の変更に成功しました。

KDSR32015-IKDSR32015-IKDSR32015-IKDSR32015-I（（（（TTTT））））

取引先状態の変更に失敗しました。(取引先識別子 ={0})
{0}：取引先識別子

説明
取引先状態の変更に失敗しました。

KDSR32016-IKDSR32016-IKDSR32016-IKDSR32016-I（（（（TTTT））））

取引先 URIの登録に成功しました。(取引先 URI={0})
{0}：取引先URI

説明
取引先URIの登録に成功しました。



10.　メッセージ

208

KDSR32017-IKDSR32017-IKDSR32017-IKDSR32017-I（（（（TTTT））））

取引先 URIの登録に失敗しました。(取引先 URI={0})
{0}：取引先 URI

説明
取引先 URIの登録に失敗しました。

KDSR32018-IKDSR32018-IKDSR32018-IKDSR32018-I（（（（TTTT））））

取引先 URIの削除に成功しました。(取引先 URI={0})
{0}：取引先 URI

説明
取引先 URIの削除に成功しました。

KDSR32019-IKDSR32019-IKDSR32019-IKDSR32019-I（（（（TTTT））））

取引先 URIの削除に失敗しました。(取引先 URI={0})
{0}：取引先 URI

説明
取引先 URIの削除に失敗しました。

KDSR32020-IKDSR32020-IKDSR32020-IKDSR32020-I（（（（SSSS））））

Usage:HSRSRegisterPartner -cf 取引先識別子ファイル名

説明
HSRSRegisterPartnerコマンドの Usageメッセージです。

KDSR32021-IKDSR32021-IKDSR32021-IKDSR32021-I（（（（SSSS））））

Usage:HSRSRemovePartner -cf 取引先識別子ファイル名

説明
HSRSRemovePartnerコマンドのUsageメッセージです。

KDSR32022-IKDSR32022-IKDSR32022-IKDSR32022-I（（（（SSSS））））

Usage:HSRSStartBusiness -cf 取引先識別子ファイル名

説明
HSRSStartBusinessコマンドのUsageメッセージです。

KDSR32023-IKDSR32023-IKDSR32023-IKDSR32023-I（（（（SSSS））））

Usage:HSRSStopBusiness -cf 取引先識別子ファイル名

説明
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HSRSStopBusinessコマンドのUsageメッセージです。

KDSR32024-IKDSR32024-IKDSR32024-IKDSR32024-I（（（（SSSS））））

Usage:HSRSRegisterPartnerUri -cf 取引先 URIファイル名

説明
HSRSRegisterPartnerUriコマンドの Usageメッセージです。

KDSR32025-IKDSR32025-IKDSR32025-IKDSR32025-I（（（（SSSS））））

Usage:HSRSRemovePartnerUri -cf 取引先 URIファイル名

説明
HSRSRemovePartnerUriコマンドの Usageメッセージです。

KDSR32026-IKDSR32026-IKDSR32026-IKDSR32026-I（（（（SSSS））））

Usage:HSRSPutMessage -rid ドキュメント受信者識別子 -ft ドキュメント形式 -dt ドキュメント
種別 [-ct ドキュメント圧縮形式 ] {-file ドキュメントファイル名 | -dir ドキュメントディレクトリ
名 } [-del {ON | OFF}]

説明
HSRSPutMessageコマンドの Usageメッセージです。

KDSR32027-IKDSR32027-IKDSR32027-IKDSR32027-I（（（（SSSS））））

Usage:HSRSGetMessage [-sid ドキュメント送信者識別子 ] [-mid ドキュメント識別子 ] [-sd 開始
日時 ] [-ed 終了日時 ]

説明
HSRSGetMessageコマンドの Usageメッセージです。

KDSR32028-IKDSR32028-IKDSR32028-IKDSR32028-I（（（（SSSS））））

Usage:HSRSRemoveMessage [-sid ドキュメント送信者識別子 ] [-rid ドキュメント受信者識別子
] [-mid ドキュメント識別子 ] [-sd 開始日時 ] [-ed 終了日時 ] [-force]

説明
HSRSRemoveMessageコマンドの Usageメッセージです。

KDSR32029-IKDSR32029-IKDSR32029-IKDSR32029-I（（（（SSSS））））

Usage:HSRSCompleteMessage -mid ドキュメント識別子 -sid ドキュメント送信者識別子 -rid ド
キュメント受信者識別子

説明
HSRSCompleteMessageコマンドのUsageメッセージです。
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KDSR32030-IKDSR32030-IKDSR32030-IKDSR32030-I（（（（SSSS））））

Usage:HSRSUncompleteMessage -mid ドキュメント識別子 -sid ドキュメント送信者識別子 -rid 
ドキュメント受信者識別子

説明
HSRSUncompleteMessageコマンドのUsageメッセージです。

KDSR32031-IKDSR32031-IKDSR32031-IKDSR32031-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージの登録に成功しました。(ファイル名 ={0},ドキュメント送信者識別子 ={1},
ドキュメント受信者識別子 ={2},ドキュメント識別子 ={3})

{0}：ドキュメントファイル名
{1}：ドキュメント送信者識別子
{2}：ドキュメント受信者識別子
{3}：ドキュメント識別子

説明
ビジネスメッセージの登録に成功しました。

KDSR32032-IKDSR32032-IKDSR32032-IKDSR32032-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージの取得に成功しました。(ドキュメント送信者識別子 ={0},ドキュメント受
信者識別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2})

{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
{2}：ドキュメント識別子

説明
ビジネスメッセージの取得に成功しました。

KDSR32033-IKDSR32033-IKDSR32033-IKDSR32033-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

ドキュメントファイルを削除できませんでした。(ファイル名 ={0})
{0}：ドキュメントファイル名

説明
ビジネスメッセージ送信処理に成功したあと，ドキュメントファイルを削除しよう
としましたが削除できませんでした。

KDSR32034-IKDSR32034-IKDSR32034-IKDSR32034-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

取得できるビジネスメッセージが存在しません。

説明
取得できるビジネスメッセージが，データベースにありません。
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KDSR32035-IKDSR32035-IKDSR32035-IKDSR32035-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージの削除に成功しました。(削除したビジネスメッセージの件数 ={0})
{0}：削除したビジネスメッセージの件数

説明
ビジネスメッセージの削除に成功しました。

KDSR32036-IKDSR32036-IKDSR32036-IKDSR32036-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

ビジネスメッセージのドキュメント状態変更に成功しました。(ドキュメント送信者識別子 ={0},
ドキュメント受信者識別子 ={1},ドキュメント識別子 ={2})

{0}：ドキュメント送信者識別子
{1}：ドキュメント受信者識別子
{2}：ドキュメント識別子

説明
ビジネスメッセージのドキュメント状態変更に成功しました。

KDSR32037-IKDSR32037-IKDSR32037-IKDSR32037-I（（（（TTTT））））

ドキュメントファイルを取得完了ディレクトリに出力します。(ファイル名 ={0})
{0}：ドキュメントファイル名

説明
ドキュメントファイルを取得完了ディレクトリに出力します。

KDSR32038-IKDSR32038-IKDSR32038-IKDSR32038-I（（（（TTTT））））

ドキュメントファイルを取得失敗ディレクトリに出力します。(ファイル名 ={0})
{0}：ドキュメントファイル名

説明
ドキュメントファイルを取得失敗ディレクトリに出力します。

KDSR32039-IKDSR32039-IKDSR32039-IKDSR32039-I（（（（TTTT））））

プロパティ情報 {0}={1}
{0}：プロパティ名
{1}：プロパティの値

説明
サーバ共通定義ファイルに定義されたプロパティの情報です。

KDSR32040-IKDSR32040-IKDSR32040-IKDSR32040-I（（（（SSSS，，，，TTTT））））

削除できるビジネスメッセージが存在しません。

説明
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削除できるビジネスメッセージが，データベースにありません。
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付録 A　ビジネスメッセージのファイル出力形式
ここでは CMS Lightサーバがビジネスメッセージ受信時に出力するドキュメントファイ
ルの出力形式について説明します。

出力されたドキュメントファイルは，業務システムと連携させるなど運用に合わせて利
用してください。

付録 A.1　ドキュメントファイルの出力先
ドキュメントファイルの出力先は，サーバ共通定義ファイルのドキュメントファイル出
力定義で設定します。CMS Lightサーバがビジネスメッセージの受信処理に成功した場
合の出力先と，受信処理に失敗した場合の出力先の両方を設定してください。

サーバ共通定義ファイルの詳細については，「8.2　サーバ共通定義ファイル」を参照し
てください。

付録 A.2　ドキュメントファイルの名称
出力されるドキュメントファイルの名称は，CMS Lightサーバによって次の規則に従っ
て割り当てられます。ドキュメントファイルに拡張子はありません。

• <受信日時 >
YYYYMMDDhhmmss形式です。各記号の意味を次に示します。
• YYYY：年
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒

• <ドキュメント形式 >
ビジネスメッセージのドキュメント形式です。先頭から 20文字を超えた部分は省略
されます。

• <ドキュメント種別 >
ビジネスメッセージのドキュメント種別です。先頭から 20文字を超えた部分は省略
されます。

• <カウンタ >
CMS Lightサーバによって割り当てられる固有の番号です。

CMS Lightサーバはドキュメントファイルの名称を割り当てるとき，各項目に次の値が

<受信日時>_<ドキュメント形式>_<ドキュメント種別>_<カウンタ>
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含まれる場合は "_"に置換します。

• 制御文字
• ファイル名に使用できない文字（「¥」，「/」，「:」，「*」，「?」，「”」，「<」，「>」，「|」）
• Windowsの予約デバイス名（Windowsの場合）
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付録 B　CSVファイルのダウンロード形式
状況照会 GUIでのビジネスメッセージの検索結果を，CSVファイルとしてダウンロード
できます。例えば，データベースのスナップショットを取得し，バックエンドの業務シ
ステムで送受信されたビジネスメッセージの統計情報を管理したい場合に利用してくだ
さい。

CSVファイルは，状況照会 GUIのビジネスメッセージ一覧画面でダウンロードします。
状況照会 GUIの画面操作については，「7.　状況照会 GUI」を参照してください。

付録 B.1　CSVファイルの出力先
CSVファイルの出力先を次に示します。

• <出力先のディレクトリ >
出力先のディレクトリは任意です。ダウンロードするときに，ファイルの出力先を指
定できます。

• <出力日時 >
YYYYMMDDhhmmss形式です。各記号の意味を次に示します。
• YYYY：年
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒

付録 B.2　CSVファイルに出力される項目
状況照会 GUIのビジネスメッセージ一覧画面で参照できる項目が出力されます。このと
き，一画面で参照できる情報だけではなく，全ページ分の情報が同じファイルに出力さ
れます。なお，CSVファイルで使用される文字コードはWindows-31J，改行コードは
［CR］+［LF］です。

出力される各項目の出力形式を次に示します。

表 B-1　CSVファイルに出力される項目と出力形式

<出力先のディレクトリ>¥<出力日時>_MessageList.csv

項
番

出力される項目 出力形式

1 ドキュメント送信者識別子 "<ドキュメント送信者識別子 >"
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注※　各記号の意味を次に示します。
• YYYY：年
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒

付録 B.3　CSVファイルの出力例
CSVファイルの出力例を次に示します。

2 ドキュメント受信者識別子 "<ドキュメント受信者識別子 >"

3 ドキュメント識別子 "<ドキュメント識別子 >"

4 ドキュメント形式 "<ドキュメント形式 >"

5 ドキュメント種別 "<ドキュメント種別 >"

6 ドキュメント圧縮形式 "<ドキュメント圧縮形式 >"

7 ドキュメント状態 次のどちらかが出力されます。
• "未取得 "
• "取得済み "

8 登録日時 "YYYY/MM/DD hh:mm:ss"※

9 取得日時 "YYYY/MM/DD hh:mm:ss"※

項
番

出力される項目 出力形式
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"C000000000000001","S000000000000000","20060418063642-4227063e2a664f4299b4440e
07833adf@C000000000000001.com","JEDICOS-XML","Purchase Order","","取得済み
","2006/04/18 18:36:42","2006/04/18 18:36:42"
"C000000000000001","S000000000000000","20060418063641-3b63fd70583a4752a6b25493
56b36360@C000000000000001.com","JEDICOS-XML","Purchase Order","","取得済み
","2006/04/18 18:36:41","2006/04/18 18:36:41"
"C000000000000001","S000000000000000","20060418063640-2eb74eff6dab4a02958b2908
3004a536@C000000000000001.com","JEDICOS-XML","Purchase Order","","取得済み
","2006/04/18 18:36:40","2006/04/18 18:36:40"
"C000000000000001","S000000000000000","20060418063639-a74e5b07d8ae4febb39cef16
3a739b93@C000000000000001.com","JEDICOS-XML","Purchase Order","","取得済み
","2006/04/18 18:36:39","2006/04/18 18:36:39"
"C000000000000001","S000000000000000","20060418063638-543e29267cb64e8ca62fd421
6716ee33@C000000000000001.com","JEDICOS-XML","Purchase Order","","取得済み
","2006/04/18 18:36:38","2006/04/18 18:36:38"
"C000000000000001","S000000000000000","20060418063637-f204e40783a342a6b63a236f
2132598e@C000000000000001.com","JEDICOS-XML","Purchase Order","","取得済み
","2006/04/18 18:36:37","2006/04/18 18:36:37"
"C000000000000001","S000000000000000","20060418063636-3e79481a35de4bae9ca8c489
803bd021@C000000000000001.com","JEDICOS-XML","Purchase Order","","取得済み
","2006/04/18 18:36:36","2006/04/18 18:36:37"
"C000000000000001","S000000000000000","20060418063635-db812d11a6bc40179768a6f1
e5c6526b@C000000000000001.com","JEDICOS-XML","Purchase Order","","取得済み
","2006/04/18 18:36:35","2006/04/18 18:36:36"
"C000000000000001","S000000000000000","20060418063634-6323131f5dd448df98e3c069
599def18@C000000000000001.com","JEDICOS-XML","Purchase Order","","取得済み
","2006/04/18 18:36:35","2006/04/18 18:36:35"
"C000000000000001","S000000000000000","20060418063631-61aada26d38c49f98d4e19ab
eb12ffc3@C000000000000001.com","JEDICOS-XML","Purchase Order","","取得済み
","2006/04/18 18:36:32","2006/04/18 18:36:33"
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付録 C　JP1イベント連携
システムの管理・運用に JP1を使用する場合，CMS Lightサーバは JP1に，送受信し
たビジネスメッセージの情報を JP1イベントとして通知します。JP1イベント連携機能
を使用すると，送受信したビジネスメッセージの情報を即時に確認できます。

JP1を使用したシステムの管理・運用の詳細については，JP1のマニュアルを参照して
ください。

付録 C.1　イベントの発行契機
CMS Lightサーバが発行するイベントの発行契機を次に示します。

表 C-1　イベントの発行契機

項番 イベント名称 イベント発行契機

1 ビジネスメッセージ受信イベント クライアント企業のシステムからビジネスメッセー
ジを受信したときに発行されます。

2 ドキュメントファイル出力イベント クライアント企業のシステムからビジネスメッセー
ジを受信したあと，ドキュメントファイルを出力し
たときに発行されます。

3 ドキュメントファイル出力失敗イベン
ト

クライアント企業のシステムからビジネスメッセー
ジを受信したあと，ドキュメントファイルの出力が
失敗したときに発行されます。

4 ビジネスメッセージ送信要求イベント クライアント企業のシステムからビジネスメッセー
ジの送信要求を受け付けたときに発行されます。

5 ビジネスメッセージ送信通知イベント クライアント企業のシステムからビジネスメッセー
ジの送信通知を受け付けたときに発行されます。

6 ビジネスメッセージ登録イベント HSRSPutMessageコマンドを実行し，クライアン
ト企業のシステムに送信するビジネスメッセージを
データベースに登録したときに発行されます。

7 ビジネスメッセージ取得イベント HSRSGetMessageコマンドを実行し，クライアン
ト企業から受信したビジネスメッセージのうち，"
未取得 "状態のビジネスメッセージをデータベース
から手動で取得したときに発行されます。

8 ドキュメント状態変更（強制完了）イ
ベント

HSRSCompleteMessageコマンドを実行し，デー
タベースにあるビジネスメッセージのドキュメント
状態を，"未取得 "状態から "取得済み "状態に変
更したときに発行されます。

9 状況照会 GUIのビジネスメッセージ詳細画面で，
データベースにあるビジネスメッセージのドキュメ
ント状態を，"未取得 "状態から "取得済み "状態
に変更したときに発行されます。
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付録 C.2　ビジネスメッセージ受信イベントの詳細
CMS Lightサーバが発行するビジネスメッセージ受信イベントの詳細を次に示します。

表 C-2　ビジネスメッセージ受信イベントの詳細

10 ドキュメント状態変更（強制引き戻
し）イベント

HSRSUncompleteMessageコマンドを実行し，
データベースにあるビジネスメッセージのドキュメ
ント状態を，"取得済み "状態から "未取得 "状態
に変更したときに発行されます。

11 状況照会 GUIのビジネスメッセージ詳細画面で，
データベースにあるビジネスメッセージのドキュメ
ント状態を，"取得済み "状態から "未取得 "状態
に変更したときに発行されます。

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容

1 基本属性 イベント ID － 00000EF1
（ebxml.mssl.jp1event.PUTDOCU
MENT.idプロパティに設定した値
の 16進数表記）

2 メッセージ － ビジネスメッセージの受信
（PutDocument）を処理しました。

3 拡張属性
（共通情報）

重大度 SEVERITY Information

4 ユーザ名 USER_NAME サーバ識別子

5 プロダクト名 PRODUCT_NAM
E

/HITACHI/COSMINEXUS/
EBXML/MSSL

6 オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE JOB

7 オブジェクト
名

OBJECT_NAME PUTDOCUMENT

8 登録名タイプ ROOT_OBJECT_
TYPE

JOB

9 登録名 ROOT_OBJECT_
NAME

PUTDOCUMENT

10 オブジェクト
ID

OBJECT_ID PUTDOCUMENT

11 事象種別 OCCURRENCE END

12 開始時刻 START_TIME 処理の開始時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

13 終了時刻 END_TIME 処理の終了時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

14 終了コード RESULT_CODE 0

項番 イベント名称 イベント発行契機
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（凡例）－：なし

付録 C.3　ドキュメントファイル出力イベントの詳細
CMS Lightサーバが発行するドキュメントファイル出力イベントの詳細を次に示します。

表 C-3　ドキュメントファイル出力イベントの詳細

15 拡張属性
（固有情報）

処理結果 RS0 処理結果
true：ビジネスメッセージをデータ
ベースに格納した場合
false：ビジネスメッセージを重複受
信した場合

16 ドキュメント
識別子

IF0 ビジネスメッセージのドキュメント
識別子

17 ドキュメント
送信者識別子

IF1 ビジネスメッセージのドキュメント
送信者識別子

18 ドキュメント
受信者識別子

IF2 ビジネスメッセージのドキュメント
受信者識別子

19 ドキュメント
形式

IF3 ビジネスメッセージのドキュメント
形式

20 ドキュメント
種別

IF4 ビジネスメッセージのドキュメント
種別

21 ドキュメント
圧縮形式

IF5 ビジネスメッセージのドキュメント
圧縮形式

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容

1 基本属性 イベント ID － 00000EF2
（ebxml.mssl.jp1event.RECEIVEO
UTPUT.idプロパティに設定した値
の 16進数表記）

2 メッセージ － ドキュメントをファイル出力しまし
た。

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容
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（凡例）－：なし

3 拡張属性
（共通情報）

重大度 SEVERITY Information

4 ユーザ名 USER_NAME サーバ識別子

5 プロダクト名 PRODUCT_NAM
E

/HITACHI/COSMINEXUS/
EBXML/MSSL

6 オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE JOB

7 オブジェクト
名

OBJECT_NAME RECEIVEOUTPUT

8 登録名タイプ ROOT_OBJECT_
TYPE

JOB

9 登録名 ROOT_OBJECT_
NAME

RECEIVEOUTPUT

10 オブジェクト
ID

OBJECT_ID RECEIVEOUTPUT

11 事象種別 OCCURRENCE END

12 開始時刻 START_TIME 処理の開始時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

13 終了時刻 END_TIME 処理の終了時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

14 終了コード RESULT_CODE 0

15 拡張属性
（固有情報）

処理結果 RS0 処理結果
success：取得完了ディレクトリにド
キュメントファイルを出力した場合
failure：取得失敗ディレクトリにド
キュメントファイルを出力した場合

16 ドキュメント
ファイル名

FL0 ドキュメントファイル名

17 ドキュメント
識別子

IF0 ビジネスメッセージのドキュメント
識別子

18 ドキュメント
送信者識別子

IF1 ビジネスメッセージのドキュメント
送信者識別子

19 ドキュメント
受信者識別子

IF2 ビジネスメッセージのドキュメント
受信者識別子

20 ドキュメント
形式

IF3 ビジネスメッセージのドキュメント
形式

21 ドキュメント
種別

IF4 ビジネスメッセージのドキュメント
種別

22 ドキュメント
圧縮形式

IF5 ビジネスメッセージのドキュメント
圧縮形式

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容
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付録 C.4　ドキュメントファイル出力失敗イベントの詳細
CMS Lightサーバが発行するドキュメントファイル出力失敗イベントの詳細を次に示し
ます。

表 C-4　ドキュメントファイル出力失敗イベントの詳細

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容

1 基本属性 イベント ID － 00000EF3
（ebxml.mssl.jp1event.RECEIVEO
UTPUT-ERROR.idプロパティに設
定した値の 16進数表記）

2 メッセージ － ドキュメントのファイル出力に失敗
しました。

3 拡張属性
（共通情報）

重大度 SEVERITY Error

4 ユーザ名 USER_NAME サーバ識別子

5 プロダクト名 PRODUCT_NAM
E

/HITACHI/COSMINEXUS/
EBXML/MSSL

6 オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE JOB

7 オブジェクト
名

OBJECT_NAME RECEIVEOUTPUT-ERROR

8 登録名タイプ ROOT_OBJECT_
TYPE

JOB

9 登録名 ROOT_OBJECT_
NAME

RECEIVEOUTPUT-ERROR

10 オブジェクト
ID

OBJECT_ID RECEIVEOUTPUT-ERROR

11 事象種別 OCCURRENCE END

12 開始時刻 START_TIME 処理の開始時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

13 終了時刻 END_TIME 処理の終了時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

14 終了コード RESULT_CODE -1
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（凡例）－：なし

付録 C.5　ビジネスメッセージ送信要求イベントの詳細
CMS Lightサーバが発行するビジネスメッセージ送信要求イベントの詳細を次に示しま
す。

表 C-5　ビジネスメッセージ送信要求イベントの詳細

15 拡張属性
（固有情報）

ドキュメント
識別子

IF0 ビジネスメッセージのドキュメント
識別子

16 ドキュメント
送信者識別子

IF1 ビジネスメッセージのドキュメント
送信者識別子

17 ドキュメント
受信者識別子

IF2 ビジネスメッセージのドキュメント
受信者識別子

18 ドキュメント
形式

IF3 ビジネスメッセージのドキュメント
形式

19 ドキュメント
種別

IF4 ビジネスメッセージのドキュメント
種別

20 ドキュメント
圧縮形式

IF5 ビジネスメッセージのドキュメント
圧縮形式

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容

1 基本属性 イベント ID － 00000EF4
（ebxml.mssl.jp1event.GETDOCU
MENT.idプロパティに設定した値
の 16進数表記）

2 メッセージ － ビジネスメッセージの送信要求
（GetDocument）を処理しました。

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容
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3 拡張属性
（共通情報）

重大度 SEVERITY Information

4 ユーザ名 USER_NAME サーバ識別子

5 プロダクト名 PRODUCT_NAM
E

/HITACHI/COSMINEXUS/
EBXML/MSSL

6 オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE JOB

7 オブジェクト
名

OBJECT_NAME GETDOCUMENT

8 登録名タイプ ROOT_OBJECT_
TYPE

JOB

9 登録名 ROOT_OBJECT_
NAME

GETDOCUMENT

10 オブジェクト
ID

OBJECT_ID GETDOCUMENT

11 事象種別 OCCURRENCE END

12 開始時刻 START_TIME 処理の開始時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

13 終了時刻 END_TIME 処理の終了時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

14 終了コード RESULT_CODE 0

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容
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（凡例）－：なし

付録 C.6　ビジネスメッセージ送信通知イベントの詳細
CMS Lightサーバが発行するビジネスメッセージ送信通知イベントの詳細を次に示しま
す。

表 C-6　ビジネスメッセージ送信通知イベントの詳細

15 拡張属性
（固有情報）

処理結果 RS0 処理結果
true：データベース内に送信できる
ビジネスメッセージがある場合
false：データベース内に送信できる
ビジネスメッセージがない場合

16 ドキュメント
識別子

IF0 ビジネスメッセージのドキュメント
識別子
処理結果が falseの場合，空文字列
が設定されます。

17 ドキュメント
送信者識別子

IF1 ビジネスメッセージのドキュメント
送信者識別子
処理結果が falseの場合，空文字列
が設定されます。

18 ドキュメント
受信者識別子

IF2 ビジネスメッセージのドキュメント
受信者識別子

19 ドキュメント
形式

IF3 ビジネスメッセージのドキュメント
形式
処理結果が falseの場合，空文字列
が設定されます。

20 ドキュメント
種別

IF4 ビジネスメッセージのドキュメント
種別
処理結果が falseの場合，空文字列
が設定されます。

21 ドキュメント
圧縮形式

IF5 ビジネスメッセージのドキュメント
圧縮形式
処理結果が falseの場合，空文字列
が設定されます。

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容

1 基本属性 イベント ID － 00000EF5
（ebxml.mssl.jp1event.CONFIRM
DOCUMENT.idプロパティに設定
した値の 16進数表記）

2 メッセージ － ビジネスメッセージの送信通知
（ConfirmDocument）を処理しまし
た。

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容
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（凡例）－：なし

付録 C.7　ビジネスメッセージ登録イベントの詳細
CMS Lightサーバが発行するビジネスメッセージ登録イベントの詳細を次に示します。

3 拡張属性
（共通情報）

重大度 SEVERITY Information

4 ユーザ名 USER_NAME サーバ識別子

5 プロダクト名 PRODUCT_NAM
E

/HITACHI/COSMINEXUS/
EBXML/MSSL

6 オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE JOB

7 オブジェクト
名

OBJECT_NAME CONFIRMDOCUMENT

8 登録名タイプ ROOT_OBJECT_
TYPE

JOB

9 登録名 ROOT_OBJECT_
NAME

CONFIRMDOCUMENT

10 オブジェクト
ID

OBJECT_ID CONFIRMDOCUMENT

11 事象種別 OCCURRENCE END

12 開始時刻 START_TIME 処理の開始時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

13 終了時刻 END_TIME 処理の終了時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

14 終了コード RESULT_CODE 0

15 拡張属性
（固有情報）

処理結果 RS0 処理結果
true：ビジネスメッセージのドキュ
メント状態を，"未取得 "状態から "
取得済み "状態に変更した場合
false：ビジネスメッセージのドキュ
メント状態がすでに "取得済み "状
態の場合

16 ドキュメント
識別子

IF0 ビジネスメッセージのドキュメント
識別子

17 ドキュメント
送信者識別子

IF1 ビジネスメッセージのドキュメント
送信者識別子

18 ドキュメント
受信者識別子

IF5 ビジネスメッセージのドキュメント
受信者識別子

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容
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表 C-7　ビジネスメッセージ登録イベントの詳細

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容

1 基本属性 イベント ID － 00000EF6
（ebxml.mssl.jp1event.PUTMESS
AGE.idプロパティに設定した値の
16進数表記）

2 メッセージ － ビジネスメッセージを登録しまし
た。

3 拡張属性
（共通情報）

重大度 SEVERITY Information

4 ユーザ名 USER_NAME サーバ識別子

5 プロダクト名 PRODUCT_NAM
E

/HITACHI/COSMINEXUS/
EBXML/MSSL

6 オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE JOB

7 オブジェクト
名

OBJECT_NAME PUTMESSAGE

8 登録名タイプ ROOT_OBJECT_
TYPE

JOB

9 登録名 ROOT_OBJECT_
NAME

PUTMESSAGE

10 オブジェクト
ID

OBJECT_ID PUTMESSAGE

11 事象種別 OCCURRENCE END

12 開始時刻 START_TIME 処理の開始時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

13 終了時刻 END_TIME 処理の終了時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

14 終了コード RESULT_CODE 0

15 拡張属性
（固有情報）

ドキュメント
ファイル名

FL0 ドキュメントファイル名

16 ドキュメント
識別子

IF0 ビジネスメッセージのドキュメント
識別子

17 ドキュメント
送信者識別子

IF1 ビジネスメッセージのドキュメント
送信者識別子

18 ドキュメント
受信者識別子

IF2 ビジネスメッセージのドキュメント
受信者識別子

19 ドキュメント
形式

IF3 ビジネスメッセージのドキュメント
形式

20 ドキュメント
種別

IF4 ビジネスメッセージのドキュメント
種別

21 ドキュメント
圧縮形式

IF5 ビジネスメッセージのドキュメント
圧縮形式
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（凡例）－：なし

付録 C.8　ビジネスメッセージ取得イベントの詳細
CMS Lightサーバが発行するビジネスメッセージ取得イベントの詳細を次に示します。

表 C-8　ビジネスメッセージ取得イベントの詳細

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容

1 基本属性 イベント ID － 00000EF7
（ebxml.mssl.jp1event.GETMESS
AGE.idプロパティに設定した値の
16進数表記）

2 メッセージ － ビジネスメッセージを取得しまし
た。

3 拡張属性
（共通情報）

重大度 SEVERITY Information

4 ユーザ名 USER_NAME サーバ識別子

5 プロダクト名 PRODUCT_NAM
E

/HITACHI/COSMINEXUS/
EBXML/MSSL

6 オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE JOB

7 オブジェクト
名

OBJECT_NAME GETMESSAGE

8 登録名タイプ ROOT_OBJECT_
TYPE

JOB

9 登録名 ROOT_OBJECT_
NAME

GETMESSAGE

10 オブジェクト
ID

OBJECT_ID GETMESSAGE

11 事象種別 OCCURRENCE END

12 開始時刻 START_TIME 処理の開始時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

13 終了時刻 END_TIME 処理の終了時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

14 終了コード RESULT_CODE 0



付録 C　JP1イベント連携

230

（凡例）－：なし

付録 C.9　ドキュメント状態変更（強制完了）イベントの詳
細

CMS Lightサーバが発行するドキュメント状態変更（強制完了）イベントの詳細を次に
示します。

表 C-9　ドキュメント状態変更（強制完了）イベントの詳細

15 拡張属性
（固有情報）

処理結果 RS0 処理結果
success：取得完了ディレクトリにド
キュメントファイルを出力した場合
failure：取得失敗ディレクトリにド
キュメントファイルを出力した場合

16 ドキュメント
ファイル名

FL0 ドキュメントファイル名
処理結果が successの場合，取得完
了ディレクトリのドキュメントファ
イル名が設定されます。
処理結果が failureの場合，取得失
敗ディレクトリのドキュメントファ
イル名が設定されます。

17 ドキュメント
識別子

IF0 ビジネスメッセージのドキュメント
識別子

18 ドキュメント
送信者識別子

IF1 ビジネスメッセージのドキュメント
送信者識別子

19 ドキュメント
受信者識別子

IF2 ビジネスメッセージのドキュメント
受信者識別子

20 ドキュメント
形式

IF3 ビジネスメッセージのドキュメント
形式

21 ドキュメント
種別

IF4 ビジネスメッセージのドキュメント
種別

22 ドキュメント
圧縮形式

IF5 ビジネスメッセージのドキュメント
圧縮形式

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容

1 基本属性 イベント ID － 00000EF8
（ebxml.mssl.jp1event.COMPLET
EMESSAGE.idプロパティに設定し
た値の 16進数表記）

2 メッセージ － ドキュメント状態を変更（強制完
了）しました。

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容
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（凡例）－：なし

付録 C.10　ドキュメント状態変更（強制引き戻し）イベント
の詳細

CMS Lightサーバが発行するドキュメント状態変更（強制引き戻し）イベントの詳細を
次に示します。

3 拡張属性
（共通情報）

重大度 SEVERITY Information

4 ユーザ名 USER_NAME サーバ識別子

5 プロダクト名 PRODUCT_NAM
E

/HITACHI/COSMINEXUS/
EBXML/MSSL

6 オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE JOB

7 オブジェクト
名

OBJECT_NAME COMPLETEMESSAGE

8 登録名タイプ ROOT_OBJECT_
TYPE

JOB

9 登録名 ROOT_OBJECT_
NAME

COMPLETEMESSAGE

10 オブジェクト
ID

OBJECT_ID COMPLETEMESSAGE

11 事象種別 OCCURRENCE END

12 開始時刻 START_TIME 処理の開始時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

13 終了時刻 END_TIME 処理の終了時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

14 終了コード RESULT_CODE 0

15 拡張属性
（固有情報）

ドキュメント
識別子

IF0 ビジネスメッセージのドキュメント
識別子

16 ドキュメント
送信者識別子

IF1 ビジネスメッセージのドキュメント
送信者識別子

17 ドキュメント
受信者識別子

IF2 ビジネスメッセージのドキュメント
受信者識別子

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容
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表 C-10　ドキュメント状態変更（強制引き戻し）イベントの詳細

（凡例）－：なし

項番 属性の種別 項目 属性名 通知内容

1 基本属性 イベント ID － 00000EF9
（ebxml.mssl.jp1event.UNCOMPL
ETEMESSAGE.idプロパティに設
定した値の 16進数表記）

2 メッセージ － ドキュメント状態を変更（強制引き
戻し）しました。

3 拡張属性
（共通情報）

重大度 SEVERITY Information

4 ユーザ名 USER_NAME サーバ識別子

5 プロダクト名 PRODUCT_NAM
E

/HITACHI/COSMINEXUS/
EBXML/MSSL

6 オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE JOB

7 オブジェクト
名

OBJECT_NAME UNCOMPLETEMESSAGE

8 登録名タイプ ROOT_OBJECT_
TYPE

JOB

9 登録名 ROOT_OBJECT_
NAME

UNCOMPLETEMESSAGE

10 オブジェクト
ID

OBJECT_ID UNCOMPLETEMESSAGE

11 事象種別 OCCURRENCE END

12 開始時刻 START_TIME 処理の開始時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

13 終了時刻 END_TIME 処理の終了時刻（UTC 1970-01-01 
00:00:00からの秒数）

14 終了コード RESULT_CODE 0

15 拡張属性
（固有情報）

ドキュメント
識別子

IF0 ビジネスメッセージのドキュメント
識別子

16 ドキュメント
送信者識別子

IF1 ビジネスメッセージのドキュメント
送信者識別子

17 ドキュメント
受信者識別子

IF2 ビジネスメッセージのドキュメント
受信者識別子
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（英字）

C-S-C型メッセージ交換手順
C-S型メッセージ交換手順を組み合わせて，クライアント企業間でビジネスメッセージを送受信す
る場合のメッセージ交換手順です。
ビジネスメッセージを送信する企業が C-S型メッセージ交換手順でサーバを運用していて，別企業
が C-S型メッセージ交換手順でサーバにアクセスするようなモデルで使用されます。

C-S-S型メッセージ交換手順
S-S型メッセージ交換手順と C-S型メッセージ交換手順とを組み合わせる場合のメッセージ交換手
順です。
S-S型メッセージ交換手順でのサーバを大手小売企業（サーバ企業）が代行して，クライアント企
業からは C-S型メッセージ交換手順でサーバにアクセスするようなモデルで使用されます。

C-S型メッセージ交換手順
財団法人流通システム開発センターが開発するクライアント・サーバ間のメッセージ交換手順です。
流通業界での EDIの標準規格である JEDICOS-XMLで制定されています。
大手小売企業（サーバ企業）が提供するプル型サーバにクライアント企業が接続して，データの
アップロード，ダウンロードをするようなモデルで使用されます。

HTTPベーシック認証
ユーザー IDおよびパスワードを平文で送信して認証させる，HTTPプロトコルでの最も簡易な認証
方式です。

INBOX
クライアント企業と送受信したビジネスメッセージ，および SOAPメッセージの属性が記録されて
いるデータベースです。なお，C-S型メッセージ交換手順では INBOXはデータベースと限定しな
いで，単にビジネスメッセージや SOAPメッセージの属性の記録先を示す用語として使用されてい
ます。

JEDICOS-XML
財団法人流通システム開発センターが制定した XML-EDI標準です。国内の流通業界向けの EDI標
準である JEDICOSをベースに，国際標準である UN/EDIFACTに準拠して，かつ日本独自の商習
慣に対応するように制定されています。

S-S型メッセージ交換手順
財団法人流通システム開発センターが開発するサーバ・サーバ間のメッセージ交換手順です。プッ
シュ型サーバとプッシュ型サーバの間で常時接続して自動的にデータ通信をします。
サーバ企業同士が接続して，大規模な取引をするようなモデルで使用されます。

SOAP Faultメッセージ
SOAPメッセージの処理中に発生したエラーを記述するための SOAPメッセージです。
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SOAPエンベロープ
SOAPメッセージの要素です。メッセージのいちばん外側の要素で，SOAPヘッダと SOAPボディ
という子要素を持ちます。 

SOAPヘッダ
SOAPメッセージの要素です。SOAPヘッダでは，メッセージ処理のあて先の指定，およびメッ
セージ処理が必須かどうかを指定します。 

SOAPボディ
SOAPメッセージの要素です。SOAPボディに送信するメッセージの内容を記述します。 

SOAPメッセージ
SOAPプロトコルでオブジェクト間の送受信に使用するメッセージです。SOAPメッセージは，
SOAPエンベロープ，SOAPヘッダ，および SOAPボディという要素で構成されます。

uCosminexus Message Service Server Light for ebXML（CMS Lightサーバ）
uCosminexus Message Service Server Light for ebXML（CMS Lightサーバ）は，C-S型メッセー
ジ交換手順に準拠した電子商取引をするために，サーバ企業が導入する製品です。ビジネスメッ
セージの送受信，ビジネスメッセージの管理，クライアント企業の情報管理などの機能を提供しま
す。

UTF-8
Unicodeの文字を表現する文字エンコーディングの一つです。8bit単位の情報の組み合わせで文字
を表記します。

（ア行）

暗号化通信
証明書および公開鍵暗号技術に基づいて，通信を暗号化してデータを送信する技術です。暗号化通
信の認証方法には，サーバ認証とクライアント認証があります。

（サ行）

状況照会 GUI
状況照会アプリケーションが提供する，Web画面インターフェースです。

状況照会アプリケーション
CMS Lightサーバが提供する，状況照会を実行する J2EEアプリケーションです。

（タ行）

ドキュメント
ビジネスメッセージに添付される，取引データです。ユーザーは添付したいドキュメント形式を選
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択できます。

ドキュメント状態
ビジネスメッセージの状態です。ビジネスメッセージの状態には "未取得 "および "取得済み "があ
ります。

取引先状態
取引先の状態です。取引先の状態には "取引中 "および "取引停止 "があります。

（ハ行）

ビジネスメッセージ
CMS Lightサーバがクライアント企業のシステムと送受信する SOAP形式のメッセージのことで
す。C-S型メッセージ交換手順では，業務に必要なドキュメントをビジネスメッセージの添付ファ
イルとして送受信します。

ビジネスメッセージ送受信アプリケーション
CMS Lightサーバが提供するビジネスメッセージの送受信を実行する J2EEアプリケーションで
す。

ビジネスメッセージ保持期間
CMS Lightサーバでビジネスメッセージが保持される期間です。データの重複受信を防止するため
に，サーバ企業は受信データを一定期間保持しておくことが義務づけられています。

プッシュ型サーバ
サーバ側を起点としたデータ送信を行うサーバです。送信データが作成された時点で複数のシステ
ムにデータ送信できます。

プル型サーバ
クライアント側を起点としたデータ送信を行うサーバです。クライアントからサーバへ接続するこ
とで処理が開始されます。クライアントは，定期的にサーバへアクセスして，データを取得する必
要があります。
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しています。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名称，資料番号の

いずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル 日立ソフトウェアマニュアルと製品群別CD-ROMマニュアルの仕様について記載

しています。 

■マニュアルのご購入 マニュアルご購入時のお申し込み方法を記載しています。 

■オンラインマニュアル 一部製品のマニュアルをインターネットで公開しています。 

■サポートサービス ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開サービス

を記載しています。 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットでのマニュアル公開 
2 種類のマニュアル公開サービスを実施しています。 

(1) マニュアル情報ホームページ「オンラインマニュアル」での公開 

製品をよりご理解いただくためのご参考として，一部製品のマニュアルを公開しています。 

(2) ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開 

ソフトウェアサポートサービスご契約のお客様向けにマニュアルを公開しています。公開しているマニ 

ュアルの一覧，本サービスの対象となる契約の種別などはマニュアル情報ホームページの「サポートサ 

ービス」をご参照ください。 

３．マニュアルのご注文 

①  マニュアル情報ホームページの「マニュアルのご購入」にアクセスし，お申し込み方法をご確認の

うえ WEB からご注文ください。ご注文先は日立インターメディックス(株)となります。 

②  ご注文いただいたマニュアルについて請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。 

④  入金確認後 7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB


